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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している２








春日部タケル
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　ハーレムの予感？







　　　　１




「はああ……」


　どうしてこうなった。


「はああ……」


　どうしてこうなった。


　思わず二セットも繰くり返してしまう程ほど、俺の落らく胆たんは深かった。


「奏かなでさん奏さーん」


　クラスのみんなに囲まれていた、金きん髪ぱつのちっこい女の子が、その隙すき間まから抜ぬけ出し、ててて、と嬉うれしそうに歩み寄ってくる。


「……やっぱり、夢じゃないんだよな」


　ショコラと名乗るこの少女は、とある事情から、俺の家に居い候そうろうしているんだけど──


「きいて下さい奏さんっ。みなさんが、おかしをたくさんくれましたっ」


　なぜか今日の朝、唐とう突とつに、突とつ然ぜんに、突とつ発ぱつ的に、このクラスに転入してきた。


　いや、正確には転入生ではなく、俺の『学業補助ペット』という扱あつかいらしいけど……意味が全く分からない。


「はむはむ……おいひーでふっ」


　チョコやクッキーやらで頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませながら、顔を綻ほころばせる。


　それに合わせて、しっぽみたいな髪かみの毛がぴょこぴょこ動く……毎回思うんだけど、一体どんな仕組みになってんだ、これ。


「ショコラちゃーん。もっとお菓か子しあげるからこっちおいで」


「ほんとですかっ」


　凄すさまじい速度で口の中のものを飲みこんだショコラは、目をキラキラさせて、女子の輪にかけ戻もどっていった……もう完全に、餌え付づけされた犬だな。


　かわいーかわいー、という声が飛び交かう中、撫なでられたり触さわられたりと、もみくちゃ状態になっている。


　男子達も、ここぞとばかりに質問を投げかけているし、えらい人気っぷりだった。


　まあ、ちやほやされるのは転入生（じゃないけど）の特権みたいなもんだし、放っておけば、すぐおさまるだろ。


「甘あま草くさ君、ちょっといいかしら」


　背後から、妙みように無機質な感じの声がかかって、振ふり返る。


「ん？　どうした雪ゆき平ひら」


　雪平ふらの。


　雪原のように白く輝かがやく髪が印象的な女子で、顔立ち自体はすごい綺き麗れいなんだけども、基本的に無表情なので、何を考えているのか非常に分かりづらい。


「あのね、あなたの『青春の衝しよう動どう処理ペット』のショコラさんの事なんだけど」


　……なんて言った？　今こいつなんて言った？


「あら、聞こえなかったかしら。あなたの『性の衝動処理ペット』のショコラさんの事なんだけど」


「なんか……内容変わってないか」


「そんな事はないわ。私はさいしょからオナペ──」


「お前もう黙だまれ！」


　こんな内容を、表情をぴくりとも動かさないで言うもんだから、シュールの極きわみだ。


「お前な……こんなまっ昼間から、一体何を言ってんだよ」


「甘草君、いまのツッコミどころは時間帯じゃなくて、女子である私がこんな下品なネタを言っている、という事だと思うの」


「自分が一番よく分かってんじゃねえか！」


「分かっていても、やめられない、とまらないのが下ネタの恐おそろしいところよ」


「なんでえびのやつみたいな言い方してんだ！」


「じゃあ、明日からやめるから、今日だけはひたすら下ネタを言いまくるわ」


「なんでダイエット前の食いだめみたいな感じになってんだ！　いいから今すぐやめろ！」


「そんな事を言われても、私から下ネタをとったら、夢と希望しか残らないんだけど」


「お前は一体何なにでできてんだ！」


　この雪平、見た目は校内でもトップクラスに入る美少女なのに、中身がこんなんだから、『お断りおことわり５フアイブ』なんていう不ふ名めい誉よな称しよう号ごうが与あたえられている。


　容姿は優すぐれているのにもかかわらず、なんらかの残念な要素が強すぎて、恋れん愛あい対象としてナシと判断されている鼻つまみ者達、それが『お断り５』。


　かくいう俺も、男子の『お断り５』に名を連ねていたりするんだけど、あくまで俺の場合は、『絶ぜつ対たい選せん択たく肢し』によって、奇き行こうを余よ儀ぎなくされた上での結果であって、素すで変人の雪平と一ひと括くくりにはされたくない。


「あ、ふらのさん。おかしたべますかっ」


　そこでショコラがまた、両手に菓子を抱かかえて戻ってきた。どんだけもらってんだよ……


「ありがとう、じゃあこれをいただくわ」


　雪平は、机の上に並べられた菓子の中から、一つを選んで手に取る。それはよりによって、おっぱいの形をしたチョコレートだった。誰だれが持ってきたんだこんなもん……


　雪平は、それを平然と口に放り込んで、レロレロと舌の上で転がす。


「な、なんつー食べ方してんだ……」


「あら、こんな卑ひ猥わいな食べ物を、頰を赤らめて恥はじらいながら食べたら、余計にいやらしいじゃない。木の葉を隠かくすなら森の中、卑猥さを隠すならエロい口の中よ」


　……理論が独創的すぎて、ひとかけらも理解できなかった。


　チョコを食べ終わった雪平は、ショコラの方に向き直る。


「ところでショコラさん、ちょっといいかしら」


　言うが早いか、いきなりショコラの胸をがっしりと摑つかみ取った。


「はえ？」


「ちょっ、お前いきなり何してんだっ」


　小こ柄がらな体格の割に、豊かなショコラのそれを、遠えん慮りよなく揉もみしだく雪平。


「あら、甘草君と同じ事をしているだけよ。あなた、こうして夜な夜な揉んでいるんでしょう？」


「揉んでねえよ！」


「ありえないわ。こんな見事なパイオツと暮らしていて、揉まないなんて──はっ、もしかして……その年にして男性機能が死んでいるというの？」


　なんでそんな極きよく端たんな結論に至るんだよ……あと、パイオツ自重しろ。


「さあ、選んで、甘草君。あなたは揉んでいるか、男性機能が死んでいるか、一体どっちなのかしら」


「選べるか！」





【選べ　①「実は揉んでいます」　②「実は男性機能が死んでいます」】





「だから選べるか！」
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　これだ……こいつこそが、俺を『お断り５』たらしめている忌いむべき呪のろい、絶対選択肢。


「甘草君、今なんで二回もツッコんだのかしら」


「いや、これはそのぐあああああっ！」


　いきなりとんでもない頭痛が襲おそってきた。


　この絶対選択肢、拒きよ否ひしたり、時間を引き延ばしたりしようとすると、ありえない激痛を以もつて選せん択たくを強要してくる。


　猶ゆう予よ時間や頭痛の強度はその時によってまちまちだけど、今回のこれは、短くて、強い。


「じ、実は……男性機能が死んでいます」


　セリフを発した瞬しゆん間かん、痛みは噓うそのように消え去っていった。


　おのれ選択肢め……毎回毎回、ろくでもないもんばっかり提示してきやがって。


　この一年、こいつのせいでどれだけ俺が苦しめられてきた事か……思い出しただけで、泣きたくなる。


　まあでも今回のこの内容なら、周りもさすがにジョークとして受け取ってくれるだろう。


「あれ、どうした、雪平？」


　雪平が口に手を当てて、その身をわなわなと震ふるわせている。


「まさか……まさか、私が冗じよう談だん半分で言った事が、事実だったなんて……ごめんなさいごめんなさいっ！」


「ガチッぽく言うのやめてもらえませんかね！　噓に決まってんだろ！」


「なんだ、じゃあやっぱり揉んでる方だったのね」


　瞬間的に無表情に戻っていた……もう一種の顔芸だよな、これ。


「いや、だからなんでお前の頭の中には、その二択たくしかないんだよ……なあショコラ、俺はお前に、そんな変な事してないよな」


　こうなったら本人に証言してもらうのが、一番てっとり早い。


「はいっ」


　即そく答とうするショコラ。まあほんとに何もしてないんだから、当たり前なんだけど。


　が、その直後、


「でも、別のところは、もまれました」


　……は？


「きのうの朝、めを覚ますと、すぐそばに奏さんがいて、わたしはぐにゅぐにゅに、もまれていました」


　……いや、やったよ。いつまでたってもグースカ寝ねてて、いくら口で言っても起きないもんだから、ほっぺ引っ張って無む理り矢や理り起こしたよ。


　でもね、ショコラさん。そんな、どうとでもとれる言い方をしたら──


「う……」


　案の定、教室内は水を打ったように静まり返っていた。


「いや……あの……」


　誰にともなく弁解しようとする俺の肩かたに、ぽん、と手が置かれた。振り向いてみれば、友人の佐さ藤とうが満面の笑えみを浮うかべている。


「なあ甘草、ちょっと顔面殴なぐっていいか？」


「なんで!?」


　いつの間にか俺を取り囲んでいた男子連中の輪から、高たか橋はしがすっ、と歩み寄ってきた。


「なあ甘草、ちょっと目め潰つぶししていいか？」


「だからなんで!?」


　続いて、伊い藤とうのやたらに醒さめた声が。


「なあ甘草、ちょっと地下施し設せつ行って、強制労働してこようか？」


「それはお前じゃない伊藤さんだろ！」


「甘草よ、『イケメンなのにド変態だから、女子に全くモテない』ってのが、お前のアイデンティティーじゃなかったのか」


「そうだそうだ！　甘草といえば『残念イケメン』だろ」


「俺なんかこないだ、甘草をモデルにして『俺イケメンだけど、残念すぎて人っ子一人寄りつかない』ってラノベ書いて、賞に投とう稿こうしたんだ」


「お前ら人の事をなんだと思ってんだ!?」


「「「イケメン（笑）」」」


　……友達やめようかな。


　まあいい、こんな人でなし共は放っておくとして、問題は女子だ。下ネタ（ほんとは違ちがうんだけど）に過か剰じような嫌けん悪お感かんを示す年とし頃ごろのお嬢じよう様さま方がたは、皆みなドン引きしていた。


「いや、さっきのは違うんだ」


　男子連中の輪を抜ぬけ、一番近くにいた女子の方に、足を踏ふみ出した瞬間、


「ひっ、揉まれるっ！」


「揉まねえよ！」


「ひっ、揉みしだかれるっ！」


「しだかねえよ！」


「ひっ、揉みぐにゅられるっ！」


「せめて日本語で怖こわがってくれませんかね！」


　もう駄だ目めだ……何を言ってもマイナスに働く空気が出来上がってしまってる。


「あの……女子の皆さん、一つだけ教えて下さい。ボクの事、嫌きらいですか」


「「「うん、別に心の底から嫌ってるわけじゃないし、基本的に善人だとは思うんだけど、奇行とのギャップがありすぎて、正直気持ち悪い」」」


「なんでそんな長ゼリフがハモるんだよ奇き跡せきか！」


「奏さん、わたしはだいすきですよっ」


「ややこしくなるからお前は黙っててくんねえかな！」


「みんな、その辺で許してあげてはどうかしら」


　唐とう突とつに、雪平が割って入ってきた。


「待たせたわね甘草君。私が来たからには、もう大だい丈じよう夫ぶよ」


「なんで助けに来た仲間ポジションだ！　そもそもの元げん凶きようお前じゃねえか！」


　疲つかれる……こいつの相手、ほんと疲れる。


「甘草君、あなた、あくまでショコラさんといかがわしい事はしていないと言い張るのね」


「ああ、してない」


「いかがわしい事はしていなくても、イカ臭くさい事はしているんじゃないの？」


「発想オッサンか！」


「まあ、オッサンは大体イカ臭いわよね」


「全国のオッサンに謝れ！」


「いかくさいおっさんは、好きですか」


「『きれいな○ねえさんは、好きですか』みたいに言ってんじゃねえよ！」


　……駄目だ、もう付き合ってられない。


「ったく……ん？」


　その時、唐突に俺の肩が、ちょんちょん、と叩たたかれた。


　振ふり返ったその先には──





　俺が、いた。





「ぎゃあああああっ！」


　絶ぜつ叫きようと共に、その場に尻しりもちをつく。


「な……なんだ？」


　見上げた先に、女子の制服を着た俺が立っていた。いや、自分でも何を言っているのか、全くわからないけど、そうとしか言いようのない光景がそこにあった。


　その俺（？）は、いきなり弾はじかれたように笑い出した。


「あははははははっ」


　その声を聞いて、はっと我に返る。ストレートの黒くろ髪かみロング、ブラウスから覗のぞく、細いウエスト、明らかに改造された超ちようミニスカート。落ち着いて見てみれば、『俺』の要素は顔面だけだった。


「じゃーんっ！」


　そいつはやたらにテンション高く叫さけび、べりっ、と顔の皮を剝はぐ。


「やっぱりお前か……」


　その少女、遊ゆう王おう子じ謳おう歌かは、子供みたいな表情で笑い、びっと親指を立てた。


「いやー、甘っち、ナイスリアクションッ」


　未いまだにちょっと信じられないんだけど、なんとこの遊王子、言わずと知れたあの大だい企き業ぎよう、『ＵＯＧユーオージー』の社長令れい嬢じようだ。


　その上、本人のスペックも異様に高く、スポーツは種類を問わず万ばん能のう、成績は常に学年トップという、正に完かん璧ぺき超ちよう人じん。


　が、こいつも行動のあまりのフリーダムっぷりと、極きよく端たんなお子様思考のせいで『お断り５』に名を連ねている。


「トイレでこれ仕込んでたら、時間かかっちゃった」


　見当たらないと思ったら、そんなくだらない事してたのか……


「見て見て、凄すごいでしょっ」


　受け取って、そのゴムマスクをまじまじと見つめる。なんの素材で作られているかは分からないが、色合いといい肌はだ触ざわりといい、どこのハリウッド映画だよ、と思う程ほどに、クオリティが高かった。恐るべし、ＵＯＧの技術力。


「こ、これはかっきてきな発明です……まさかの『奏×奏』がじつげんするとは、むねのたかまりをおさえる事ができませんっ」


「うん、脳のう味み噌そが腐くさってる奴やつはちょっと黙だまってような」


「あ、ショコラっち。これ試作品だから、よければあげるよ」


「ほんとですかっ」


「これさ、中に小型スピーカーも仕込んでるから、録音すれば甘っちの声も出せるよ」


「な、なんということでしょうか。奏さん、ちょっと『夏なつ彦ひこ……夏彦っ！』って言ってもらえ──」


「だから誰だれなんだよそれはっ!?」


　……駄目だ、今まで雪平と遊王子の相手だけでも、うんざりするような毎日だったのに、ショコラが加わる事で、厄やつ介かい度が格段に増している。


　こいつら三人と同じクラスで後一年近くも過ごすのか……マジで胃が痛い。ただでさえ絶対選せん択たく肢しなんていう最悪な──


「ん？」


　不意に、一つの疑問が頭をよぎる。そういえば、今朝のホームルームの時に出た絶対選択肢。それを選び取った結果が、まだ反映されていない。


　その場ですぐに反応が表れない、っていう時間差パターンは、今までに無かったわけじゃないけど、そのまま次の選択肢が出る、なんてのは初めてだった。


　揉んでいますだの、男性機能が死んでいますだのが、あまりに下らなかったんで、その時は気が回らなかったけど、これは一体どういう事だろうか。


　そしてもう一つ、おかしな点があった。今朝、脳のう裏りに浮かんだ内容をもう一回思い出してみる。





【選べ　①表のランキング四人全員（在校生）から告白される、ハーレムタイム突とつ入にゆう　②ものすごく気持ちいい事が起こる】





　基本的に、絶対選択肢の内容は、最低なものが一つ。それに輪をかけて最低なものが一つ。つまり、実質一択たくだ。たまに両方同じくらいの最低さ加減だったり、稀まれに片方だけよさげなものがあったりするけど、どっちもいい内容っていうのは初めてだった。


　これはひょっとして、呪のろい解除ミッションをクリアした事に関係が──


「ん？」


　なんだか教室の前の方が騒さわがしい。


　目を向けてみれば、軽い人だかりができている。ここからだとドアの陰かげになってよく見えないけど、そこに立っているらしい人物に、皆の視線が集中していた。


「うお、マジかよ……」「表ランキングの……」「やだ、かわいすぎるっ」


　クラスメイト達のこの反応……もしかして……きたか？


　そうだ、そうに違いない。これは、①を選び取った結果が、今になってようやく表れたって事だろう。


　絶対選択肢が俺にいい結果をもたらす。こんな日が……まさか、こんな日がやってくるとは思いもしなかった。期待に胸を膨ふくらませて、ドアの方へ向かっていく。


　人だかりを抜けた先、ドアの向こうで俯うつむいて、足をもじもじさせているのは、表ランキング四位、西にし野の葵あおい先せん輩ぱいだった。


　……あれ？


　西野先輩は、庇ひ護ご欲よくをそそるような、そのかわいらしい容よう貌ぼうから、『葵姫ひめ』と称しようされており、三学年四十五クラスというマンモス校である、我が晴せい光こう学園のトップ５に選ばれるのに相応ふさわしい輝かがやきを放っていた、が。


　…………あれ？


　脳裏に浮うかんだ疑問とほぼ同期して、西野先輩が顔をあげる。


「あの……甘草奏君、だよね？　お話があるんだけど……」


　なんだ……この言いようのない不安感は？


　西野先輩は、何かに急せかされるように口を開いた。


「あ、あのね、甘草君、君の事が──」


　その瞬しゆん間かん、俺の脳裏に、雷らい光こうのように一つの真実が降り注ぐ。


「好すむぐっ」


　すんでの所でその口をおさえた。


　……そうか、そういう事か。


「せ、先輩、ちょっとあっちに行って話しましょうっ」


　西野先輩の手をとって、半ば強ごう引いんに教室から離はなれる。


「あ、甘草君、痛いよ……」


　西野先輩が、少し潤うるんだ上うわ目め遣づかいで見つめてくる。う……これはアリだ。少しでも気を緩ゆるめたら間ま違ちがいを起こしてしまいそうだった。落ち着け、俺。


「す、すみません。でも、話が話ですし、もっと人気のない所に行きませんか」


「あ……そ、そうだね」


　顔を赤らめた西野先輩は、大人しく俺の後をついてきてくれた。特別棟とうへの渡わたり廊ろう下かあたりまで誘ゆう導どうしていき、辺りに人ひと影かげが無い事を確かく認にんする。


「で、先輩、俺にどういった用件でしょうか？」


　まあ、答えは分かりきってるんだけど……


　西野先輩は、小さく深呼吸して言い放った。


「あの……好きです、甘草君」


　恥はずかしそうに上目遣いで俺を見る。どこか小動物を連想させるような、愛あい嬌きようのある顔立ち。まあ、陳ちん腐ぷさを覚かく悟ごで言うなら、めちゃくちゃかわいいです。


「あの……その……つきあって……もらえないかな」


　そしてこれは紛まぎれもなく、告白、というやつだった。


　こんなかわいらしい人から、つきあってくれ、とせがまれるなんて、男冥みよう利りに尽つきるシチュエーションだろう……とある一点を除いては。


「いや……あの、無理です」


「な、なんでっ？」


　先輩は、信じられない、といった表情で俺を見た。まあ、この人が自分から告白して断られるなんて、普ふ通つうならありえないだろうしな。実際俺も、かなりグラっときてたし……


「いや、なんでって……そりゃ──」


「どこがいけないのっ。こんなに……こんなに君の事好きなのにっ！」


　……まあこれ、ストレートに言うしかないよな。





「いや、先輩、あなた、男でしょうが」





「え？」


　西野先輩の動きが止まった。


　そして、なにか憑つき物が落ちたように、きょとん、とした表情を浮かべた。


「あれ？　あれ？　なんで僕、君に告白してたの？」


「……うん、俺が聞きたいです」


「ん？　ん？　というか僕、なんで僕、二階にいるのかな？」


「……きっと、大した用じゃないんで、忘れちゃったんじゃないですか？」


「えー、うーん、そうなのかなー。うーん……よく分かんないけど、教室戻ろっと」


　先輩は、いまいち納なつ得とくできないといった感じのまま、背を向けて、ちょこちょこと走っていった。なんなんだ、そのかわいらしい動きは。


　あの中性的な容姿と、女の子っぽい仕草が功を奏し（？）、男子からも少なくない票が集まって、四位にランクインしたらしい。まあ、あれならばたしかに、男ながらに、葵姫なんて呼ばれるのも納得だった。


　しかし、そっちはよくても、選択肢に騙だまされた件は、そう簡単には納得できない。


　表のランキングから告白されるとは言ったけど、誰も女子からとは言ってませんよ、と。


　……もう小学生の屁へ理り屈くつレベルだった。


　まあ、三年生が卒業した絡からみで、現在の表ランキングの在校生は、男子四人、女子五人だから、落ち着いて考えれば、予想できる展開ではあったんだけど……


　くそ……結局はいつも通り、選択肢に振ふり回されて、踊おどらされただけだった。





　絶対選択肢の内容は、主に三つに大別される。


　一つ目は、俺自身のセリフや行動を指定してくる、というもの。さっきの、【①「実は揉もんでいます」】とか、【②「実は男性機能が死んでいます」】がこれにあたり、出現頻ひん度どが非常に高い。


　二つ目は、その対象が、俺以外の他人に及およぶもの。今回の【①表のランキング四人全員（在校生）から告白される、ハーレムタイム突入】はこれに該がい当とうする。


　三つ目は、それ以外のイレギュラーなパターンだ。選んでみないと、何が起こるか分からない、という場合が多い。【②ものすごく気持ちいい事が起こる】がこれに当てはまる。


　この中の二つ目のパターンには、ある特とく徴ちようがある。


　対象となった人物は、行動後、その前後の記き憶おくだけが、ぽっかりと抜ぬけ落ちてしまう、というものだ。


　つまり、西野先輩は既すでに、俺に告白した、という記憶を失っている。


　今までの経験から推測するに、抜け落ちた記憶の前後は、後からその人物にとって都合のいいように補完されるみたいだ。


　今回、俺が①を選べたのは、この特徴があったからと言える。


　もしこれが本当に、相手の恋こい心ごころまでコントロールしてしまうなんてものだったら、とんでもない事になる。本人の意思と関係ない所で、他人が勝手に感情を操あやつるなんて、絶対にあっちゃいけない事だ。


　だがこれならば、告白してすぐ、その事実は本人の脳内からきれいさっぱり消え去ってしまう。つまり、その現場さえ他人に見られなければ、なんの後あと腐くされも残らない。


　という都合のいい自己正当化の元、①を選んだ結果が、まさかの『アッー！』展開だったというわけだ。


　じゃあ②の方を選べばよかったか、というと、そう単純な話でもない。絶対選せん択たく肢しにおける鉄則、それは『内容が抽ちゆう象しよう的なものは選ばない』だ。


　この選択肢さん、清すが々すがしいまでにファンタジーなので、どうとでもとれるものを選ぶと、本当にどうとでもなってしまう可能性がある。


『ものすごく気持ちいい事』が果たしてどんな事なのか、そして『ものすごく気持ちいい事』が起こった後、一体俺はどうなるのか、その予測が全く立てられない以上、試ためしに選んでみる、なんていうリスキーな真似まねはとてもできない。


　本当に最悪の場合『気持ちよくなりすぎて死ぬ』なんて事があるかもしれない。


　いや、さすがにそこまではないと思いたいけど、今までの選択肢の滅め茶ちや苦く茶ちやさから考えると、ありえない、と断言する事もできない。


　言うなれば、いつ爆ばく発はつするか、何が起こるか分からない爆ばく弾だんを常に抱かかえながら生きているようなもんだった。


「はああああ……」


　自分の身に降りかかった呪いの理り不ふ尽じんさを再認識し、深いため息が漏もれる。


「おい、お前が甘草奏だな」


　不意に、後ろから、鋭するどい声がかかった。


　おそるおそる振り返ると、そこにはなんと、表ランキング一位の御ご仁じんの姿が。


　……………………まさか。





「好きだ、俺と付き合え」





　　　　２




「で、四人中何人に掘ほられたんだ？」


「掘られてねえよ！」


　生徒指導室に、俺の悲痛なツッコミが響ひびく。


「なんだよ、つまんねーな」


　我らが担任教師、道どう楽らく宴うたげは、にやにやしながら、その小学生にしか見えないようなちっこい体を、椅い子すの上でふんぞり返らせている。


　この宴先生は以前、俺と同じ呪のろいを被かぶっていたらしく、俺の特とく殊しゆな状じよう況きようを把は握あくしている唯ゆい一いつの人間だ。


「自分の生徒が男に告白されたのが、そんなに面おも白しろいですか？」


「すっげえおもしれえ」


「……」


　あの後、ランキング二位と三位からも、立て続けに熱ねつ烈れつなラブコールを受け、精神的ダメージがマックスに達して、たまらず宴先生に相談したんだけど……ひどすぎる。


「ま、早く終わらせたかったら、ミッションを必死こいてやるしかねえだろ」


「まあそうなんですけど……新しいミッションもまだ来てないですし、なんかこうたまには、体験者ならではのアドバイスとかもらえません？」


　この宴先生、呪いに関してどうにも秘密主義というか、変な風にはぐらかして、肝かん心じんな所を話してくれない節がある。


　俺の非難めいた視線を受けた宴先生は、少しむくれたような感じで口を開いた。


「つーかな、あたしは別に情報を出し惜おしみしてるわけじゃなくて、制限されてるだけだ」


「制限？」


「ああそうだ、お前だって呪いの事、他人には言えないようにされてんだろ？」


　たしかに、絶対選択肢の事を口外しようとすると、凄せい絶ぜつな頭痛が襲おそってきてブロックされてしまう。こうしてまともに話せるのは、同じ境きよう遇ぐう（だった）の宴先生だけだ。


「あたしはいくつかのミッションをクリアして、呪い自体は解除されたが、それに関する枷かせは残ってる。お前に対してはある程度は話せるが、他ほかの連中には全く駄だ目めだ」


　宴先生は、忌いま々いましそうに、自らの頭を人差し指でとんとん、と小こ突づいた。


「そのお前にしたって、ある程度ってだけで、それ以上を話そうとするとブロックされちまうんだよ」


「そうだったんですか……いや、選択肢に微び妙みような変化が起きてるような気がしたんで、それについても聞きたかったんですけど」


　まあ、両方ともいいように見えたのは、結局フェイクだったわけだけど。


「それはミッションを二つ、クリアしたからだな。あたしん時も、ほんのちょっとずつだが、マシになってったからな。その先は……ちっ」


　眉まゆ根ねに皺しわを寄せる先生。ブロックの為ための頭痛が襲ってきたんだろう。でも、ミッションをクリアしていく事で、選択肢に変化が起こっていくのは、間ま違ちがいないらしい。


「つーかよ、色々聞く相手はあたしじゃなくて、あの犬っころだろーが。あいつは呪のろい解除の為に、お前の傍そばにいるんだろ？」


「それはそうなんですけど……微妙に記き憶おく喪そう失しつらしくて、ろくな情報を持ってません」


「……使えねーな。あたしん時はそれなりに情報落としたし、それ以外の面でも結構便利だったぞ。パンとかビールとか、しょっちゅう買いに行かせてたし」


　……ただのパシリじゃねーか。


「あの犬っころは、家ではどんな感じなんだ？」


「メシ食って、ごろごろして、お菓か子し食ってるだけです」


「は？　家事の手伝いは？」


「俺がやった方が早いんで」


「あたしは五時起きで、家中の掃そう除じさせてたけどな」


「俺が起こすまで、爆ばく睡すいしてます」


「……肝心のミッションの手伝いは？」


「しようとする意思はあるけど、全く役に立ちません」


「……お前、なんでそんな奴やつを住まわせてんだ？」





　……なんでだろう？





　　　　３




「ふんふーん、奏さんとげこうです～」


　帰り道、そのショコラはごきげんな様子で、鼻歌を歌っていた。


　家の中で役に立たないだけならまだしも、学校でまでこいつの面めん倒どうを見なきゃならなくなるとは……ため息が口から漏れかけた瞬しゆん間かん──


「か、奏ちゃんっ！」


　いきなり背後から悲痛な叫さけび声が飛んできた。


　何事か、と思い、振り返ってみれば、近所に住む主婦の権ごん藤どう大だい子こさん（四十九）が、顔面を蒼そう白はくにして、わなわなと肩かたを震ふるわせていた。


「だ、大子さん、一体どうしたんですか？」


　ちなみにこのご婦人、体重が余よ裕ゆうで三桁けたオーバーするという、非常にアグレッシブな体格をなさっている。


「そ、その女は一体誰だれなのっ!?」


　大子さんの視線は、俺の後ろできょとんとしているショコラに向けられていた。


「え、ショコラですか。こいつはその、なんていうか──」


「わ、私というものがありながらっ！」


　いや……意味がよくわからないんですが。


　この大子さん、なんでも別れた前の旦那だんなの若い頃ころに、俺が瓜うり二ふたつである、というはた迷めい惑わくな理由で、事ある毎に俺に異様な好意を向けてくる。


　しかも、ギャグ的な感じではなく、割とガチで。


「あ、ごきんじょさんですか。よろしくおねがいしますっ」


　ショコラが能天気な感じで挨あい拶さつをするも、興奮した大子さんの耳には入らなかった。


「ちょっと若くて顔がいいからって、調子にのって……この小こ娘むすめがあ」


　いや、大子さん、なんか顔がバトルマンガの悪役みたいになってますけど。


「大子さん、ちょっと落ち着きましょう。ショコラは別に──」





【選べ　①「抱だいて下さい」　②「壊こわれるまで抱いて下さい」】





　……勘かん弁べんしてくれ……マジで。


　選択肢は、恐おそろしいまでに通常運行だった。ミッションを二つクリアしただけじゃ、大した変化は起こらないって事なのか……


「……抱いて下さい」


「奏ちゃん……ついにっ！」


　やったよ！　なんかこの流れ、ついこの間もやったよ！


「いや、ちょっと待ぎゃああああっ！」


「おお、奏さんがなんか、ぐにゃり、ってなってます。なんかタコみたいですっ」


「ショコラお前感心してないで助けてくぎゃあああっ！」





　結局、大子さんが満足してヌフフ、と去っていくまでの約三分間……抱かれ続けた。


「う……うう……死ぬかと思った……」


　脱だつ力りよくして、その場にへたり込む。


　ちなみに今回のパターンの場合、俺のセリフで大子さんが勝手に発情（？）しただけで、別に選択肢で行動自体を操あやつった訳じゃないから、大子さんの記き憶おくは消去されない。


　というか、俺の記憶を消して欲しいんですが……


「マダムをもとりこにするとは、さすが奏さんです」


　妙みような所に感心するショコラ。いや、俺としてはマダムじゃなくて、普ふ通つうの女の子と、普通の恋れん愛あいがしたいんだけど……この絶対選択肢がある限り、絶対無理だろうな。





「ただいまですっ」


　玄げん関かんのドアを開け、ててて、と駆かけだしていくショコラ。大子ハグによってズタボロになった肉体と精神を奮い立たせ、後を追ってリビングに入る。


「はあ……」


　それにしても、完全に居い候そうろうなのにもかかわらず、この馴な染じみっぷりというか、ずうずうしさはある意味凄すごいと思う。


「奏さん、わたしの脳は、あまいものをほっしていますっ」


　……こんな事言ってるし。


「まあ、俺も疲つかれたからな……あれ持ってくるか」


　キッチンの棚たなから、秘蔵のクッキー缶かんを取り出して、リビングのテーブル上じようで開ける。


「ほああ」


　目を輝かがやかせるショコラ。さすが有名店の品だけあって、見た目からして、これはもう、食べなくてもうまいと分かるようなオーラを放っていた。


　入っていたメニューカードによると、十種類が五枚ずつで、計五十枚。さっそく手を伸のばそうとした瞬間、


「ん？」


　携けい帯たいに着信があった。何気なく画面を見てみれば、そこには『神』との表示。


「……マジか」


　脳のう裏りに、数日前のある苦い記憶が蘇よみがえる。


「……もしもし」


《ヘロヘロ～、奏くうん。どうだったかな、今日の学校は？　ひょっとして、いつもより刺し激げき的な事がおこっちゃったりしたんじゃな～い？》


　全力でイラっときた。


　すぐさま通話を断たち切る。


　が、間かん髪はつ入れずに『神』からの着信。番号は表示されていなかったけど、設定は可能だったので、着信拒きよ否ひにしてやった。


　が、間髪入れずに『神』からの着信。


　……どうなってんだよ、これ。もうしょうがないので、携帯の電源自体をオフにした。


　が、間髪入れずに『神』からの着信。


「なんでもありか！」


　勝手に電源が入った携帯を耳に当て、怒ど鳴なり声に近いツッコミを入れる。


《はは、だって神だも～ん》


　このチャラい声の主、自分で名乗った通り、正しよう真しん正しよう銘めいの神らしい。


　俺も最初はただのチャラ男にしか思えなかったんだけど、女体化なんていう人知を超こえた離はなれ業わざを見せつけられては、信じざるをえない。


　ショコラが学業補助ペットとしてうちのクラスに入る事になったのも、こいつの手回しがあったから、という事だった。


「で、わざわざ連れん絡らくしてきたって事は、何か新しい事でも分かったのか？」


《分かってないよ～》


　……ないのかよ。


　そう、以前俺の世界を担当していた神が、産休（不ふ倫りんの末の妊にん娠しんだったらしく、ショックを受けて絶賛引きこもり中）をとっている為、急きゆう遽きよ引き継ついだチャラ神は、呪のろいに関する事情をほとんど把は握あくしていない、というのがこの間の話だった。


「じゃあ、一体なんで電話を？」


《うん、暇ひま潰つぶし》


　……おかしいな、俺って基本的に温おん厚こうな性格のはずなんだけど、なんだか殴なぐりたくてしょうがないぞ。


《あ、もしかして怒おこってる？　どうどう、奏君ね、神にだって分からない事や、できない事はたくさんあるんだよー。奏君を女の子に変える、とかだったら簡単なんだけどさ》


　……ツッコみたいのは山々だが、あの件に関してはもう思い出したくない。


《あと簡単なのは、奏君をぎょう虫に変える、とかね》


「恐ろしすぎるわ！」


　ぎょう虫ってたしか、肛こう門もん周辺に卵を産みつけるアレだよな。尻しりにシートを貼はり付けて検査した覚えがあるけど、その単語聞いたの、小学校以来な気がする。


《あ、でもその場合、元から奏君のお尻にいたぎょう虫はどうなるんだろうね？》


「知らねえよ！」


　自分がぎょう虫にされて、他ほかのぎょう虫の事を気にかけていられる器うつわの大きさは、俺にはない。


《あとは、奏君のパソコンの『ドエロ』フォルダに入っている女の子の画像を、みんな体重プラス二十キロさせるとか》


「地じ獄ごくじゃねえか！」


　ちなみに、俺のパソコンに『ドエロ』なんていう露ろ骨こつなフォルダは存在しない。秘蔵映像は全部『哲てつ学がく者しやへの道』フォルダに保存されている。


《ちなみに、本当は『哲学者への道』に入ってるって事も知ってるからね》


「お前神か！」


《そうだよ》


　そうだった！


《あとは、君らの世界の男を全員ホモにするとかね》


「人類滅めつ亡ぼうじゃねえか！」


　とんでもないスケールの話になってきたけど、チャラ神の語り口からして、噓うそとも思えない……待てよ、そんな大層な真似まねができるんなら、一個人である俺の呪いなんて、なんかの片手間に、ぱっと解除できるんじゃないか？


《あ、奏君の考えてる事は大体わかるよ。だったら呪いを何とかしてくれ、とか思っちゃってるでしょ？》


　う……こいつに考えを見み透すかされると、なんだか異様に悔くやしい。


《でもね、さっきもちょっと触ふれたけど、ぶっちゃけそれは不可能なんだ》


「不可能？」


《うん。それぞれの世界には、決められた理ことわりがあるよね。たとえば、奏君の世界で言うと、リンゴは木から離れれば地面に向かっていくし、人は空を飛べないし、犬は人間の言葉を話せない》


　それは、本当に至し極ごく当たり前の事だった。この世界で生きている人間であれば、誰もが知っている、動かしようのない事実。


《神である僕は、それを変えちゃう事はできる。落ちたリンゴを宙に浮うかせたり、人に羽を生やしたりね》


　まあ……本当に出来るんだろうな。


《でもね、どうしても手を出せない領域が存在する。それは、元々その世界に存在するはずのなかった理。担当する神が、自分独自のルールを後からねじ込んだ結果生まれた、歪いびつな理。そう、君達の世界でいうところの、『呪い』だね》


　後からねじ込んだ……そうだ、いつのまにか感覚が麻ま痺ひして、受け入れちゃってたけど、本来、絶対選せん択たく肢しなんてものが、この世界に存在するはずがないんだ。


《大体ね、奏君。さっき僕が言った、決められた理を変えるのだって、やろうとすればできるってだけの話で、実際にやる事はないからね。僕らが人間の営みに介かい入にゆうするのは、タブーなんだ。神は常に私情を排はいして、中立な立場で世界を管理しなきゃならない》


　そういうチャラ神の口調は、珍めずらしく硬こう質しつな響ひびきを伴ともなっていた。


　たしかに神の気分一つで物理法則がころころ変わっていたら、こっちとしてもたまったもんじゃない。


「ん？　待てよ。だったら、この前の俺を女の子に変えたり、今こうやって話してる事自体、駄だ目めなんじゃないのか？」


《ほらまあ、奏君はイジッてると面おも白しろいし》


「私情全開じゃねえか！」


《いやー、神だって人の子だから、たまには感情的になっちゃう事だってあるよね》


「いや人の子ではないだろ！」


《嫌いやな事あったら、一人で居酒屋行って、炙あぶりイカで一いつ杯ぱいやりながらママに愚ぐ痴ち聞いてもらうし》


「ただのおっさんじゃねえか！」


　そっちは一体全体、どういう世せ界かい観かんなんだよ……


「まあいいや……ちょっと、根本的な事を一つ聞いていいか？」


《えー、僕あんまり時間ないんだけどなー》


　……こいつ、暇潰しで電話してきたんじゃなかったっけ？


「お前が、呪いやミッションに関する事に、手出しできないのは分かった。前任者が引きこもってるから、それに関する情報を持ってないのも、まあ納なつ得とくはできないけども、しょうがないっちゃしょうがない」


　仮にも神に対して、大分上から目線の発言になってしまったが、敬意を払はらう気がこれっぽっちも起こらないんだから、仕方ない。


「お前でも前任者でもないんなら、現在、俺に絶対選択肢やミッションを送ってきてるのは、一体どこの誰だれなんだ？」


《うん、分かんない》


　清すが々すがしいまでの即そく答とう。


《実はさ、引きこもった彼女も、呪いの詳しよう細さいを把握してなかったみたいなんだよね》


「は？」


《なんかねー、彼女も誰かから引き継いだっていうか、やらされてたみたいで……あ、ちょっと待ってね。なになに？　うわー、それはまずいね……あ、奏君、悪いんだけどさ、ちょっと僕、急用入っちゃった》


「急用？」


《なんかね、第二十二世界で『宇宙破は壊かい爆ばく弾だん』が完成しそうなんだって。これはさすがに介入しないとまずいレベルだよね。じゃ、そういう事で、ばいびー》


「え？　おいちょっと待っ──」


　通話は突とつ然ぜんに断ち切られた。なんだ？　宇宙破壊爆弾？　よく分からないけど、どうやらここじゃない別の世界が、とんでもない事態になってるみたいだった。


　しかし、それと、俺の抱かかえている問題は、全く別の話なわけで。


「結局、新しい情報はほぼゼロだったな……」


　宴先生もショコラもあてにできない以上、絶対選択肢に関する唯ゆい一いつの情報源だってのに……肩かたを落としていた所に、ショコラの声がかかった。


「まあまあ、奏さん、あまいおかしでもたべて落ちつきましょう」


　クッキーの缶かんを差し出してくる。


「おお、まあそうだ──」


　その中には、クッキーが一枚だけぽつり、と置かれていた。


「お前どんだけ食ったんだよ！」


「よんじゅうきゅうまいです」


「分かるわ！　五十枚あったのが残り一枚になってんだから分かるわ！　細かい数を聞いてんじゃねえよ！」


「じゃあ、たくさんです」


「分かってるわ！　四十九枚もいってんだから、たくさん食ったのは分かってるわ！」


「奏さんがりふじんです……」


「理り不ふ尽じんなのはお前の胃い袋ぶくろだよ！　その体のどこに入ってんだよ！」


「甘いものはべつばらですから」


「甘いものしか食ってねえだろうが！」


「そんなことはありません、奏さんのでんわちゅうに、おせんべいもたべましたっ」


「なにしくさってんだ！」


　……なんか、もう怒る気も失うせてきた。残った一枚こっきりのクッキーを口に放り込んで、ソファーに腰こしかける。


「あ、となりに座ってもいーですか？」


　ニコニコと、犬みたいに寄ってくるショコラ。


「……お前さ。いつもいつも、なにがそんなに嬉うれしいんだ？」


「はい、わたしは奏さんのお役にたってるだけで、とってもうれしーですよっ」


　……役に立ってるかに関しては置いておくとして、そこにあるのは純じゆん粋すいな俺への好意。


　俺も男だし、かわいい女の子（少なくとも見た目は）に、ここまで好意的な感情を持ってもらえれば、もちろん悪い気はしない。


　でもこいつは、好きって感情を理解してない。


「いいか、ショコラ。そういう態度は、本当に好きな奴やつにしかとらないもんなんだ」


「え？　わたしは奏さんのこと、すきですよ」


「う……」


　なんて混じり気のない瞳ひとみをしてるんだ。


「い、いや、だからだな。それは、お前の言ってる好き、じゃなくて。もっと複雑な意味合いでの好きであってだな……」


「すきにしゅるいなんてあるんですか？」


「う……」


　なんか、ものすごい真理っぽい事を言われた気がする。


「わたしですね、奏さんのことを、日に日にすきになっていってるきがしますっ」


「う……く……」


　いや待て、待て待て待て待て、こいつは犬だ。犬、犬、犬。


「おい、犬」


「はいっ」


　なんで犬扱あつかいで嬉しそうなんだよ。


　まあとにかく落ち着け、俺が理性を保てばいいだけの話だ。


「どーしたんですか、奏さん？」


「くっついてくるんじゃないっ！」


　……大だい丈じよう夫ぶだよな、俺。





　　　　４




　翌日、二年一組のロングホームルーム。


「それでは、なにか意見のある人は挙手をお願いしますー」


　委員長（メガネ美人）が、声を響かせた。


　五月末に行われる、新入生歓かん迎げい会かいの、クラス毎の出し物を決める、話し合いだった。


　新入生歓迎会にしては時期的にちょっと遅おそい気がするが、この行事には、そろそろキャラや人間関係が固まってきたであろう、新しいクラスの団結をさらに深める、という目的もあるらしい。


　若者が何事に対しても冷めている、などと嘆なげかれる昨今、こういったイベント事を面めん倒どうくさがる学生は多そうなものだけど──


「はいはい、ダンス踊おどりたい！」「演劇とかやってみたくね？」「いや、それなら集団コントとか」「たこ焼き屋！」「いや、ステージ発表でそれは無理だろ……」


　我らが二年一組は、非常にノリがよかった。


　というか、うちのクラスに限らず、この晴光学園の生徒は全体的に、こういうお祭り的なイベントを好む傾けい向こうにあり、一年を通して、行事の数も結構多い。


「えーっと、雪平さんは何かやりたい事ある？」


　一通りの意見が出で揃そろった所で、委員長が雪平に意見を求めた。


　指名された雪平は、少し間を置いてから、無表情のまま、淡たん々たんと言葉を発する。


「そうね、がっしょうなんかどうかしら」


　合唱か。雪平にしては意外にまともな提案だな。


「あ、みんなで歌うのも楽しそうだよね」


「歌う？　一体なんの話かしら」


「え、だって雪平さん、合唱って……」


「ああ、ちょっと分かり辛づらかったわね。私が言いたかったのは、こっちの方よ」


　雪平は自分の目の前で手と手をぴたり、と合わせてみせた。


「雪平さん……それは？」


「合がつ掌しようよ」


　うん……だから？


「実は、この企き画かくの主しゆ旨しは間ま違ちがい探しなのよ。他ほかのみんなはステージ上で必死に合掌して拝んでいるのに、実は一人だけ、糊のりで手のひらがくっついてしまっただけの不信心な輩やからが混ざっているのよ。観客にそれを当ててもらおうという、斬ざん新しんなゲームね」


　……革新的すぎて誰もついていけませんが。


「企画名は『ノリスケを探せ』よ」


「くだらねえな……」


「あら、ノリスケ本人がそんな事を言っては駄だ目めよ」


「俺かよ！」


「あはは……とりあえず書いておくね」


　とまどいつつも、黒板に『ノリスケを探せ』とチョークを走らせる委員長。こんなくだらないもん、適当に受け流せばいいのに、だれにでも優やさしい、彼女らしい。


　メガネのデザインが若じやつ干かん野や暮ぼったいんで、一クラスの中での美人レベルにとどまっているが、コンタクトにすれば、表のランキングも十分に狙ねらえる、と囁ささやかれる人材だ。


「はいはいはいっ」


　俺の後ろの席で、遊王子が無む駄だに元気に手を挙げる。


「はい、遊王子さん」


「あのね、あたしが今開発中のこれを使えば、面おも白しろい事ができるよっ！」


　自信満々に、メガネ状の物体を掲かかげる。


「うちのクラスみんなが水着でステージ上に立ってね、観客の人全員にこれを着けてもらうんだ」


「うん、そうするとどうなるの？」


「臓物が見える」


　……は？


「ご、ごめんね遊王子さん、よく聞こえなかったから、もう一回言ってもらえるかな？」


「あのね、このメガネ着けてると、人間の臓物だけが見えるんだよっ！」


　……全部聞こえたけど、意味は全然分からなかった。


「これね、まだ世に出てないマル秘の技術が使われてて、肌はだに特とく殊しゆジェルを塗ぬった部分だけ、中身が透すけて見えちゃうんだよっ」


「グロすぎるわ！」


　また我が慢まんできずにツッコんでしまった。


「あたしのオススメはね、やっぱり心臓かな。あ、でも肝かん臓ぞうも意外に綺き麗れいなんだよなー」


「いや聞いてねえから！」


「女の子は、スク水で肌の露ろ出しゆつが少ないから、オデコにジェル塗って、脳のう味み噌そさらけ出せばいいと思うよっ」


「誰だれ得ってレベルじゃねーぞ！」


「委員長、企画名は『臓物博覧会～雅みやび～』でよろしくっ」


「なんでお上品な感じにしてんだ！」


「う、うん、わかった」


　いや委員長、書かなくていいから……


「はいっ」


「あ、ショコラちゃん、どーぞ」


　え、マジで……お前マジで意見言うの？


「だんしの皆みなさんが、水着になってレスリングをすればおもしろいとおもいますっ」


　……いや、ねえよ。お前の腐くさった個人的趣しゆ味みを、人に押し付けるなよ。


「みなさん、どうでしょうかっ」


　しっぽ毛をひょこひょこさせながら、うきうきした様子で男子連中を見るショコラ。いやいや、どうもしないから。そんなもん誰がやるんだよ。


「ど、どうする？」「ショコラちゃんが言うならやってもいいかな」「ショコラちゃんの頼たのみなら断れねえよな」「俺、元からそういうの嫌きらいじゃねえし」


「いやみんなおかしいぞ！　てか最後の誰だよ!?」


　ショコラの奴……なんでこんなに人気があるんだ？


「ショコラちゃん、意見ありがと～」


　いや委員長、却きやつ下かでいいから、書かなくていいから……って、なんで『ウホッ！　レスリング』とか独自なタイトルつけちゃってるんですか？　雪平と遊王子の時はたじろいだ感じだったのに、なんでちょっとノリノリな感じで書いてるんだよ……もしかして、委員長もそっちの人なのか？


　しかし、ダンスや演劇に混ざっての『ノリスケを探せ』『臓物博覧会～雅～』『ウホッ！　レスリング』この三つが異い彩さいを放ちすぎている。


「あの、甘草君はなにか意見……ある？」


　委員長、話を振ふってくれるのはありがたいんだけど、なんで俺に対してだけ、ちょっと怯おびえた感じなんでしょうか。


「そうだな……」


　俺は別に、みんなで盛り上がれれば、内容はなんでもいいんだけどな。まあ、適当に無難な答えを──


「ちょっと邪じや魔ますんぞ」


　その時、いきなり教室の前方のドアが開いた。


「お、歓迎会の話し合い中だったか。丁度いい」


　ポケットに手をつっこみながら教室内に入ってきたその人物は、黒板を見て、少しだけ表情を緩ゆるめた。


「噓うそ……」「あれって……」「そ、想そう牙が様っ！」


　女子達の、信じられない、といった様子の声が漏もれる。


　そう、教きよう卓たくの脇わきに立ち、俺達を値ね踏ぶみするように見み渡わたしているのは、獅し子し守もり想牙先せん輩ぱい。


　生徒会副会長にして、男子の表ランキング一位に堂々と君臨する人物だった。もっと俗ぞくな言い方をすれば、晴光一モテる男。


　その鋭するどい眼光からは、どちらかと言えば、獅子というよりも、孤こ高こうな狼おおかみのような印象を受ける。


「な、生だと超ちようやばいんですけど」「私も、こんな近くで見たの初めて」「腰こしのラインとか、私より細いしっ」


　女子達はみな、その姿に見入っていた。ぽーっとした感じで頰ほおを赤らめている子までいる。たしかに、男の俺から見ても、素す直なおにかっこいいと思う。ワイルドな雰ふん囲い気きを放っているが、ただ荒あら々あらしいだけではなく、独特の色気や風格も醸かもし出している。スタイリッシュな粗そ暴ぼうさとでも言えばいいんだろうか。


　ワイシャツのボタンも開放してるし、ぱっと見、とても生徒会副会長という役職についている人には思えない。まあ、そのあたりのギャップも、人気の一因であるらしいけど。


　ただこの人……昨日、俺に告白してきたんだよな。


　まあ、完全に絶対選せん択たく肢しのせいだから、獅子守先輩がどうこうじゃないんだけど……いや……もう思い出すのはよそう。例の法則によって本人に一いつ切さいの記き憶おくはない訳だし、何より俺の精神衛生上よろしくない。


「ふん……なるほどな」


　一通り教室を眺ながめ回した獅子守先輩は、気だるそうにしている宴先生に目をやった。


「宴の姉あね御ご。ちっとばかし時間もらっていいか？」


　話をふられた宴先生は、獅子守先輩を眼光鋭く睨にらみ付ける。


「てめえ、姉御って言うんじゃねえって何回言ったら分かんだよ、絞しめ殺すぞ」


　……この二人、一体どういう関係なんだよ。


　そして宴先生、仮にも担任教師がクラス全員の前で、絞め殺す、などという不ふ穏おん当とうな単語を発しないでほしい。


　本人曰いわく、昔は『縊くびり殺しの宴』という二つ名で呼ばれていたらしい。どこで誰に？　という疑問はさておき、少しも冗じよう談だんに聞こえないから困る。


　そんな事を考えていた矢先、獅子守先輩が、ポケットに手をつっこんだまま、俺の前まで歩み寄ってきた。


「お前が甘草奏だな？」


「え？　あ、はい、そうですけど……」


　なんで俺、睨まれてるんだ？


「知ってるか？　ここ一年、お前絡がらみの件で、どれだけ生徒会に苦情が回ってきてるか」


　……そういう事か。


「……すみません」


　苦い記憶が色々と蘇よみがえってくる……絶対選択肢に慣れてなかった去年は、今にも増して色々やらかしたからな。


「ま、ホントにヤバそうなのは、あたしが理事長のジジイ脅おどして、もみ消してるけどな」


　それはありがたいけど……宴先生、あんた本当に何者なんだよ。そしてここで言うなよ。


「ふん、姉御に感謝するんだな」


「だから姉御って言うんじゃねーよテメエ」


　柄がらの悪い方々の言葉が交こう錯さくする中、遊王子が声を上げる。


「あ、イケメンのライオン先輩だっ」


「ラ、ライオンだと……」


　こいつは先輩相手だろうと、先生相手だろうと、ほんとにフリーダムすぎるな。


　止めようかと思ったその矢先、雪平が、すっと割って入ってきた。


「一度でいいから見てみたい、女によう房ぼうがライオン隠かくすとこ。ふらのです」


　なんで歌うた丸まるさんテイストなんだよ……しかもへそくりとライオンって、何もかかってないし、完全にただ言いたいだけじゃねえか。


「遊王子謳歌と雪平ふらの……か」


『お断り５』二名を前にして、獅子守先輩はちょっと引いていた。


「あれ、あんまり気に入らなかったのかな？　じゃあイケオン先輩でどうかな」


　おそらくは、イケメンのライオンを略してイケオンなんだろうが、センスのかけらもないネーミングだった。小学生レベルの発想力だ。


「あら、それはちょっといい感じね。平ひら仮が名なで『いけおん！』とかにすると、そこはかとなく大ヒットの予感がするわ。先輩。ちょっとカスタネット持って『うんたん』って言ってみてもらえますか？」


「誰が言うか！」


　思わず本人の代わりにツッコんでしまった。いくら超ちよう絶ぜつにイケメンであっても、あれは絵え面づら的に男がやっちゃいけない。


「……おい甘草、お前の仲間は一体どうなってんだ」


　なぜかまた睨まれる俺……断じて仲間じゃないんですが。


「こいつら、いつもこんなんなのか？」


「ええ、まあ」


「で、お前がいつも相手してんのか？」


「ええ、大体そうです」


「……大変だな、お前」


　理解者だ、理解者がここにいた。


「そ、そうなんです先輩。本当に変なのはこの二人だけで、俺は普ふ通つうの人間なんですっ」


　俺は思わず、獅子守先輩の手をがっちりと摑つかんでしまっていた。


「ありゃ、もしかして、あたし達っていない方がいいのかな？」


「そうね、これ以上邪魔しちゃ悪いわよ、遊王子さん。後は若い二人に任せて、私達は退散しましょう」


「なんでお見合いみたいな感じにしてんだ！」


「え、えーきゅーほぞん版ですっ！」


「お前も入ってくんなっ！」


「こ、こいつら……」


　遊王子と雪平（プラス一匹ぴき）のノリにあてられたらしい獅子守先輩は、疲つかれたような呆あきれたような表情を浮うかべていた。その気持ち……よく分かります。


「先輩、ところで一体何しにきたんですか？」


　まさか、わざわざ俺達『お断り５』を見に来た、なんていう理由じゃないだろう。


「ちっ、お前らがふざけてっから、言い出す機会がなかったんだろうが。まあいい、俺がわざわざ出向いてきたのはだな──」


　その言葉を遮さえぎるようにして、教室のドアが開いた。





「それは、私からお話ししましょうか～」





　静かにドアが開き、一人の女性が、音も無く入ってくる。


「──っ」


　男女問わず、その場にいたほぼ全員が息を呑のんで硬こう直ちよくした。


　穏おだやかかつ高貴さを感じさせる微笑ほほえみ、不自然な程ほどに整った顔の造形。非の打ちどころの無いボディライン。


　生徒会長にして、三期連続で女子ランキング一位に君臨し続ける女じよ帝てい、黒こく白びやく院いん清せい羅ら。


「ごめんなさいね、獅子守さん。遅おそくなっちゃいました～」


　その口調は、非常にのんびりしたものであるのにもかかわらず、聞く者の心を摑むような、奇き妙みような力強さを内包していた。


「ったく、そもそもよ、歓かん迎げい会かいの実行委員にまかせときゃいいものを、なんで俺らが出張ってくる必要があんだよ」


「だって、面おも白しろそうじゃないですか～」


「ちっ……まあいい、とっとと済ませるぞ」


「は～い」


　黒白院会長にはもう一つ、特筆すべき外見的特とく徴ちようがあった。それは異様なまでの髪かみの長さだ。遊王子やショコラも腰を超こえるくらいまでは伸のばしているんだけど、会長のこれはレベルが違ちがう。


　首を少し後ろに傾かたむければ、地面に着いてしまうという、限界ギリギリのところまで伸ばされている。


「道楽先生～、お騒さわがせしちゃって、申し訳ありません」


　宴先生に対するそのお辞じ儀ぎ一つとっても、会長の動作は見事に洗練されていた。


「うちの連中は、元々うるせえから気にすんな」


　……そういう問題なのか？


「二年一組の皆みなさんも、邪じや魔ましちゃってごめんなさいね～。私達の目的は、甘草奏さん、遊王子謳歌さん、雪平ふらのさん。このお三方の、『対たい抗こう戦せん』参加へのお誘さそいです」


「対抗戦？」


　首を傾かしげる俺に、獅子守先輩の説明が入る。


「去年も歓迎会の最後にやっただろ。表のランキングと『お断り５』、それぞれから男女混合で五名ずつが選せん抜ばつされて、ステージ上で一対一の対決をするってイベントだ」


　……ああ、あれか。


『ベルトでしばき合い対決』とか、『熱湯風ぶ呂ろ我が慢まん対決』とか、どっかのテレビみたいな、めちゃくちゃな対決方法だった上に、なんか、『お断り５』とかいう人らが、やりたい放題やってて、観客席で、なんなんだこの変人達は、と呆れていたのを思い出した……あの時は、自分がその一員になるなんて、夢にも思わなかったな。


　で、俺にあんなもんに出ろと？


　冗談じゃないぞ、全校生徒の前で晒さらしもんになるだけじゃないか。


「ちなみに、表ランキング連中の参加メンバーは、抽ちゆう選せんでもう決定してっからな」


「ちなみに、私と獅子守さんも当たっちゃったんで、メンバーに入ってますよ～」


　クラス中に、ざわめきが拡ひろがる。


　そんな大がかりなイベントに、男女のランキング一位が二人して参戦か。それはたしかに面白くなりそうだな……あくまで見る側に回れれば、の話だけど。


「あの、俺は遠えん慮りよ──」


「さあ、それでは早さつ速そく抽選しましょうか～」


　俺の言葉を遮って、ポケットから、易者が使用するような箱と棒を取り出す会長。


「はい、引いてください。当たりが出た方は、出場決定ですよ～」
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　にこやかに差し出してくる。ものっすごい嫌いやなんだけど、なんか断れる雰ふん囲い気きじゃないし……引くしかないよな。


「ジャカジャカジャカジャカ、ほいっ」「私の辞書に、外れという言葉はないわ」「……外れろっ」


　三人共、棒の先が真っ赤に染まっていた。


「あら～、全員当たりですね」


　いやいやいや！


　卒業生分を除いた在校生の『お断り５』は、男子四名、女子五名で、計九名存在しているはずだ。その中から、三人が三人とも同時に当たりを引くなんて、そんな確率が──


「ふふ、素す敵てきな偶ぐう然ぜんですね～」


「か、会長、この結果、なんかおかしくないですかっ」


「あら～甘草さん。決まった事に異議を唱えるのは、男の子らしくないですよ～」


　会長は、俺に向かって軽くウインクをしてみせた。その仕草に、男子連中の頰ほおがだらしなく緩ゆるむ。これをふぬけている、と責めるのは、いささか酷こくだろう。


　摑みどころのないカリスマ性と、非の打ちどころのない容姿。そして茶ちや目めっ気のあるかわいらしさを併あわせ持つ、黒白院清羅という人間は、正にランキング一位に君臨するのに相応ふさわしい存在だと思う。


　でも、何故なぜだろうか……正直言って、俺はこの先せん輩ぱいに全く魅み力りよくを感じる事ができない。


　いや、客観的に見てこの先輩がパーフェクトなのは、重々承知してるんだけど、そういう事じゃなくて……いや、うまく言えないけど……この人は駄目だ。


「種明かしをしますとですね～、実は、他ほかの『お断り５』の方々の抽選はもう終わってたんですね。一人を除いて、みなさん白ばっかり引くもんですから、最後に抽選になった甘草さん達の当たりは、もう決定してました～」


「じ、じゃあ、俺らが引いた棒って……」


「はい、赤しか入ってませんでした～」


　なんだよそれ……そんな事後承しよう諾だくみたいな事言われても、納なつ得とくできるわけがない。こういうのは普通、全員を一か所に集めて、一いつ斉せいにやるだろ……なんだか作さく為いめいたものを感じずにはいられない。


「どうしたんですか、甘草さん。あまり乗り気じゃないみたいですね～。どうしても辞退したいですか？」


「え、これって、辞退できるんですか？」


「できませ～ん」


「なんで聞いたし!?」


「遊王子さんと雪平さんもいいでしょうか～」


「はいはいっ、面白そうだから、もちろんでるよっ！」


「遂ついに、私の力を全校生徒の前で知らしめる時が来たようね」


　……お前らのその鋼はがねのメンタリティを俺にも少し分けてくれ。


「え～っとですね、選抜五名の内、一名は特別枠わくなので、後で皆さんに選んでもらいますね～。あ、ちなみに、抽選で赤を引いた残りの一名は、三年生の夢ゆめ島しまカラスさんですから、よろしくお願いします」


　会長のその言葉に、またしても教室内がどよめく。夢島カラス先輩と言えば、『お断り５』の中でも、屈くつ指しの変人として名高い人物だ。


　先行きに不安しか感じられないメンバーだな……いやまあ、『お断り５』の中に、安心できる人なんていないんだろうけど。


「奏さん、なんだかおもしろそーですねっ」


　寄ってきたショコラと、会長の視線が合う。


「あら、あなたが、学業補助ペットのショコラさんですか～？」


「はいそうですっ」


　その肩かた書がき、生徒会も公こう認にんなのかよ……


「ところでせいと会長さん」


「はい、なんでしょうか～」


「会長さんのかみから、ものすごく甘くていいにおいがするんですが、ちょっとなめてみていいですかっ」


「バカか！」


　慌あわててその口を塞ふさぐ。


「す、すいません、会長」


　いいんですよ～、と穏やかに微笑む会長。


「それにしてもショコラさん、本当にかわいらしいですね～。お人形さんみたい」


「えへへ、ありがとーございますっ」


　ショコラの頭を撫なでた会長は、なぜか俺の方を見て、





「そう、まるで──人間じゃないみたい」





「なっ……」


　肌はだが、ぞわりと粟あわ立だった。


　言葉を発した刹せつ那なの会長の目は、獲え物ものを捕ほ食しよくする猛もう禽きん類るいのそれだった。


「ふふ、冗じよう談だんですよ～」


　気が付けば、目の前にあったのは、それまでと同じ、のほほんとした笑え顔がお。


「さて、そろそろお暇いとまするとしましょうか。二年一組の皆さん、お騒がせしました～」


　会長は、宴先生に黙もく礼れいし、獅子守先輩を伴ともなって教室から去っていった。


　……どういう事だ？　会長のあの反応、ショコラの事を何か知ってるのか？　それとも、この前の遊王子みたいに、直感的に何かを察してるだけなのか？


　思考が脳内をぐるぐるとまわる中、不意に携けい帯たいが振しん動どうした。


　メールの差出人は『神』、件名は『呪のろい解除ミッション』


「このタイミングで来るか……って、なんだこれ!?」





《対抗戦に参加する女子全員から『好き』と言われる事　　期限　五月三十一日（金）の対抗戦終しゆう了りよう時まで》





　……いや、無理ですけど。












　幕間　ある可能性の話１







　信じられない事が起こった。


　前方には黒くろ髪かみの清せい楚そなお姉さん系美人。右側には、キュートな金きん髪ぱつのアメリカンガール。左には、アニメから飛び出してきたかのような、ピンク髪がみの元げん気き潑はつ剌らつ美少女。


　その三人に、同時に告白された。


　しかも……しかもだ。なぜか全員が水着で、全員が巨きよ乳にゆうで、全員がその胸を、俺の体にぐいぐいと押し付けてきている。それも、とびっきりの笑顔付きで。


　マジか……こんなに……こんなに気持ちいい事が俺の人生に起こるなんて……


　よかった……絶対選せん択たく肢しに負けないで、懸けん命めいに生きてきて、ほんとによかった。


　期せずして、俺の目からは熱いものが流れ落ちていた。





「せ、先生、これを見てください」


「どうしたのかね……む、なんだ、この異様な形は？」


「そうなんです。このような脳波のパターンは、過去に例がありません。彼の頭の中では、未知の脳内物質が分ぶん泌ぴつされていると推測されます」


「未知の、か。しかし、この表情からして、何らかの快感物質である事は間ま違ちがいあるまい」


「そうですね。意識が無いにもかかわらず、こんなにだらしなく緩んだ顔をしてるんですから……一体彼に何が起こっているんでしょうか」


「分からん。しかしこの患かん者じや、資料によれば、日常生活において、突とつ発ぱつ的な奇き行こうを繰くり返しているそうじゃないか。脳の機能に、何か異常があるのかもしれん」


「その奇行のせいで、女の子達から気持ち悪がられているそうですよ。なんとかしてあげたいですね」


「そうだな……む、なんだ？　急に泣き出したぞ」


「これで意識が無いなんて信じられませんね……うわ、ニタニタしながら、何かぶつぶつ言ってますよ」


「むう、これは……」


「……気持ち悪いですね」


「……気持ち悪いな」












　第二章　妹、あらわる？







　　　　１




　翌日の昼休み。一年生の教室エリアに、俺のうんざりした声が響ひびく。


「いや、これは見つからないだろ……」


　普ふ段だんほとんど顔を出す事がない一階に、わざわざショコラ、雪ゆき平ひら、遊ゆう王おう子じと連れ立って来ているのには目的がある。それは、対たい抗こう戦せんの助すけっ人と探し。


　そう、対抗戦はあくまで新入生歓かん迎げい会かいの一いつ環かんなので、表ランキング、『お断り５』共に、五人目のメンバーは、各自が一年生の中から助っ人として選び出す、というなんとも厄やつ介かいなシステムになっている。


　表ランキングの方からお呼びがかかれば名めい誉よな話だけど、『お断り５』側として参加した日には、変人の仲間という認識が植えつけられて、九月の投票で『お断り５』入りしてしまう可能性が生まれてくるわけで……そんな酔すい狂きような人間がそうそういるとは思えなかった。


「まあ四人でぞろぞろ探しててもしょうがないし、一いつ旦たん別れるか」


　この提案は効率半分、この面子メンツでまとまって行動したくないという思い半分だった。


「分かったわ。じゃあ二十分後くらいにまたここで集合、という事で。私を笑い死にさせられるような人材がいればいいんだけど」


「オッケー、とにかくパンチの利きいた子を見つけてくればいいんだよねっ」


　雪平と遊王子は、それぞれ奥の方へと歩いていった。あいつら、なんか趣しゆ旨しを勘かん違ちがいしてないか？　別に、『お断り５』の助っ人だからといって、変人じゃなきゃいけないなんて決まりは、どこにもないんだけどな……


「奏かなでさん、がんばってさがしましょーね」


　やる気出しまくりのショコラとは対照的に、俺のテンションは全くあがらなかった。


　……とはいえ、ミッションの達成に密接にかかわってくる問題だけに、ノータッチというわけにもいかない。





　昨日のミッションが出て、しばらくは絶望にくれていた俺だったけど、ふとある事に思い至った。


　小こ賢ざかしい言葉遊びが大好きな、選択肢やミッションの事だ。もしかしたら、文言にあった『好き』は、『ラブ』のみではなく『ライク』的なものも含ふくまれるんじゃないか、と。


　ものは試ためしという事で、とりあえず遊王子相手に実験してみた。


「なあ遊王子、俺の事、人として好きか？」


「うん、好きだよっ」


　なんの迷いもなく即そく答とうする遊王子。


　さて、どうなるか、と思ったその瞬しゆん間かんにメールの着信。


《遊王子謳おう歌か　クリア》


　おお……半分駄だ目め元もとだったんだけど、仮説が正しかった事が証明された。ライク的な意味合いでもオッケーとなれば、ハードルはかなり下がったと言える。


　この勢いで雪平の分もクリアしてしまおうと、同じ戦法で話しかける。


「なあ雪平、俺の事、人として好きか？」


「え？　甘あま草くさ君って人間だったの？」


　……斜ななめ上すぎる切り返しだった。


　ツッコんでも長引くだけなんで、受け流して話を無む理り矢や理り戻もどす。


「うん、じゃあ俺が人間かどうかは保留しておくとして、俺の事、好きか嫌きらいかで言ったらどっちだ？」


　そのセリフを聞いた雪平は、急に俯うつむいて、モジモジし始めた。


「そ、そんな事……言える訳ないじゃない」


　なんだよこの反応……


「いや、そんなに大げさな話じゃなくてだな……」


　俺の声は全く耳に入っていないようで、一人の世界に入っていた。


「私は……私は……甘草君の事が……」


　そこでしばらく溜ためた後、意を決したように言葉を発した。


「嫌いよ」


「なんで照れたし！」


「ぶっちゃけ、渾あだ名ながノリスケの人間は好きになれないわ」


「つけたのオメエだろ！」


　く……駄だ目めだ、いつものノリのままでは話が進まない。無理にでも軌き道どう修正しなくては。


「じゃあ雪平は、その渾名が無かったとしたら、俺の事好きなのか？」


「……甘草君、なにか誘ゆう導どうしようとしてないかしら」


「う……」


　これはいくらなんでも強ごう引いんすぎたか。


「い、いや、俺はあくまで自分が、人間的に好かれてるかを知りたいだけでだな……」


　しどろもどろになってしまった俺に対して、雪平は真顔で言い放った。


「ごめんなさい、やっぱり私はどうしても、ノリスケを人間として見る事ができないわ」


「お前怒おこられるぞ！」


　結局、雪平からは『好き』との言げん質ちをとる事ができなかった。





　そして、一晩明けて現在に至る。


『対抗戦に参加する女子全員』、という事は当然、表ランキング側のメンバーも含まれるだろうし、これから選ぶ、『お断り５』側の助っ人もまた然しかり、だ。


『俺の事を人間的に好きか？』と聞いて、素す直なおに頷うなずいてくれるような子を選ぶ。それが今日の最重要目的だった。


　まあそんな子が『お断り５』に協力してくれるかは甚はなはだ疑問だけども……あ、いや、それ以前の問題として、男子を助っ人に選んじゃえばいいのか。


　しかし、改めて考えても、わけが分からなすぎるミッションだよな。俺にこんな事させて、一体なんの意味があるんだろうか。


「なあショコラ、今回のミッションどう思──ん？」


　さっきまですぐ傍そばにいたはずのショコラが、忽こつ然ぜんと消え去っていた。


　はて、と視線を巡めぐらせた矢先、すぐ傍の教室から、黄色い声が。


「かわいーっ！」「うわ、お肌はだ超ちようぷにぷにしてる」「いやーっ、食べ方リスみたいっ」


　窓の傍まで寄っていき、中の様子を窺うかがう。


　ショコラは、一年生の女子に囲まれて、もみくちゃにされていた。俺の視線に気がついたショコラは、嬉うれしそうに声をあげる。


「あ、奏さん。ここのみなさんも、おかしをたくさんくれましたっ」


　……こいつ、なんか食べ物を恵めぐんでもらう特とく殊しゆ能力でも持ってるんだろうか。


　教室へと踏ふみ込んで、人だかりの中からショコラの手を摑つかんで引き抜ぬく。


「ごめんな、うちのショコラが」


　下級生の女子達は、一いつ瞬しゆん誰だれ？　という表情を浮うかべていたが、ネクタイの色を見て、俺の学年を察したらしい。その中の一人が代表して声をかけてくる。


「えっと……先せん輩ぱい、ですよね」


　ショコラも一応は赤いネクタイしてるんだけどな……まあ、これを上級生と思え、ってのも無理な話か。


　周囲の女子達の中から、うわイケメン、とか、ちょっとかっこよくない？　とかいう呟つぶやきが漏もれ聞こえてきた。


　おお、こういう反応は俺がまだまともな生活を送れていた、中学の時以来だ。久しぶりの感覚に、テンションが上がっていく。やっぱり人間、褒ほめられれば悪い気はしない。


「ああ、二年の甘く──」


「奏さん、このまひゅまろ、おいひーですよっ」


　俺のセリフを遮さえぎって、ショコラが体を密着させてきた。


「く、くっつくんじゃないっ！」


　アホか、こんな人目が多い所で何を考えてるんだ。慌あわてて引きはがす。が、


「キャーッ！」「か、かわゆすぎるっ」「ご主人様キターッ」


　黄色い声が、瞬またたく間に広がっていった。


「おふたりは付き合ってるんですかっ」


　さっきは遠えん慮りよがちに声をかけてきた子が、一転してキラキラした目を向けてくる。


「い、いや、そういうわけじゃ……」


　たじろぎながら否定したが、女子達の勢いは止まらない。


「間ま違ちがいないわ、だってさっき、『うちの』って言ってたものっ」「私もショコラちゃんほしーっ」「イケメンの彼氏もほしーっ」


　こんなのを自分の教室で見せたら、非難轟ごう々ごうになるのは間違いないが、俺の悪評（認めたくはないけど）を知らない、下級生達の反応は、新しん鮮せんで好意的なものだった。


　これだ、これだよ。俺が求めていたのは、こういう平和な学園生か──





【選べ　①「クハハ、貴様らも俺様のペットになるがいい、卑いやしいメス犬共」　②「ヘイヘイ、平等にかわいがってやるから慌てるなよ、僕の子こ猫ねこちゃん達」】





　平和な……学園……生活……





「どんまいです、奏さんっ」


「どうせまた、九月も『お断り５』に選ばれるに決まってるんだ……こうやって俺は学園中の女子から嫌われていくんだ」


　どよん、とした重苦しいオーラを背負った俺は、廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた。


　断腸の思いで②を選んだ直後、一気にドン引きして、後ずさっていった女の子達の様子を思い出す。


「も、もしかしてこの人、甘草なんとかじゃない？」「え、それって、この前の昼の放送で、下半身も脱ぬぎたかったとか言ってた……」「そ、そうだよ、こんな声だったよっ」「『お断り５』とかいうやつ？」「え？　それってマジである話なの？」「そういえば、部活の先輩も『お断り５』はガチでヤバいって……」


　……もうやめよう。これ以上思い出すと、人間をやめてしまいたくなってくるから。


「だいじょーぶです。わたしは何があっても、奏さんのそばにいますからっ」


「ショコラ……」


「よしよしです」


　ショコラは頭を撫なでるのが異様に上手うまかった。ぷにぷにした手の感かん触しよくが心地ここちよく、心も少しだけ軽くなったような気がする。


「まあこれで今日のばんごはんが、牛さんのお肉になるならやすいもんです」


「打算かよ！」


　全すべて台無しだった。


「ったく、お前はどうしてこう──いてっ！」


　横にいたショコラに視線を向けながら歩いていたので、完全に前方不注意だった。もろに誰だれかとぶつかってしまう。


「あ、ごめ──っ!?」





　頭が、真っ白になった。





「な……な……」


　あり得るはずの無い少女の顔が、そこにあったから。


「ななななな、なんでお前がっ」


　ずざざざざざざ、と力の限り後ずさる。


　馬ば鹿かな……こいつがこんな所にいる訳がない。そうだ、これは何かのまちが──


「奏お兄ちゃん？」


　……間違いじゃなかった。


「やっぱりそうだ、奏お兄ちゃんだーっ！」


　そいつは叫さけぶが早いか、いきなり俺の胸に飛び込んできた。


「うおっ」


　懐なつかしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。この特とく徴ちよう的な甘い匂におい……やっぱり間違いない。


「は、離はなれろ、ゆらぎっ」


　俺の胸に顔を埋うめているその少女、箱はこ庭にわゆらぎを反射的に引きはがす。


「あー、奏お兄ちゃん、一年ぶりだからって照れてるでしょ？」


　何度見ても間違いない。目の前にいるのは、俺のよく知った、それでいて最悪に厄やつ介かいな人間だった。


「ゆらぎ……お前、なんでここにいる？」


　混乱した頭を落ち着かせるように、一言ずつゆっくりと言葉を発した。


「なんでって、ここの生徒だからだよ？」


　軽い調子で答えるゆらぎ。たしかに真しん紅くのブレザーと、その首から下がる青いネクタイは、その着用者がこの晴光学園の一年生である事を示している。


「いやでもお前、家族でアメリカに移住したはずじゃ……」


　そう、俺とこの箱庭ゆらぎという女の子は、いわゆる幼おさな馴な染じみというやつだった。


　一年と少し前の話、親父おやじさんがアメリカに転勤になって、少なくとも数年単位で戻ってこられない、という話だったんで、お袋ふくろさんと三人で渡と米べいしていった。


「なんかね、最初はアメリカでずっと勤務って話だったんだけど、ちょっと前に新規事業の開かい拓たくとかで急な人事が出て、アフリカ大陸の、なんだっけかな……細かい地名忘れちゃったけど、すっごい奥地に転勤になっちゃったんだ」


　日本からアメリカ、そしてアフリカか……どんだけアグレッシブな会社だよ。


「で、その地域には高校がなかったから、私だけ奏お兄ちゃんの所に帰ってきたんだっ」


　俺の顔を見て、満面の笑えみを浮かべるゆらぎ。


「今日は転入手続きに来ただけなんだけど、明日からお兄ちゃんと同じ、この学校の生徒だよっ」


　幼馴染との一年ぶりの再会。普ふ通つうなら大いに喜ぶべき場面なんだろうけど、これっぽっちもそんな気にはなれなかった。


「なるほど、よく分かった。まあ、うちは自由な校風だから、楽しい学園生活を送ってくれ。それじゃ！」


「お兄ちゃんちょっと待ったあ！」


　そのままフェードアウトしようとしたが、ワイシャツの袖そでを引っ張って、止められた。


　……やっぱり駄だ目めか。


「もー、奏お兄ちゃん、かわいい妹が一年ぶりに帰ってきたっていうのに、なんでそんなに反応が薄うすいのっ？」


「……うん、俺はお前のお兄ちゃんじゃないからだな」


　小さい女の子が、近所の年上の男の子をお兄ちゃん、と呼んで慕したうのは、そんなに珍めずらしい事じゃない。でもこれは、そういうかわいらしい類たぐいのもんじゃなかった。


　この箱庭ゆらぎは、俺の事を明確に『兄』として接している。


　もっと正確な言い方をすれば、『誰かの妹』である事に、絶対的なアイデンティティーを見み出いだしている。そう、今俺の目の前にいるのは、素すの箱庭ゆらぎじゃない。ゆらぎが自分で設定した『妹』を演じているだけだ。


「奏さん、こちらはどなたですか？」


　ショコラが俺の服をちょんちょん、と引っ張る。


「ああ、なんて言ったらいいかな、こいつは俺の──」


「妹だよっ」


「違ちがうわ！」


「？　奏さんがいもうとじゃない女の子に、おにいちゃん、って呼ばせているというにんしきでいいでしょうか？」


「よくねえよ！」


「なるほど、よくわかりました」


　いや、何がだよ……


「はじめまして、わたしはショコラといいます。ゆらぎさん、よろしくおねがいします」


　ショコラは、ゆらぎに向かって、ぴょこ、と頭を下げた。


「あ、私は箱庭ゆらぎ、よろしくお願いします。ね、早さつ速そくだけど、ショコラお姉ちゃん、って呼んでいい？」


　そう、こいつの『妹』の範はん囲いは別に、俺だけに及およぶわけじゃなく、周りの人間全てに対して適用される。


「ショコラおねえちゃん……」


　そのフレーズをしばらく嚙かみしめていたショコラの顔が、パッと輝かがやいた。


「なんという、かんびなひびきでしょうか、ぜひともお願いしますっ」


　うわ……喜んでるよ。


「お、お兄ちゃん、この生き物かわいいよっ」


「えへへ」


　頭を撫でられて喜ぶショコラ。一体それのどこがお姉ちゃんなんだよ。完全にペット扱あつかいじゃねえか。


「あ、ショコラお姉ちゃん、私、お菓か子し持ってるんだけど、食べる？」


「たべますっ」


　またか……まあ、犬に餌えさをあげたくなるような心境なんだろうな。


「ところでさ、お兄ちゃん、どうして一階にいるの？」


　そうだった、あまりに唐とう突とつな再会だったから、本来の目的をすっかり忘れていた。


「いや、大した用事じゃない」


「ふーん……なんか噓うそ臭くさいなー」


　ゆらぎは、ショコラの方を向いて、猫ねこなで声を出した。


「ショコラお姉ちゃ～ん。この鞄かばんの中に、とっておきのドーナツがあるんだけど、なんでここにいるのか教えてくれたら──」


「一いつ緒しよにいべんとに出てくれる、ちょっと変わり者の一ねんせいをさがしていますっ」


「懐かい柔じゆうされんの早っ！」


「これは、なはなはのいっひんです」


「食いはじめんの早っ！」


　ドーナツを口一いつ杯ぱいに詰つめ込んだバカ犬には、おかず一品没ぼつ収しゆうの刑けいを執しつ行こうするとして……こうなってしまうと、下手へたに振ふり切ろうとする方が面めん倒どう臭くさい。観念した俺は、ゆらぎにここまでの事情を説明した。


「へえー、この学校って随ずい分ぶん面おも白しろい事やってるんだね……あれ、でも、おかしくない？」


「おかしい？　なにが？」


「お兄ちゃん、なんでその『お断り５』なんていう方にいるの？　中学時代はあれだけモテてたんだし、入るなら表のランキングの方だと思うんだけどなー」


　ああ、そういえばこいつは、俺のここ一年を知らないんだったな。


「まあ、色々あってだな……」


　本当に色々としか言いようがない。絶対選せん択たく肢しの事を説明できるわけもなし、なんとか適当な理由を……待てよ、これはある意味チャンスじゃないか。


　ここ一年の、俺のろくでもない状態を大げさに伝えて、上手い事幻げん滅めつさせる事ができれば、俺に対する歪いびつな好意がなくなるかもしれない。


　問題は、幻滅させる為ために、どういう脚きやく色しよくを加えるかという事──





【選べ　①冷たい女たらしのキャラを演じて、突つき放す　②冷たい鼻水をたらして、付きまとう】





　……②とか、ただの変質者じゃねえか。


　しょうがない……俺は、一歩踏ふみ出して、ゆらぎの顎あごを人差し指でくい、と持ち上げた。


「ふん、ガキだな……」


「お、お兄ちゃん？」


「一年も経たてば、人は劇的に変わる。今の俺は、お前の知ってる甘草奏じゃねえ。猫ねこ被かぶったままモノにしてやろうと思ったが、やめだ。お前みたいな乳臭い小こ娘むすめじゃ、俺を満足させる事はできねえよ、消えろ」


　ぽかん、とした表情のゆらぎ。よし、良い反応だ。ここは更さらなる追い打ちを。


「この学園の女共は、全部俺のもんだ。飽あきて捨てたメス豚ぶたが逆さか恨うらみで投票して『お断り５』なんて呼ばれてんだ。どうしても、ってんならお前みたいなガキでも相手にしてやらん事も無いが、消しよう耗もう品ひん扱いされたくなかったら、とっとと俺の前から──」


「かっこいい」


「……は？」


「優やさしいお兄ちゃんもよかったけど、ドＳで俺様な感じのお兄ちゃんもかっこいい」


　なぜか、頰ほおを赤らめるゆらぎ。


「ついに……告白されるばっかりで、全く応じようとしなかったヘタレのお兄ちゃんが、ついに、こっちの方面に目覚めたんだねっ」


　……そうだ、こいつはこういう奴やつだった。


　久しぶりだったんで、こいつの変態性の見積もりに、下方修正がかかっていた。ちょっと突き放したくらいで、構わないでいてくれるんなら、一年前までに、とっくにそうしてるって話だよな。


　誰だれもいない空間に向かって、芝しば居いがかった仕草で手を突き上げるゆらぎ。


「お兄ちゃんがドＳになるなら、私はどんなドＭにでもなれるよっ！」


「ショコラ……行こうか」


「え？　いーんですか？」


「どんな兄にでも合わせるのが、究極の妹のかたちっ！」


「……ああ、ほっとこう」


　自分の世界にトリップするゆらぎを置き去りにして、足早にその場を去った。





　　　　２




「はあ……」


　そりゃあ、ため息のひとつもつきたくなる。一年生の教室で散々な目にあった上に、最悪な奴と再会してしまった。


「あら、甘草君」


　軽くうなだれていた所に、雪平の声がかかる。


「お、雪平、どうだった。協力してくれそうな一年生、いたか？」


「それがね。適当な教室に入って、『ただの人間には興味ありません。この中に、宇宙人、未来人、異世界人、超ちよう能のう力りよく者しや、もしくは悪あく魔ま超ちよう人じんがいたら、あたしのところに来なさい。以上』って宣言したら、ドン引きされて、誰も名乗り出てくれなかったわ」


「うん……当たり前だな」


「言葉のチョイスを間ま違ちがえたわ……最後は正義超人にすべきだったわね」


「いや……間違ってんのは絶対にそこじゃないからな」


「お、みんな集まってるねっ」


　廊ろう下かの反対側から、遊王子も合流した。


「ん、何だ？」


　遊王子が歩いてきた後ろの方向が、なにやらものすごく騒さわがしい。


「あー、あれ？　なんかさ、すっごい老ふけた男の子がいてね。廊下から教室覗のぞいて、女の子見ながらハアハア言ってたから、キャラ立ってるなー、と思って声かけたんだけどさ」


「いや、絶対そんな奴と一緒に出たくないから……」


「コスプレショップでうちの制服買ってきただけの、三十歳無職のおじさんだった」


「不法侵しん入にゆうじゃねえか！」


　向こうが大おお騒さわぎになってるのはそういうわけか……


「お前ら……もうちょっとまともに人を誘さそえないのか」


　まあ正直、期待はしてなかったけども。


「そういう甘草君は、どんな人材を見つけてきたのかしら？」


「おー、楽しみだねっ」


「う……いや、俺もまだ見つけられてな──」


「あれ、あれあれあれっ」


　こ、この声は……


「お兄ちゃん、みーつけたっ」


　最悪だ……最悪のタイミングで、最悪の奴が来やがった。


「「お兄ちゃん？」」


　遊王子と雪平のセリフがかぶる。


「いや、これはだ──」


「もー、お兄ちゃんひどいよ、私の事、置いてっちゃうんだもん」


　ゆらぎは俺のセリフを遮さえぎって、頰を軽く膨ふくらませる。


「あれ、この人達誰？　あ、もしかしてさっき言ってた、飽きて捨てたむぐっ」


　間かん一いつ髪ぱつ、余計な事を言いそうになったゆらぎの口を塞ふさいで黙だまらせた。顔を近づけて、小声で話す。


（ゆらぎ……この二人に余計な事は言うな）


　口止めしてから、手を放す。


（なんで？　あ、これから落とそうとしてる子なの？）


（いや、そういう事じゃなくてだな……）


　く……下手に取り繕つくろおうとしてもこじれるだけか。


（さっき話したのは、噓だ。ちょっと……見み栄えを張ってみただけだ）


（い、妹にいい所見せようとするお兄ちゃんかわいいっ）


　……やっぱり駄だ目めだ、こいつ。


　さっきみたいに置き去りにしていきたいけど……この状じよう況きようじゃ、そうもいかないよな。


　仕方無いので、なぜかジト目気味の雪平と、興きよう味み津しん々しんといった感じの遊王子に、俺とゆらぎの関係を説明する。


「なるほど、つまりは甘草君がシスコンだという話ね」


「お前は一体何聞いてたんだ！」


「甘っち、幼おさな馴な染じみで妹なんて無敵じゃんっ」


「いや、無敵の意味が全く分からないんだが」


　……こいつらに説明するだけ無む駄だだった。


「ねえお兄ちゃん、私にも紹しよう介かいしてよっ」


　俺のワイシャツの袖そでをくいくい、と引っ張る。ち……これ以上絡からませたくないんだけど、しょうがない。


「俺のクラスメイトの、雪平ふらのと遊王子謳歌だ」


　ゆらぎは嬉うれしそうに、差し出された二人の手を握にぎった。


「いきなりですけど、ふらのお姉ちゃんに、謳歌お姉ちゃんって呼んでいいですかっ」


　また出たよ……こいつ、ほんとに見境なしだな。


「嫌いやよ」


　雪平はきっぱりと拒きよ絶ぜつした。まあ、考えてみりゃ当たり前だ。初対面の人間にいきなりお姉ちゃん扱あつかいされるなんて、わけわかんないもんな。


「私は、どちらかと言えばお姉様の方がいいわ」


「そこかよ！」


「じゃあ、ふらのお姉様」


　そう呼ばれた瞬しゆん間かん、雪平はゆらぎの首あたりに向かって、すっと手を伸のばした。


「ゆらぎさん、タイが曲がっていてよ」


「お前それがやりたかっただけだろ！」


「ねえねえ、ゆらぎっち。ちょっともう一回、一言ずつ区切って、お姉ちゃんって呼んでもらっていいかな」


　遊王子は、ポケットからなにやら小型の端たん末まつを取り出した。


「お・ね・え・ちゃん」


「オッケー、こんどはお兄ちゃんバージョンでよろしくっ」


「お・に・い・ちゃん」


「はい、カットォッ！」


　明らかに録音している……一体何に使うつもりだろうか。


　不意に、ゆらぎがぽん、と手を打つ。


「あ、そうだお兄ちゃん、さっき言ってた対たい抗こう戦せんの助すけっ人とって、まだ決まってないんでしょ？　だったら私が──」


「断る」


「うー、つれないなあ。奏お兄ちゃん、もしかして、私の事嫌きらいなの？」


「うん、もしかしなくても嫌いだ」


「男のツンデレは需じゆ要ようないよ」


「お前にデレる気ないから。本心だから」


「むー、いいもんいいもん。お兄ちゃんには頼たのまないもんっ」


　頰を膨らませたゆらぎは、女子達の方へ向かっていった。


「ふらのお姉様、謳歌お姉ちゃん、ショコラお姉ちゃん。私も出たいなっ」


　こいつ……外そと堀ぼりから埋うめにかかったか。


　ゆらぎはわざとらしい仕草で、両の手のひらを組み、キラキラした上うわ目め遣づかいを向ける。


「いいんじゃないかしら、素す直なおでいい子みたいだし」


「あたしもいいと思うよっ」


「おかしがおいしかったんで、さんせーですっ」


　く……まあでも、ミッションを考こう慮りよするならば、ゆらぎの加入はアリなんだよな。男子の助っ人が見つかる保証はないし、俺にとって、好きって言ってもらうのが、こんなに簡単な女子は、他ほかになかなか見つからないだろう。


「……しょうがないか」


「お兄ちゃんありがとーっ」


　ゆらぎが、突つっ込むようにして身をあずけてきた。


「だ、抱だきつくなっ」


「やだーっ。だって、久しぶりのお兄ちゃんだもんっ」


　こいつ……無む理り矢や理り引きはがそうとした所で、雪平が口を開いた。


「箱庭さん、公衆の面前でその行動は、ちょっとはしたないんじゃないかしら」


　雪平の口から、はしたないなんて言葉が出てくるとは、意外だった。


「えー、こんなの兄妹きようだい愛の範はん囲い内だよ、ふらのお姉様。あ、もしかして、ふらのお姉様も、こういう事やりたいのかなっ」


　無表情だった雪平の眉まゆが、一いつ瞬しゆんだけぴくりと動く。


「……私は、ドブネズミの臭においがする男子に抱きつく趣しゆ味みはないわ」


「俺ってそんな臭いしてますかね……」


「ごめんなさい、ねずみ男の間違いだったわ」


「あんまり変わんねえ！」


「奏さんは、くさくないですよっ」


「なんでお前まで抱きついてくるんだっ」


　ショコラが、左側からひっついてくる。


「おお、これはなんか、あたしもやんなきゃいけない流れだね、うりゃっ」


「ガキじゃないんだからノリでくっつくな！」


　更さらに、後ろから遊王子。


「…………」


　一方向だけ開いた正面から、無言で俺を見み据すえる雪平は、無表情のままだったが……なんだ？　何か、目に見えない圧力みたいなものが、ひしひしと伝わってくる。


「これは……私も行動に移すしかないわね」


　一歩踏ふみ出してくる雪平。そして、俺の眼前で、体をすっ、と下げた……おいおい、噓うそだろ？　まさか、雪平まで抱きついて──


「ごふうっ」


　次の瞬間、雪平がアッパー気味に放った拳こぶしが、見事に俺の鳩尾みぞおちに突き刺ささっていた。


「げふっ……な、なにすんだっ!?」


　その場に崩くずれ落ち、雪平を見上げながら、抗こう議ぎの声をあげる。


「ごめんなさい。局所的な磁場異常で、私の手とあなたのお腹なかが、強力なＳ極とＮ極に変化してしまったのよ」
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「ありえねえだろ！」


「もしくは神のいたずらよ」


「いやオメエの悪意だよ！」


「遊王子さん、ショコラさん、箱庭さん。不ふ穏おん分ぶん子しがなにやら騒さわいでいるけど、せめて私達は、団結を保ちましょう」


「おっけーっ」「りょーかいだよ、ふらのお姉様っ」「わかりましたっ」


「なんで俺が悪者みたいになってんですかね！」


　こんなチーム……やだよ。





　　　　３




　助すけっ人とがゆらぎに決まった事を報告したその翌日、生徒会からの招集がかかった。対抗戦参加メンバーの顔合わせをしたいので、放課後、生徒会室に来てくれ、との事だった。


　で、雪平、遊王子と連れ立ってやってきた、特別教室棟とうの生徒会室前。


「これ、どこの社長室だよ……」


　ドアの前に立った俺の口から出た言葉が、まずそれだった。重じゆう厚こうな木製のそれは、不自然な程ほどの光こう沢たくを放っており、他の教室のものとは一線を画す高級感を醸かもし出している。


「生徒会の予算は、随ずい分ぶんと潤じゆん沢たくみたいね。こういうところにかけるお金があるなら、もっと教室の設備に投資すればいいのに」


　雪平にしてはまともなコメントだった。


「もしくは私によこせばいいのに」


　雪平らしいコメントだった。


「ほーほー」


　遊王子はなにやら興味深そうに、ドアの表面をこんこん、と叩たたいている。


「甘っちこのドア、すっごい頑がん丈じようだよ。たぶんあたしが思いっきりドロップキックしても大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなっ」


「うん、丈じよう夫ぶさを測る基準がおかしいからな……」


「あ、お兄ちゃん達だっ」


　その時背後から、いやーな声が。


「やっぱり……」


　振ふり返った先、ゆらぎが嬉しそうに近寄ってきた。


「あれお兄ちゃん、なんか嫌そーな顔してるけど、どうしたの？」


　嫌そうじゃなくて、嫌なんです。


　まあともかくこれで、対抗戦に参加する『お断り５』のメンバーの内、五人中四人が揃そろった事になる。


　残る一人、夢ゆめ島しまカラス先せん輩ぱいの姿が見えないけど、辺りを見回しても、全然現れるような気配がないので、とりあえずドアをノックする。


「すいません、二年の甘草ですけど」


「おう、入れ」


　すぐさま、獅し子し守もり先輩と思われる声が返ってきた。


「おじゃましま……うお」


　室内に踏み込んだ瞬間、思わず感かん嘆たんの声が漏もれた。床ゆか一面に敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんに、渋しぶい色合いでまとめられたインテリアの数々。中に広がっていたのは、とても廊ろう下かの外と同じ敷しき地ち内にあるとは思えない、煌きらびやかな西洋風の空間だった。


　正面に、獅子守先輩と並んで立っていた黒こく白びやく院いん会長が、微笑ほほえみかけてくる。


「急にお呼び立てしちゃってごめんなさいね～。表ランキングのみなさんは既すでにいらしてますよ～」


　部屋の中央には、二十人以上は優にかけられるであろう巨きよ大だいな円えん卓たくがどん、と鎮ちん座ざしていた。その奥側に、三人の人物が腰こしをおろしている。


　半ばふんぞり返るようにしている女子の顔には見覚えがあった。麗れい華か堂どう絢あや女め、俺と同じ二年生で、たしか、女子ランキングの五位に位置してたはずだ。


　その隣となり、にこにこと穏おだやかな笑えみを浮うかべながら座っている男子には、全く見覚えがなかった。おそらく彼が、助っ人一年生メンバーなんだろう。


　そしてもう一人、妙みように萎い縮しゆくした感じで腰かけている人物が。


「あ、謳歌ちゃんっ」


　遊王子を視界にとらえたその子は、嬉うれしそうに顔を輝かがやかせ、席を立ってぱたぱたと駆かけ寄ってきた。


「お、小こ凪なぎたん、やっほー」


「謳歌ちゃん待ってたよー。私、知らない人ばっかりで緊きん張ちようしちゃって」


　柔やわ風かぜ小凪。遊王子の親友で、表ランキングの三位に堂々と名を連ねている女の子だ。


「甘草君も、対抗戦に出るんだね」


　柔風がこちらに視線を向けてくる。数日前のミッションの時に、結構絡からむ機会があったんだけど、絶対選せん択たく肢しによる俺の最低な所業の後にも、嫌けん悪お感かんを示す事なく、笑顔を向けてくれた、今時珍めずらしい程に純じゆん粋すいな子だ。


「ああ……全然気乗りはしてないんだけど」


「うん、すっごく分かるよ、私もこういうの苦手だし。でもよかったあ、謳歌ちゃん以外にも知ってる人がいてくれて」


　両の手のひらを合わせて、顔を綻ほころばせる。見ているだけで心が安らぐような仕草だった。


「はいは～い。四人共、そろそろ始めちゃいますので、どうぞかけて下さい。柔風さんも、自分の席に戻もどってくださいね～」


　黒白院会長に促うながされ、表ランキングのメンバーと対たい峙じする形で、入り口側の席に着く。


「さてみなさん、お忙いそがしい所、時間を割さいてもらっちゃいまして、ありがとうございます～。今日はですね、対たい抗こう戦せんを行うにあたって、お互たがいの人となりを知っておきましょう、という集まりです～」


　まあ対決っていっても別に喧けん嘩かするわけじゃないし、本番でいきなり見ず知らずの人間と、なんかで競きそえって言われるより、事前に相手の事を知ってた方が、やりやすいのは確かだよな。


「そういえば、夢島先輩はどうしたんですか？」


　部屋の中には、俺を含ふくめて九人しか見当たらない。


「……あの野や郎ろうは、捕つかまらなかった」


　獅子守先輩が不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。そういえば、夢島先輩って、名前や噂うわさはよく聞くんだけど、実際にどんな人か、見た事ないな。


「くだらねえ事気にしてねえで、さっさと始めるぞ」


　苛いら立だちを残したままの獅子守先輩と、相変わらず、のほほんとした感じの黒白院会長も席に着く。


「それでは、早さつ速そく自己紹しよう介かいに入りましょうか～。『お断り５』側から始めてもらいますね。では、最初に甘草さん」


　いきなり俺か……まあ変人達の後は、どんな空気になるか分かったもんじゃないから、最初に済ませちゃった方が、ある意味楽かもしれない。


　頭を軽くかきながら、席を立った。


「二年一組、甘草奏です。こういうイベントとか、あんまり得意じゃないんですけど、よろしくお願いします」


　無難にまとめて座ろうとした時、


「ちょっと待て、甘草」


　腕うで組ぐみをした獅子守先輩が、座ったまま鋭するどい視線を向けてくる。


「あのな、これは対戦にあたって、戦う相手がどんな奴やつか知ろうって集まりなんだよ。名前とクラスしか言わねえんじゃ、なんの意味もねえだろうが」


「はあ……」


「お前も男なら、タイマン武勇伝の一つや二つあんだろ。それでいいから言ってみろ」


　……いや、ないよ。というかタイマンって……この人絶対元ヤンだろ。


　価値観の相そう違いに戸と惑まどう俺に、黒白院会長が助け舟ぶねを出してくれる。


「そうですね～、趣しゆ味みとか特技とか教えてもらえると、いいかもしれません」


「趣味と特技ですか……」


　結構色んな事に手を出してはいるんだけど、浅く広くって感じだから、これですっていう特定の趣味は無いんだよな。パッと思いつく特技なんてのも無いし……


「甘草君、遠えん慮りよしなくてもいいのよ」


「は？」


　いきなり、隣に座っている雪平が口を挟はさんできた。


「あなたには、利きき乳輪という立派な特技があるじゃない」


「なんだ……それ？」


「言葉通り、乳輪を見てそれだけで個体を識別できる、というものだけど」


「いや、どんだけマニアックなんだよ……」


「問題はその有効対象が豚ぶただけに限定される、という事ね」


「マニアックってレベルじゃねーぞ！」


「ほんのブタックジョークよ」


「だからブラックジョークみたいに言うんじゃねえよ！」


　この間から一体なんなんだよ、そのジョークシリーズは……


「では、甘草さんの特技は、豚の利き乳輪という事でいいでしょうか～」


「いいわけないでしょうがっ！」


　最も早はや、変態とかそういうレベルを通り越こしている。


「趣味は読書でお願いします。特技は……無しで」


　読書は別に、急場しのぎの噓うそっていう訳じゃない。一いつ般ぱん小説からラノベ、ノンフィクション、新書系にまで手を出す乱読派なんで、俺の本ほん棚だなは多種多様な本で埋うまっている。


「そうだよね、お兄ちゃんは、昔っから本が大好きだもんねっ」


　……また余計な奴が口を挟んできた。


　お兄ちゃん、という単語に、表ランキング側のメンバーが怪け訝げんな表情を見せる。


「……何を言っているのかな、箱庭さん」


　めんど臭くさいんで、無関係を装う事にした。


「もー、お兄ちゃん、なんでそんな他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方するのっ」


　他人だからですが、何か。


「そんな意地悪な態度とってると、お兄ちゃんが妹モノのエッチな本ばっかり集めてる事、ばらしちゃうよ」


「……うん、ちょっとお前顔面グーで殴なぐっていいか？」


「そこに新しい形の愛があるならいいよ」


「言葉に出来ない怒りしかねえよ！」


「妹が大好きで大好きでたまらないのに、表には出せずに、つっけんどんな態度をとる兄、奏であった。まったくしょうがない男である」


「なんでちび○子のナレーションみたいに言ってんだ！」


　駄だ目めだ、こいつらの好きにさせると、どんどん脱だつ線せんしていく。


「か、会長、俺はもう十分なんで、先に進んでください」


「あら、そうですか～？　じゃあ続いて、雪平さんお願いしま～す」


　指名を受けた雪平は、いつも通りの無表情のまま、すっと立ち上がった。


「二年一組、雪平ふらの。趣味はボランティア活動。好きな言葉は、人類みな兄妹きようだい。尊敬する人物はマザーテレサ。チャームポイントは、ぬいぐるみと会話しちゃうようなお茶ちや目めさと、笑い上戸な所です」


　……よくもまあこんなに噓うそ臭くさい内容ばっかりぽんぽんと出てくるもんだな……まあ、笑い上戸が本当なのは知ってるけども、そんな無表情で言っても誰だれも信じてくれないと思う。


「あと、特技は亀きつ甲こう縛しばりです」


「待て待て待て！」


　思わず声を出さずにはいられなかった。


「誤解しないで、甘草君。エロい意味での亀甲縛りではなくて、動物の亀かめの甲こう羅らを縄なわで縛るのが得意なのよ」


「そっちの方がヤベえだろ！」


「ほんの亀ジョークよ」


「だからそれは何なんだよ！」


「ちなみに、タートルジョークと言わなかったのは、前にそう言って、タートルネックと間ま違ちがえられた事があるからよ」


「そいつ耳腐くさってんだろ！」


「ちなみに、ちゃんとドＭの亀を選定してやっているから、動物虐ぎやく待たいにはならないわ」


「ポイントはそこじゃねえよ！」


　もうほんとになんなんだよこいつ……ほら、獅子守先せん輩ぱいとか完全に引いてるし。


　一通りふざけて満足した様子の雪平は着席し、会長は次に遊王子を指名した。


「はいはいっ、二年一組、遊王子謳歌、好きな食べ物はカレーとハンバーグ。好きなテレビはアニメと特とく撮さつ。嫌きらいな宿題は読書感想文ですっ」


　……小学生かよ。


　勢いよく挙手しながら話す遊王子に対して、黒白院会長が口を開く。


「遊王子さん。あなたのお父様とは、懇こん意いにさせてもらっちゃってます～」


　遊王子の親父おやじさんって、あの遊王子謳おう真まだよな？　一いつ介かいの女子高生とＵＯＧの社長との間に、一体どんな繫つながりがあるんだ？


「ん、会長さん、お父さんと知り合いなの？」


「ええ、色々とお世話になってますよ～」


「へー、すごいね会長さん。うちのお父さん変わってるから、大たい抵ていの人はまともに会話できないのに」


　……天下のＵＯＧの社長がそれでいいんだろうか。まあ世の噂からすると、かなり破は天てん荒こうな人物っぽいけど、遊王子が変わってると評するなんて、よっぽどなんだろうな。


「いえいえ、お父様はとても面おも白しろい方ですよ。あなたの事もたくさん伺うかがいましたよ～」


「あ、もしかして、あたしとお父さんが、まだ一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ってるって話？」


「ぶっ！」


　たまらず吹ふき出してしまった。


「どしたの、甘っち？」


「ど、どうしたもこうしたも……お前、それマジか？」


「あはは、さすがにそれはないよ。でもさ、ちょっと前に『もうこれからは一人で入るよ』って言ったら、お父さん、ものすごいショック受けちゃってね。涙なみだぐみながら、『せ、せめて周りの奴には、まだ一緒に入ってるって自じ慢まんしてやるっ』って」


「ガキか！」


　ほんとに、遊王子家は一体どうなってるんだよ。そして、『ちょっと前』のちょっとって、どの位なんだろうか……怖こわくてとても聞けない。


「まあお父様の話は、また後でゆっくりとしましょうか。遊王子さん、ありがとうございました～」


「はいはーいっ」


　これで出席している『お断り５』側の、四人中三人は紹介を終えた事になる。残りはゆらぎだけど……大だい丈じよう夫ぶだろうか。


　会長に指名されたゆらぎは、なぜか俺の方を見たまま立ち上がる。


「一年八組、箱庭ゆらぎ。奏お兄ちゃんの妹ですっ！」


　うわあ……


「うん……言葉が足りないから、もうちょっとなんか言おうか、箱庭さん」


　せめて妹のふりをしている、とか、妹になりきるのが好き、とか補足してもらわないと。


「みなさん、この人恥はずかしがって他人のふりしてますけど、私は実の妹です」


「さらっと実の、とか加えんな！」


「じゃあ、腹はら違ちがいの妹です」


「じゃあってなんだよ！　腹も種も違うわ！」


「お父さんもお母さんも違うけど、妹です」


「ただの他人じゃねえか！」


「ただの他人という名の妹です」


「もうなんでもありだな！」


　駄目だ……こいつ、マジで駄目だ。


「甘草、さっきから一体こいつは何なんだ。お前、一人っ子のはずだろうが」


　獅子守先輩から、もっともすぎる疑問が飛んできた。


「というか私は、奏お兄ちゃんだけじゃなくて、全人類の妹です。だから、あなたの妹でもあるんだよ、想そう牙がお兄ちゃんっ」


「な……に」


　瞬しゆん間かん的に顔を引きつらせる獅子守先輩。


「ん？　どうしたの、想牙お兄ちゃん」


「……やめろ」


　なんだろうか、獅子守先輩の様子が少しおかしい。


「あれ、あれあれ？」


　妙みような反応に、何か不自然なものを感じていた所、ゆらぎが、俺の方に視線を向けてきた。


「もしかして、奏お兄ちゃん、私が他ほかの男の人をお兄ちゃん、って呼んでるから、嫉しつ妬としてるの？」


「いや……かけらもしてないけど。むしろどんどん他にいってほしいけど」


「大丈夫、私の生なまお兄ちゃんは、奏お兄ちゃんだから安心してっ」


「人の話聞けよ……」


　それと、生お兄ちゃんって一体なんなんだよ……


「もういい……そっち側の紹しよう介かいは終わりにしろ」


　獅子守先輩が、うんざりしたような表情で強制的に締しめた。


「ふふ、さすが、『お断り５』のみなさんですね～」


　対して黒白院会長は全く動じていなかった。ぽん、と手をうって、自分の横方向へ視線を移す。


「それでは表のランキングの方へいきましょうか～」


　ものっすごい長く感じたんだけど、まだ半分か……まあここからは表のメンバーだし、そうそう変な展開にはならないだろう。


「では、柔風さんからお願いしますね」


「は、はいっ」


　トップバッターに指名された柔風は、緊きん張ちようした面おも持もちで立ち上がった。


「あの……その、二年十五組の柔風小凪です……よろしくお願いします。えっと、あとは、その……」


　場の雰ふん囲い気きに飲まれているのか、やたらにおどおどして言葉を詰つまらせる柔風に対して、獅子守先輩が言葉を投げる。


「柔風、お前がこういうのが得意じゃないってのは、見りゃ分かるがな。勝負は勝負だ。俺のチームとして参加する以上、ふ抜ぬけた態度は許さねえぞ。敵の連中が目の前にいるんだからよ。口上の一つもガツンとぶちかましてやれ」


　相変わらずヤンキー思考全開の獅子守先輩。柔風は、余計に萎い縮しゆくしてしまったみたいで、どんどん尻しりすぼみになっていく。


「は、はいっ、あの……私、負けないように一いつ生しよう懸けん命めいやります。でも、敵とかそういうのじゃなくて、その、楽しくやれたらいいなって思います……ね、謳歌ちゃん」


　助けを求めるような視線を受けた遊王子は、親指を立てて、満面の笑えみを浮うかべた。


「やだっ」


　完・全・拒・否。


「ふふ、甘い……甘いぜ小凪たんっ。こうなってしまった以上、あたし達は敵同士。当日までは一いつ切さい話しかけないでもらおうかっ」


「そ、そんな……」


　やたらに嬉うれしそうな遊王子は、両りよう腕うでを組んで、高らかに声を張り上げた。


「フハハッ！　待ってろよ、暗黒四天王の一角『小こ凪なぎ大たい帝てい』、あたしが完かん膚ぷなきまでに退治してやるっ」


　いや、その感じだと、どう考えてもお前が悪役なんだが……


「当日は、どこぞのヒーローよろしく、五人全員でよってたかって、小凪大帝を袋ふくろ叩だたきにしてやるっ」


「ええっ」


「なんで俺らが戦隊ものみたいな体てい裁さいになってるんだよ」


「だって『お断り５』ってなんとなく響ひびきがそれっぽくない？」


　まあたしかに言われてみれば……『変人戦隊　お断りファイブ！』……誰が見るんだ、こんなもん。


　ちなみに、俺の中でベスト戦隊はデカレンジャー。異論は認めない。もひとつちなみに、ベストライダーは５５５フアイズ。異論は絶対に認めない。


「な、なら私も他の四天王の人を呼んで、助けてもらうもん」


　設定に律りち儀ぎにのっかってくれる柔風。


「ふっふっふ、それは無理だね。優やさしすぎる小凪大帝はいつも、人間に情けをかけて殺さないから、残ざん虐ぎやくな他の四天王からは嫌われてるんだよ」


　小凪大帝、超ちよういい奴やつだった。


「そしてあたし達は、孤こ立りつ無む援えんになった小凪大帝を巨きよ大だいロボで踏ふみつぶすっ」


　だから、どっちが悪役なんだよ……


「私、ほんとに謳歌ちゃんとなんて、戦いたくないのに……」


「くふふ、小凪大帝、そんな悲しそうな顔しても、お前の仲間は助けにこないぜえ」


　遊王子がなんか、小物臭しゆうとフラグ全開のセリフを発したその時、


「ちょっとあなた、一体何をやってるのよ。こんな人達に舐なめられっぱなしで」


　なんか仲間キタコレ。


　反り返り気味に座っていたその女の子は、すっと立ち上がった。


「二年十組、麗華堂絢女。趣しゆ味みは絵画鑑かん賞しよう、特技はピアノ演奏」


　切れ長の目、鋭えい角かくに整えられた眉まゆ、どこか人を見下したような表情。全体的にキツい印象を受けるけど、とんでもない美人なのは間ま違ちがいない。


　でも正直、顔とか雰囲気とかは、完全にサブ的な要素だった。この麗華堂絢女という女の子を語る上で、特筆すべきは──胸。どれだけ意識しないようにしても、嫌いやでも目に入ってくる規格外のそれは、巨きよ乳にゆうを通り越こして、爆ばく乳にゆうと呼ばれる領域に達しつつあった。


「柔風さん、あなたはもういいわ。座りなさい」


「あ……うん」


　髪かみをかきあげながら柔風に言葉をぶつける、そのちょっとした動作の間にも、たゆんたゆんに揺ゆれていた。


　まあそれは置いておくとして、柔風に助け舟ぶねを出したのは、どうやら仲間意識からじゃないみたいだった。むしろ、何か苛いら立だっているように見える。


「全く、こんなイモっぽい子がなんで三位なのかしら」


「はは……ごめんね」


　申し訳なさそうな柔風に向ける、麗華堂の視線は冷たかった。どうやら柔風のランキングが、五位である自分より上なのが気にいらないみたいだった。見た目通りというかなんというか、相当に自尊心が高いタイプらしい。


　しかし、性格云うん々ぬんは別として……マジで胸でかいな。


　俺は別に、でかければでかいほどいい、というおっぱい星人じゃないけど、それでもこのサイズは目を見張るものがある。これだけのビジュアルと胸をもってすれば、多少性格がキツかろうが、票が入ってしまうのも納なつ得とくだった。


　実際うちのクラスの男子の中では、妙なキャッチフレーズが横行していて『完全無欠、不動の一位（黒白院会長）』『ドジッ娘こ萌もえの三位（柔風）』に対して、『乳の五位』とか言われてるくらいだしな。


　加えて麗華堂には、オッパイスキー達以外からも票が集まる要素があった。


　この性格のキツさが一部のドＭ層の男子にはたまらないらしく、そいつらには、熱ねつ狂きよう的な支持を受けているという話だ。


　しかし……ほんとに胸でかいな。


「甘草君、いくらなんでもパイオツを見すぎだと思うのだけど」


「ぶっ！」


　雪平の指し摘てきで我に返る。


　まずい……完全に無意識だったが、そんなにガン見してたんだろうか。


「やっぱり……男の子って胸が大きい方がいいのかな」


「ん？　なんか言ったか？」


　雪平が何事かを呟つぶやいたみたいだったが、あまりにも声が小さすぎて聞こえない。


「……なんでもないわ」


　そこで、麗華堂からの鋭するどい声がとんでくる。


「ちょっと、そこの貧相な男子」


「え？　貧相って、俺？」


「そうよ、正確に言えば、幸さちが薄うすそうな顔をしている男子」


　うわあ……マジで性格悪いよこの人。まあ、幸が薄いってのは否定しないけども……


「男なら、私の胸に目がいってしまうのは仕方がないから許すけれども、せめて横目で見るくらいの分別を持ちなさい。さすがにこうもまじまじと見られると、不快だわ」


「……俺、そんなに分かりやすく見てたのか」


「だから、そう言ってるじゃない」


「あはは、甘っち堂々と見すぎだね」


「お兄ちゃん不潔……でもそんなお兄ちゃん興奮する」


　味方の三人からの即そく答とう。最後の奴、ちょっとおかしいぞ。


「……なんか、すんませんでした」


　素す直なおに頭を下げる。完全に無意識だったとはいえ、誰だれの目にも分かるレベルでガン見してたんなら、立派なセクハラだしな。


　謝罪を受けた麗華堂は、軽く鼻をならしてから、雪平に視線を移した。


「それと、そこの貧乳女子も、下らない嫉妬はやめなさい」


「ヒン……ニュウ？」


　その瞬しゆん間かん、雪平の動きが、ぴたりと止まった。


　うわ、これはやばい……雪平に貧乳の話題は禁句だ。前も校内放送でその事を揶や揄ゆされた時、ＭＣの子をとんでもない目に遭あわせた事があった。


「麗華堂さん……聞き間違いだったら申し訳ないんだけど、あなたひょっとして、私のパイオツがあまり豊かではないという事を、婉えん曲きよく的表現を使わずに言ったのかしら」


　無表情のままだけど、相当怒おこってるぞ、これ。だってなんか、こめかみの辺り、ちょっとぴくぴくしてるもの。


「は？　まわりくどくて何を言ってるか、よく分からないんだけど。貧乳って言ってるじゃない」


「貧乳……二度も言った」


　ブライトにぶたれたアムロみたいなイントネーションでぼそり、とつぶやく雪平。


「ふふん、二度と言わず、何度でも言ってやるわよ。嫉妬はやめなさい、貧乳」


　麗華堂は、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべていた。他者を貶おとしめて自分の優位性を保つ、という行こう為いをナチュラルにやってしまう人種なんだろう。


「三度……殲せん滅めつ対象と認にん定ていするわ」


　これは……やばいぞ。


「大体ね、あなた達気に入らないのよ。『お断り５』なんて最低のレッテルを貼はられてるんだから、卑ひ屈くつに大人しくしてればいいものを、私達と張り合おうだなん──」


「黙だまりなさい、この腐くされパイオツ」


「……は？」


「聞こえなかったのかしら。腐れパイオツって言ったんだけど」


「な、なんなの、その下品な言葉はっ！」


「下品？　そんな下げ劣れつなパイオツをしておいて、よくそんなセリフが言えるわね」


「わ、私の胸のどこが下劣だっていうのよっ！」


「肌はだ色いろと黒い部分かしらね」


「それ全部じゃないのよっ！」


「あら、自分のパイ輪が黒ずんでいる事を認めたわね」


「ち、ちがっ……だ、黙りなさいっ！」


　麗華堂の顔が見る間に紅潮していく。ああ、いるいる、人にはズバズバ言うくせに、自分の事に関しては、煽あおり耐たい性せいが全く無いタイプ。


　それにしてもお前パイ輪って……普ふ通つうに乳輪って言うよりも、なんか卑ひ猥わいだな。


　数秒置いて、少し落ち着きを取り戻もどしたらしい麗華堂は、何とか反はん撃げきを試みる。


「ふ、ふん、所しよ詮せんは貧乳の僻ひがみじゃないの」


　その程度の返しは予想していたんだろう。雪平は無表情のまま、淡たん々たんと言い放った。


「そうかもしれないわね、偉い大だいなるデカパイオツ様。でもそんなに胸に自信があるのなら、語ご尾びにパイオツってつけてみたらどうかしら」


「は？　あなた、一体何言って──」


「私、麗華堂絢女でパイオツ。胸が大きいのが自じ慢まんなのパイオツ」


「ちょ、ちょっと……」


「あ、あそこの男子、私のパイオツ見てるパイオツ。ふふ、どうしよっかパイオツ。ちらっとみせちゃおうかパイオツ～」


「なんなのよ、その頭の悪そうなセリフはっ！」


「ああそうだ甘草君。私、革新的な事を考えたんだけれど」


　流れをぶった切って、いきなり俺に話をふってくる雪平。


「ちょ、ちょっと……なに関係ない人と話してるのよ」


「マンガやアニメなんかの表現で、アウトな単語には○とかピーとかの音声が入るじゃない？　あれってちょっと機械的すぎて、つまらないと思ってたのよ」


「うーん……そうか？」


「アウトな単語を全部パイオツに差し替かえれば、少しは面おも白しろみがでるんじゃないかしら」


「うん、お前それ、前提が間違ってるからな。パイオツって単語自体が既すでにアウト気味だからな」


「ゆ、雪平さん、あなたは今私と口論を──」


「まあ、ものは試ためしなんでちょっとやってみましょう」


「ちょ、ちょっと……無視しないでよ」


「太た郎ろうは花はな子このしとどに濡ぬれそぼったパイオツに、自らのそそり立ったパイオツを挿そう入にゆうしていった」


「余よ裕ゆうでアウトですけど！」


「そう？　じゃあちょっと方向性を変えてみましょうか」


「あ、あなた……いい加減にしないと怒るわよ」


「俺のパイオツがこんなにパイオツなわけがない」


「なんかのタイトルみたいになってんじゃねえか！」


「俺のパイオツとパイオツが、パイオツすぎる」


「文の半分以上パイオツじゃねえか！」


「そう？　じゃあ次の──」





「お、お願いだから相手にしてよっ！」





　麗華堂の悲痛な叫さけびが部屋中に響ひびき渡わたった。


「あら、誰かと思えば腐れパイオツさん」


「だ、黙りなさいっ！」


　どっちなんだよ。


「う……うう……人の事、馬ば鹿かにして……」


　追い詰つめられた感じの麗華堂は、思いっきり叫び声をあげた。


「こ、このペチャパイッ！」


「──っ！」


　あ、雪平がダメージを受けてる。先さき程ほどまでの、嘲あざけりを含ふくんだ感じじゃなくて、せっぱ詰まった本心からの叫びだったので、衝しよう撃げきが強かったんだろう。


「ペチャパイペチャパイペチャパイッ！」


「……次は、どんなパイオツ責めで追い込んで欲しいのかしら」


　まずいな、これ以上続けさせると泥どろ沼ぬま化かしそうだから、もう止めた方がよさそ──





【選べ　①「はいはい、下らないケンカはそこまでだ」※自分の乳ち首くびを摘つまみながら言う事　②「パイパイ、下らないケンカはそこまでだ」】





　……しょーもない。我が脳内の事ながら、あまりにしょーもない。お前頭悪いだろ。


「ぐっ！」


　馬鹿にしたのがお気に召めさなかったのか、強めの頭痛。くそ……言うしかない。


「パイパイ、下らないケンカはそこまでだ」


「人がパイオツについて真しん剣けんに議論している時に、ふざけないでくれるかしら」「そうよ部外者は黙ってなさいっ！」


　怒られた。


「あ、はい……すんませんでした」


　すごすごと引き下がる。


　こうして止める者がいなくなった乳ゲンカは、継けい続ぞくされる事になった。その結果、


「うう……な、何なのよあの子」


　肩かたを落とし俯うつむく麗華堂は、少し涙なみだ目めになっていた。まあ、先にケンカを売ったのは麗華堂の方だし、自じ業ごう自じ得とくなんだけど、いささか雪平の過か剰じよう防衛のような気もする。


「ふふ、微笑ほほえましいですね～」


　あれを微笑ましいって……この人もやっぱりどこか、神経がおかしいよな。


　その黒白院会長は、それまで一いつ切さい発言する事のなかった男子に、視線を向けた。


「それでは、吉よし原わらさんお願いしますね～」


　その男子は、はい、と軽く返事をして、そのまますっと立ち上がった。


「一年十一組、吉原桃とう夜やです。趣しゆ味みは女の子、好きなものは女の子、人生の目的は女の子です」


　……また変なのきたよ。


　吉原と名乗ったその一年生は、にこにこと柔にゆう和わな笑え顔がおを浮うかべながら、俺達の方に、歩み寄ってきた。


　そして、雪平の眼前までやってくると、その瞳ひとみをまじまじとみつめる。


「雪平ふらのさん、ちょっと失礼」


　言うが早いか、雪平の手をとって、その甲こうに軽く口づけをした。


「……これはどういう事かしら？」


　若じやつ干かんの間があいた後、雪平が淡々とした口調で問う。


「いや、挨あい拶さつですよ、挨拶。こんなに綺き麗れいな女の子が目の前にいるのに、キスの一つもしないなんて、僕には耐たえられない」


　うわ……歯が浮きすぎて、どこかに飛んでいってしまいそうなセリフだった。こんな見え透すいた事を言われて、喜ぶ女子なんているんだろうか。


「な、なかなか分かっているようね」


　いたよ！


「雪平……お前、簡単だな」


　雪平はしれっとした顔で答える。


「甘草君、何を勘かん違ちがいしているのかしら。私は極度の乾かん燥そう肌はだだから、彼の唾つばで肌はだが潤うるおったのを喜んでいただけよ」


「無理がありすぎるだろ！」


　絶対喜んでたよな……まあ今の今まで、貧乳貧乳言われて、ちょっとダメージを受けてたから、その反動で、褒ほめられたのが余計に嬉うれしかったんだろうけども。


「ともかく、こんな若造の言葉で心惑まどわされる程、私は安い女じゃないわ」


　若造って……一個しか歳変わらないだろ。


「やだなあ、無理して虚きよ勢せいを張らなくていいんですよ、ふらのさん」


「虚勢？　一体どういう意味かしら」


「昔からそうなんですけど、僕ってなぜだか一目見ると、その女性の事、大体分かっちゃうんですよね」


「もう少し、具体的に言ってもらえるかしら」


「またまた、とぼけちゃって。変人を装ってますけど、本当のあなたはもっと初心うぶな人ですよね。さっきの、実はちょっと喜んでます、みたいなのすら、本心を隠かくす演技でしょう？　本当は、キスされて恥はずかしくてうずくまりたいのを、必死で抑おさえてるんじゃないですか？　いやー、ギャップが素す晴ばらしいですね」


　雪平が初心？　変人を演じている？　こいつはいきなり何を言い出すんだろうか。そんな事はありえな……ん、待てよ。


「ギャップ？　なんか……思い出しそうな」


　脳の奥底に眠ねむっている記き憶おくが、刺し激げきされたような気がした。なんだこれ……もうちょっとで、雪平とギャップを結びつけるキーワードが浮かんできそうな気がする。


「そうだ、屋上だ！　雪平、お前、屋上でなにか──」


「っ!?」


　その瞬しゆん間かん、雪平の目が驚きよう愕がくに見開かれた。


「ど、どうした雪ひ──痛いっ！」


　頭にとんでもない衝撃が襲おそってきた。え？　グーパン？　もしかして今この人、頭にグーパンした？


「ごめんなさい。甘草君の頭に、タランチュラとマムシとフグが同時に乗っていたものだから、必死で叩たたき潰つぶそうとしたの」


「どんな状じよう況きようだ！」


　というか、その三つが頭の上で潰れた方が大だい惨さん事じだろ。


「……吉原君、この話をこれ以上続けて、あなたにメリットがあるのかしら」


　雪平は、向き直って吉原の顔を見み据すえた。


「はは、分かりました。やめにしましょうふらのさん。女の子を不快にさせるのは僕の趣味じゃないですからね」


　吉原は、相変わらずの笑みを浮かべながら、雪平から視線を逸そらした。


　それにしても、屋上で何があったんだっけな……ミッションで雪平を笑わせた時に、なんか別の出来事もあった気がするんだけど……駄だ目めだ、思い出せない。


「遊王子謳歌さん」


　吉原の声で、考え事から意識が引き戻もどされる。


「はいはいっ」


　いつの間にか遊王子のそばに陣じん取どっていた吉原は、元気よく挙手された方とは逆の手をとって、その甲にすっと口をつけた。


「おおっ、キスだキスッ」


　子供みたいにはしゃぐ遊王子。


「いいなあ、謳歌さん。溢あふれ出す天てん真しん爛らん漫まんな稚ち気きに対して、肉体は既に成熟した女性のそれだ。このアンバランスさが醸かもし出す魅み力りよく、たまらないですね」


　しかし、よくもまあ恥ずかしい言葉がぽんぽん出てくるな。こういうのを天性のたらしっていうんだろうか。


「ちなみに謳歌さん、男子と付き合った経験は？」


「ないよっ」


「でしょうね。見たところ、あなたの精神は、まだ恋れん愛あいできる段階には至っていない……でも」


　吉原はそこで一いつ旦たん言葉を溜ためてから、再び口を開く。


「ほんの僅わずかですが、女性としての萌ほう芽がが感じられますね。最近、なにかありませんでした？」


「何かって？」


「そうですね、たとえば男子との間で、キュンとしたとか、恥ずかしい事があったとか」


　遊王子は少しの間、視線を中空に漂ただよわせてから、ぽん、と手を打った。


「あ、そういえばこの前、パンツ見られ────う」


　その途と中ちゆうで言葉に詰まり、


「なしなしっ、いまのなーしっ！」


　珍めずらしく、慌あわてた様子で手をぶんぶんと振ふった。


　そして、一いつ瞬しゆんだけ俺の方を見た後、そっぽを向いてしまう。その顔は、微び妙みように赤く染まってるように見えた。


　なんだ？　もしかしてこの前の、俺にパンツを見られたのを口走りそうになったけど、恥ずかしくなって途中でやめたって事か？　でもさっきは、風ふ呂ろの話とか平然としてたよな……遊王子の羞しゆう恥ちの基準が、よく分からない。


　吉原は、そんな遊王子の様子をにこにこしながら眺ながめている。


「へえ、思ったよりも、芽が大きいみたいですね。なんだ甘草先せん輩ぱい、童どう貞ていみたいな顔して、意外にやるじゃないですか」


「童貞みたいな顔ってなんだよ！」


「お兄ちゃん、私は童貞でも大好きだよっ」


「このタイミングで入ってくんじゃねえよ！」


　……なんでこう、うちの陣じん営えいの女子達は、隙すきがあるとしゃしゃり出てくるんだろうか。


「ん？」
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　ポケットの中の携けい帯たいが振しん動どうした。


　あ、そうか。今ゆらぎが、思いっきり俺の事『好き』って言ってたな。


　よし、いくら難易度最低レベルの相手とはいえ、ミッションの達成に近づいたのは間ま違ちがいない。これだけでも、ゆらぎを助すけっ人とに選んだ価値はあった。


　吉原は続いて、ゆらぎの方へと歩を進めた。というか、なんでこいつは自分の紹しよう介かいなのに、いちいち女子と絡からもうとするんだろうか。


「箱庭ゆらぎさん」


「なに？　桃夜お兄ちゃん」


　ゆらぎ……やっぱり同級生に対しても妹でいくのかよ。なんというブレのなさか。


　吉原がゆらぎの手の甲に口をつける。キザッたらしすぎる動作なんだけど、この男がやると、微妙に様になっているのがちょっと腹立たしい。


「だ、だめだよお兄ちゃん、兄妹きようだいでそんな事……」


　なんで赤くなってんの？　そこまで妹設定に入り込んでんの？　馬ば鹿かなの？　死ぬの？


「それは違ちがいますよ、ゆらぎ。真の愛の前には、血けつ縁えんなんて関係ありません」


　のっかっちゃったよ！


「お、お兄ちゃんがそう言うんなら……いいよ」


「なにがいいんだよ！　展開はええよ！　どこのエロ本だよ！」


　あまりに唐とう突とつな展開は、見ていてげんなりしてしまう。俺はある程度のストーリー性を求める派なんで……って、一体俺は何を語ってるんだ。


「ちなみに細かい事を言わせてもらえば僕、三月下げ旬じゆんの生まれなんで、あなたの方がお姉ちゃんだと思いますけど」


「じゃあ、年下のお兄ちゃんだねっ」


「やりたい放題だな！」


「なるほど、そういうシチュエーションのプレイと考えれば、アリですね」


　……駄目だ、変態同士の会話にはついていけない。


　うんざりした俺に対して、ゆらぎが嬉しそうにすり寄ってきた。


「あれ、奏お兄ちゃん、なんでちょっと不ふ機き嫌げんそうなの？　もしかして、私が他ほかのお兄ちゃんに浮うわ気きしたから妬やい──」


「そのくだりめんどくさいわ！」


　吉原は俺とゆらぎのやりとりを、にこにこと眺めていた。


「ゆらぎさん、あなたの本質は……うーん、長くなりそうだから、やめておきましょう。タイプの違う女の子三人、十分に堪たん能のうさせてもらいました」


　勝手に自己完結した吉原は、満足そうに自分の席に戻っていった。吉原が腰こしを降ろしたタイミングで、黒白院会長が補足説明です、と前置きして口を開く。


「私が調べた所ですね～、吉原さんとつきあっている女子生徒は、既すでに十人以上に達しています」


　マジか……まだ入学して二か月経たってないのに、十人以上って……


「特筆すべきは、彼女達が誰だれ一人として不満をもったり、いがみ合ったりはしていないという点です。奇き跡せきのアフターケアですね～。目下、次期ランキング入りの最有力候補とされてます～」


「僕と交わった……いや、かかわった女の子は全すべて幸せにする、がポリシーですから。何人でも平等に愛しますよ」


　いや、すっごい爽さわやかに言ってるけど、内容は最低だよな……


　それにしてもこの吉原、会う女の子全員に声をかけてそうな勢いだけど、もしかして、先に来ていた表ランキングメンバーにも、似たような事をしたんだろうか。


　俺の視線の動きから、疑問を察した様子の吉原は、柔風に視線を向ける。


「ああ、もちろんこちらの女性陣じんにも挨あい拶さつさせてもらいましたよ。小凪さんの反応はかわいらしかったですね」


「へ？　だ、だだだ、だって……」


　いきなり話をふられた柔風は、思い出してしまったのか、顔を真っ赤にして俯うつむいた。


「絢女さんに至っては、完全に落ちてましたね」


「な、なに言ってんの、お、落ちてないわよっ！」


　麗華堂は瞬間的に、机をバンッ、と叩いて立ち上がる。雪平の口こう撃げきによるダメージからは、なんとか回復したらしい。


「今まで色んな女の子を口説いてきましたけど、こんな簡単に落ちた人、初めてでしたよ」


「だから落ちてないわよっ！」


「はは、冗じよう談だんですよ、かわいいなあ」


「なっ……か、かわいいってあなた、上級生をからかって……」


「僕は、女性を褒ほめる時に冗談は言いません。あなたは本当にかわいいですよ」


「う……あう」


　……落ちかけてますよ、麗華堂さん。


「ちなみに、清せい羅ら会長はガードが固くて、キスさせてもらえませんでした」


「ふふ、いくら手とはいえ、口づけは好きになった男性だけと決めてますから～」


「まあそれはいいんですけど、清羅会長、もうすこし気を緩ゆるめてもらえないでしょうか。あなた、心の方にも隙が無くて、なーんにも読み取れないんですよね」


「乙女おとめ心ごころは複雑ですから～」


　黒白院会長と吉原は、にこにこと微笑ほほえみ合っている……いや、なんか怖こわいんですけど。


「さあ、それでは獅子守さんに自己紹介してもらいましょうか～」


　会長がぽん、と手を打って、皆みなの意識が獅子守先輩に向いたその時、





「奏さんっ」





「は？」


　いきなりドアが勢いよく開いて、ショコラが室内に踊おどりこんできた。


「お、お前……なんでここに。教室で待ってろって言ったのに」


「おなかがすきましたっ」


　……だから？


　その言葉を証明するかのように、ぐぎゅううううう、というものすごい音がショコラの腹から発せられた。


「おなかがすきましたっ」


　……いや、だから？


「……お前、弁当も特盛で食べてたし、今日も結構菓か子しとか貰もらってたよな？」


「もうとっくに体内にきゅうしゅうされてしまいました。わたしの消化きかんは、ほかの人とはちょっとレベルが違いますから」


　なんでそこでドヤ顔なんだよ……


　ただでさえ濃こすぎる面子メンツが集まっているのに、ショコラまで加わったら、どんなカオスな事になるか分からない。ここは即そつ刻こく叩たたき出して──


「こ……これは」


　ガタリ、という派手な音がした。何事かと目を向けてみれは、吉原が椅い子すを倒たおして立ち上がっている。なぜかその体は、わなわなと震ふるえていた。


「なんだお前、どうした？」


　吉原は、獅子守先輩の問いかけも耳に入っていない様子で、ショコラの方へ一直線に駆かけ寄ってきて、その両手をがっちりと握にぎった。


「結けつ婚こんしてください」


「ほえ？」


　……は？


「あなた、お名前は？」


「ショコラですけど」


「ショコラさんですか……初めてです。僕の女性遍へん歴れきの中で、ここまで魂たましいが揺ゆさぶられたのは初めてです。あなた、完かん璧ぺきです！」


「はあ、わたし、かんぺきですか」


　こいつ……いきなり何を言い出してんだ。


「一ひと目め惚ぼれしました。結婚とは言いません。まずは子づくりから始めさせてください」


「いや順番おかしいだろ！」


　なんなんだこの急展開は。でも、吉原のさっきまでとは明らかに違う、言葉のトーンからしてみても、ふざけているようには見えない。


「ああ、ごめんなさい。僕とした事が、あまりに興奮して、先走ってしまいました。ちょっと抜ぬけ出して体育倉庫にでも行きませんか。二人っきりでお話ししたいんですけど」


　吉原は、自然な感じでショコラの肩かたに手を回した。


「ちょ、ちょっと待てっ」


　反射的に吉原の腕うでを摑つかみ取る。


「あれ、なんで甘草先せん輩ぱいが絡んでくるんですか？　僕はショコラさんとお話ししてるんですけど」


　いやまあたしかに、その通りなんだけど……


「と、とにかく駄だ目めなもんは駄目だっ」


　論理性の欠片かけらもない反論になってしまった。


「よくわかりませんけど、奏さんがだめっていうなら、いきません」


　ショコラのセリフを受け、吉原はその身を一歩だけ引いた。


「ショコラさん、この甘草先輩とは一体どういう関係なんですか」


「かんけいといいますか、わたしは、奏さんのお世話をする為ためにそんざいしていますっ」


　俺を見上げて、満面の笑みを向けてくるショコラ。


「……なるほど、ずいぶんと信しん頼らいがあるみたいですね」


　まあ信頼っていうよりも、懐なついてるって表現の方が近いけども。


　そこで、獅子守先輩の鋭するどい声が放たれた。


「おいお前ら、いい加減にしやがれ。くだらない色いろ恋こい沙ざ汰たをさせる為に集めたわけじゃねえんだぞ」


「ああ、すみません。じゃあショコラさん、この話はまた後のち程ほど」


　吉原は、あっさりと自分の席へと戻もどっていく。その顔にはにこにこした笑みが戻っていたが、さっきまでより不気味に見えるのは気のせいだろうか。


　……まあ吉原については後で考えるとして、今はこの場でのショコラの処しよ遇ぐうだ。


「ショコラ、お前がいるとややこしくなるから、出てい──」


「せっかくだから、ショコラさんも一いつ緒しよにお話ししましょうか。どこでもいいので座っちゃってください～」


　俺のセリフを遮さえぎって、会長が余計な一言を。


「ありがとうございますっ」


「あ、おいっ」


　ショコラは止める間もなく、腰かけてしまった。


「ったく……まあ、あと二人だけだし、ちゃんと大人しくしてれば──ってなんで俺の膝ひざに座ってんだお前はっ！」


　まるでそこが定位置と言わんばかりに、ちょこん、と俺の膝に乗っかっている。


「どこでもいい、といわれましたので」


「そこはどこでもの範はん囲いに含ふくまれてねえよ！」


「奏さん、つっこみが分かりづらいです」


「うるせええええっ！」


　首根っこを摑んで、強制的につまみ下ろす。


「うう、ざんねんむねんです……」


　ショコラはしゅん、とした感じで、俺の隣となりに腰かけた。残念なのはお前の思考回路だ。


　その様子を、にこにこしながら見ていた会長は、獅子守先輩に視線を移す。


「は～い、それでは獅子守さん、改めてお願いします～」


　獅子守先輩は、辟へき易えきしたような表情を浮うかべながら立ち上がった。


「ったく、お前らどんだけ時間かけてんだよ……ま、今いま更さらな感じがするが、三年五組、獅子守想牙、生徒会副会長だ。特技はスポーツ全ぜん般ぱん、さっきも言ったが、イベントとはいえ勝負は勝負だからな。全力で叩たたき潰つぶしてやるから、そのつもりでかかってこい」


　スポーツ全般とか、さらっと凄すごい事言ったけど、マジでそうなんだよな……去年のスポーツ大会では複数競技で、各部のエース級と互ご角かくに渡わたり合ってたし、成績は常にトップクラスらしいし、男版の遊王子とでも言うべき、驚きよう異いのハイスペックだ。


「はーい、想牙お兄ちゃんに質問ですっ」


　突とつ如じよとして、ゆらぎが手をあげた。


「俺はお前の兄貴じゃねえ」


　獅子守先輩が忌いま々いましそうに睨にらみ付けるが、ゆらぎは全く気にした様子がない。


「あーそれそれ。さっきもなんだけど、私がお兄ちゃんって言った時、すっごい嫌いやそうな顔してたよね？」


　それは俺も感じていた事だった。いや、見ず知らずの人間にいきなりお兄ちゃんなんて言われたら、誰だれでもいい気はしないだろうけど、それを差し引いても、獅子守先輩の反応は過か剰じような気がした。


「実はですね、獅子守さんの妹さんは五人いて、小学六年生から高校一年生まで、連続で揃そろってる年子なんですよ～」


　横から黒白院会長の補足説明が入った。一男五女か……すごい構成だな。


「黒白院、余計な事言うんじゃねえ」


　鋭い瞳ひとみで睨みつけられても、黒白院会長は、全く動じない。


「その妹さん達はですね～、みんながみんな、獅子守さんの事が大好きで、毎日のようにスキンシップを迫せまってくるんです。その内容がちょっと過激すぎるんで、獅子守さんは妹さん達が苦手なんです」


「なんでお前はそんな事まで知ってんだ！」


「面おも白しろいからです～」


　……全然答えになってませんけど。


　しかしなんだよ、妹全員に好かれてるとかいう、そのハーレム展開は。ただでさえ学校最強のリア充じゆうだっていうのに。爆ばく発はつ……いや、蒸発くらいすればいいのに。


「あいつらときたら、風ふ呂ろあがりにバスタオル一枚で抱だきついてきたり、一緒に下着買いに行こう、とかせがんできたり、夜、勝手に部屋に侵しん入にゆうして布ふ団とんに潜もぐり込んできたりすんだぞ。家の中のどこにいても心の休まる時がねえ」


　……なんだろう、この不幸話の皮を被かぶった超ちよう絶ぜつな自じ慢まんは。いや、本人に全くその気が無い事は分かるし、本気で嫌がっているんだろうけど、無む性しように怒いかりが湧わき上がってくる。


「とにかく、だ。あいつらがガキの頃ころからずっとベタベタしてくるせいで、俺は、好意を持って寄ってくる女はどうにも受け入れられねえんだよ」


　獅子守先輩が、女子からの告白を一いつ切さい受け付けない、っていうのは聞いた事があったけど、裏にそういう理由があったのか。


「すごいよ、想牙お兄ちゃん。リアルで六人も妹がいるなんて、これはもうキングオブお兄ちゃんだよっ」


　ゆらぎは、さりげなく自分を妹の頭数に入れていた。


「箱庭てめえ……今の話聞いてたのか。あいつらの姿がダブるからやめろって言ってんだ」


「あ、ごめんね、五人のうちの誰かとキャラ被ってた？」


「そういう意味じゃねえ！」


　ゆらぎは、声を荒あらげる獅子守先輩にも全くひるむ事なく、人差し指を口にあてた。


「うーん、そういう事なら、ちょっと変えてみよっかな」


　変えるって……もしかして、アレをやる気か？


　俺の胸に、言いようのない不安が去来した次の瞬しゆん間かん──


「兄貴さあ、ちょっと勘かん違ちがいしてない？」


　ゆらぎの目つきが、急激に鋭いものに変化した。


　……不安、的中。


「どうした、お前？」


　話し方まで急変したゆらぎに、怪け訝げんな表情を浮かべる獅子守先輩。


「どうしたもこうしたもないよ、学校では毎日のように女子に告白されて、家ではあたし以外の妹五人には好かれまくってて、それが気に入らない？　バッカじゃないの？　その状態になりたくてもなれない男が、どれだけいると思ってんの？」


　そう、ゆらぎが演じる妹のパターンは一つじゃない。一年前までも、様々なバリエーションの妹になりきって、俺に付きまとってきていた。ちなみに、今のこれは、『兄への好意を表に出せないツンデレ』パターンだ。


「おい箱庭、お前のおふざけに付き合ってる暇ひまはねえんだよコラ」


「はん、そうやってちょっと悪っぽく振ふる舞まってれば、女が皆みななびくと思ったら大おお間ま違ちがいだよ、兄貴。ていうか、そのチンピラみたいな言動、古ふる臭くさくてダサいからやめてくんない？」


　あくまで役に入り込んでいるゆらぎ。


「テメエ……いい加減にしろよっ」


　テーブルを拳こぶしで叩いて、不快感をあらわにする獅子守先輩。


「な、なんだよ……そんな怖こわい顔して何する気だよ……こっち来んなよっ！」


　……いや、来るなも何も、先輩は円えん卓たくの向こう側だから、一歩も動いてないけど……なんか妄もう想そうによる寸劇入りました。


「え、ちょっ……なにしてんだよクソ兄貴っ！　口で負けたからって、力で訴うつたえるなんて最低だぞ……ちょ、どこ触さわって──────大好き」


「デレ方おかしいだろ！」


『触って』から『大好き』の僅わずかな間に、一体何があったんだよ……


　当の獅子守先輩は、立ったまま言葉を失っていた……この状態を俗ぞくにドン引きという。


「ゆらぎ、もうやめとけ。お前のノリには、誰もついていけないから」


「えー、そんな事ないと思うけどなー」


　一いつ瞬しゆんにして、スタンダードな状態（いや、これも決して普ふ通つうではないけども）に戻ったゆらぎは、俺に笑え顔がおを向けてくる。


「あ、奏お兄ちゃん、私が他ほかのお兄ちゃんにかまってるから嫉しつ妬とし──」


「だからそのくだりめんどくさいわ！」


「甘草……お前、なんでこんな奴やつを助すけっ人とに選んだんだ」


　額に手を当てて、心底うんざりした表情を見せる獅子守先輩。


「……俺が知りたいです」


　精神が疲ひ弊へいしている先輩のその姿に、なんだかシンパシーを感じてしまった。


　そんな俺達に、にこにこした笑みを向けながら、最後の人物が立ち上がった。


「お二人とも、楽しそうですね～。はい、それでは僭せん越えつながら、自己紹しよう介かいしちゃいますね～。三年三組、黒白院清羅。生徒会長を務めてま～す」


　相変わらずのゆるゆるボイスだったが、会長の声こわ色いろには、思わず聞き入ってしまうような、奇き妙みような力があった。この辺が、千八百人の頂点に立つカリスマたる所以ゆえんだろうか。


「趣しゆ味みは、そうですね……人間観察でしょうか～」


　小首を傾かしげながら俺の方を見た。続いて、意味ありげな視線をショコラに向ける。


　やっぱりこの人……何かを知ってるのか？


「さて～、一通り自己紹介も終わりましたので、皆さんから何も無ければ、これでお開きにしたいと思います」


　会長がマイペースに場を閉じようとしたその時、





【選べ　①女子全員に向かって「いいか、お前ら全員、俺の事好きだって言わせてみせるっ！」　②この場にいる女子全員から愛される（記き憶おく消去無し）】





　なんだ、これ？　②の（記憶消去無し）って……今まで出現した事ないけど、これってつまり、その結果がずっと続くって事だよな。


　……最悪だ。


　今までは、記憶が消去される事が前提だったから、他人の行動を操あやつるような選せん択たく肢しでも選ぶ事ができた。が、その安全装置が無くなってしまったら、よっぽどどうでもいい内容じゃなければ選択できない。


　これも、ミッションクリアによる選択肢の変化なんだろうけど、変化する頻ひん度どがまちまちだし、その内容も曖あい昧まいで法則性が見られない。クリア数を重ねていけば、もっと明確な形での変化が起こってくるんだろうか。


　とにかく今回は①を選ぶしか無い訳だけど……こんな事言っちゃったら、間ま違ちがいなくミッションクリアのハードルが大おお幅はばに上がるよな……


「あら～甘草さん、何か言いたそうな顔をしてますね」


　にこにこと笑みを向けてくる会長。なんだか俺を値ね踏ぶみしているように感じるのは、考えすぎだろうか。


「いや、そんな事はぐっ！」


　くそ……言えばいいんだろ、言えば！


「会長……やっぱりひとつだけいいですか？」


「ふふ、どうぞどうぞ～」


　頭の中で暴れまわる痛みに耐たえながら、女子達をぐるりと見回した。





「いいか、お前ら全員……俺の事好きだって言わせてみせるっ！」





「……………………………………………………………………………………………………」


　その場を奇妙な沈ちん黙もくが支配する。当たり前だ、我ながらあまりにも唐とう突とつ過ぎる。この流れでいきなりこんな宣言したら、誰だってドン引きするだろう。


　その沈黙は、能天気なショコラの声によって破られた。


「おお、六人どうじとは、さすが奏さんです」


「い、いや、そういうわけじゃ……」


　なんとか弁明しようとしたが、他の女子達も、一いつ斉せいに反応を開始してしまった。


「好きって……はう」頰ほおをおさえて顔を赤らめる柔風。


「さ、最低の屑くずだわ！」どっかの姫ひめ騎き士しみたいなセリフを飛ばしてくる麗華堂。


「私だけに愛を向けてくれないお兄ちゃんもアリ」なぜか嬉うれしそうにしているゆらぎ。


「おおー、言うね甘っち！……ん？」はしゃぎかけてから、なぜか首を傾げる遊王子。


「……」無言＆無表情で、何を考えているかまったく分からない雪平。


「あらあら～」満面の笑みを浮うかべる黒白院会長。


「い、いや、皆さん、あのですね……」


　再び弁明しようとしたが、言葉がうまく出てこない。


　そこでショコラが、どん、と胸を叩たたきながら、また口を開いた。


「だいじょーぶです、奏さんのへやにある、はだいろな本の山のなかに、ひとりの男の人が、複数のおんなの人にもてまくるのが、たくさんありましたっ！　ここにいるみなさんで、それと同じことをすればいいだけですっ！」


　……死んでしまえばいいのに。












　幕間　ある可能性の話２







「ただいまーっ」


　十歳くらいの男の子が、元げん気き一いつ杯ぱいにリビングに入ってくる。乳ち首くびを摘つまみながら。


「おお、おかえり」


　出で迎むかえた父親は、にこやかに応じた。乳首を摘まみながら。


「ねーねー、おとーさん、ちょっと教えてほしいんだけど」


「ん、なんだい？」


「なんで僕達って、挨あい拶さつする時に、乳首を摘まむの？」


「おやおや、随ずい分ぶんおかしな事を聞くね。昔から、そういう風に決まっているからだよ」


　そう、二十三世紀の日本において、挨拶を交かわす時に乳首を摘まむ、という動作は、ごく当たり前の一いつ般ぱん常識だった。


「えー、なんでなんでっ？」


　しかしこの年とし頃ごろの少年の好こう奇き心しんに対して、そんな理り屈くつは通用しない。


「はは、しょうがないな。どれ、ちょっと検けん索さくしてみようか」


　父親はパチン、と指を鳴らした。その瞬しゆん間かん、空中に半はん透とう明めいの球体が出現する。


「挨拶　乳首　摘まむ　由来」


　父親が声を発した直後、浮かんだ球体から、レーザーが照射され、最適化された検索結果が、父親の網もう膜まくに直接焼き付けられる。


「なになに……えーと、『その起源は、今から二百年以上前、二十一世紀に、とある学生が、喧けん嘩かを仲ちゆう裁さいする際に行った動作である。たまたまその場に居合わせた、大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようが、この行こう為いに多大なインスピレーションを受け、その動作を製品のＣＭにとりいれた所、爆ばく発はつ的な人気を得て、社会現象にまで発展。そのブームは一過性にとどまる事なく、長い年月を経へて、挨拶の時の動作として定着するに至る』……という事らしいよ」


「ふーん……よく分かんないけど、昔の人って挨拶する時に、乳首摘まんでなかったの？」


「どうやらそうみたいだね」


「昔の人って馬ば鹿かなの？」


「はは、そう言うなよ。常識なんて時代によって──おや？　お客さんみたいだね。はいはい、いらっしゃーい」


　会話の途と中ちゆうで鳴ったインターホンに反応した父親は、慌あわただしく玄げん関かんまで走っていった。


　乳首を摘まみながら。












　第三章　この人、誰？
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「おはよう、六ろく股また奏かなで君」


　翌日。教室に入った所で、雪ゆき平ひらがいきなり攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。


「いや、誤解を招くような発言、やめてもらえませんかね……」


　まあ昨日の宣言はある意味、そうとられても仕方ないけども……


「じゃあちょっと知的に言い換かえるわね、風の六ろく股また三さぶ郎ろう君」


「いやなんか余計に卑ひ猥わいになってますけど！」


「あはは、ある意味潔いさぎよくて、かっちょよかったけどねー」


　遊ゆう王おう子じも会話に割り込んできた。


「……でもあれ、なんだったんだろーなー？」


「あれってなんだ？」


「あーいや、なんでもないよ、あははっ」


　ごまかすように笑う遊王子……昨日も妙みような反応してたし、一体何なんだろう？


「ともかく、だ。昨日のあれは事故みたいなもんなんで、気にしないでくれというか、何というか……まあでも、『好き』とは言ってもらわないと困るんだが……」


　自分でも何が言いたいかがよく分からず、しどろもどろになってしまう。


「事故……ね。たしかに、女子と手を繫つないだ事もない甘あま草くさ君にしては、少し不自然な宣言と言わざるを得ないわね」


「……決めつけるなよ」


　実際、ないけどさ。


「そーだよねー。落ち着いて思い出してみれば、本気で言ってる感じじゃなかったなー」


　瞳ひとみを覗のぞき込んでくる遊王子のまっすぐな視線から、思わず目を逸そらしてしまう。人の心を見み抜ぬく能力に長たけている遊王子に、噓うそは通用しない。


「まあどんな意図があるにせよ、私は絶対に言わないわよ」


　絶望的な宣言をする雪平。


「あはは、あたしはもう言っちゃったけどねー」


「……もう言った？」


　遊王子の方に視線を向ける雪平。


「うん、だってあたし、甘っちの事、好きだもんっ」


「……そう」


　遊王子、今日ばかりはお前のその、お子様思考が愛いとおしく思える。


「……甘草君。私も条件次し第だいでは考えない事もないわ」


　なんだ？　たった今、絶対に言わないなんて宣言したばっかりなのに、一体どういう心変わりだろうか。


「条件って？」


「諭ゆ吉きち先生よ」


「金かよ！」


「もしくは英ひで世よ先生よ」


「やっぱり金かよ！」


「今まで隠かくしていたけど……実は私、お金を食べ続けていないと、死んでしまうのよ」


「カネゴンかよ！」


　駄だ目めだ……雪平は後回しにしよう。


　遊王子とゆらぎは既すでにクリアしてるからいいとして、雪平を除いた残りの対象は、柔やわ風かぜ、麗れい華か堂どう、黒こく白びやく院いん会長か。


　この中で一番言ってくれそうなのは……どう考えても柔風だよな。





　という事で、昼休み。


「柔風、柔風」


　校舎の対極に位置する二年十五組まで向かい、柔風に声をかける。


「あ、どうしたの、甘草君」


「ちょっと、こっち来てもらっていいかな」


　この前、選せん択たく肢しによって十五組の女子達にとんでもない事を言ってしまったので、中には入りづらい。手招きして、出てきてもらうように頼たのむ。素す直なおな柔風は、言われるままにぱたぱたと走ってきた。が、


「あ、うわわっ」


　……こけた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」


「あ、うん、ありがと」


　苦にが笑わらいしながら立ち上がる柔風。相変わらずの、驚きよう異い的なドジッ娘こっぷりだった。


「今日はどうしたの？　甘草君」


「ああ、いや、昨日の事なんだけど──」


「き、昨日のって……甘草君がみんなに告白した、あれの事、だよね」


　思い出したのか、顔を赤らめる柔風。う……なんかこっちまで恥はずかしくなってくるな。


「あ、あれは違ちがうんだ。告白とか六人同時にとか、そういう話じゃなくて……」


　弁解しつつ、話の矛ほこ先さきを変える。


「ほら、俺って自分で言うのもなんだけど、変な行動多いじゃん？」


「あ、うん」


　そこで素直に頷うなずかれるのも、悲しいものがあるな……まあいい、今はそんな事を気にしてる場合じゃない。


「そのせいで、クラスでも女子から白い目で見られて、辛つらい毎日を送ってるんだ」


「そ、そうなんだ……それは大変だね」


　ちょっと躊躇ためらいつつも、本気で同情してくれている様子の柔風。そんな純じゆん粋すいな子を騙だますみたいで、ちょっと気が引けるけど……


「そんな俺でもさ……人気者の女の子達に、形だけでも『好き』だって言ってもらえたら、少しは自信がつくかなって思ったんだ」


「そ、そうなんだ」


　まあ、あの場にいた女子の中で、人気者と言えるのは表ランキングの三人だけなんだけど、柔風は気が付いてないみたいなんで、よしとしよう。


「柔風は俺の事、嫌きらいかな？」


「え、ぜ、全然そんな事ないよっ」


　ぱたぱたと手を横に振ふる柔風。演技に見えないその様子に、ほっとする。この子に嫌われたら、人として終わりだと本気で思う。


「じゃあ、好きか嫌いかで言ったら？」


　完全なる誘ゆう導どう尋じん問もんだったが、なりふり構っていられる余よ裕ゆうはない。


「あ、うん、もちろんそういう意味だったら好──」





「ちょっと待て」





「へ？」


　聞き覚えのある声と共に、頭をがっしりと摑つかまれた。


　おそるおそる振り返ってみれば、なにやら見覚えのある面々が。


　隊長の藤とう堂どうさくら先せん輩ぱいを筆頭とする、柔風親衛隊の皆みなさんが、顔面をひくつかせながら、俺を睨にらみつけていた。


「いや、あの……」


「ちょっとあっちで話そうか」


「違ちがっ、これはそういうんじゃうわあああああああああっ！」


　俺は為なす術すべもなく引きずられていった。





　そして、最も早はやおなじみになりつつある制裁タイム。


「おのれは柔風さんに何を言わそうとしとるんじゃ！」「この前から小こ凪なぎちゃんと親しくしやがって気に入らねえんだよ！」「我らが小凪タソに手を出そうなど、不届き千せん万ばんナリ！」「いいかげんケツ掘ほっちまうぞお前！」


　いやだから最後の奴やつだけテイストおかしいから！


「いいか、柔風さんは俺達全員のものだ。個人がどうこうしようなんて、思っちゃいけない存在なんだよ！」


　隊長の藤堂先輩が、地面に打ち捨てられた俺を見下ろしながら、声を荒あらげる。


　く……一体どの口が言ってんだ。あんた、他ほかの隊員を裏切って、柔風にプレゼント贈おくったりしてるくせに……


「いいか、金輪際柔風さんに近づくんじゃねえぞ」


　その藤堂先輩は、俺を鋭するどく睨み付け、他のメンバーを引き連れて去っていった。


「いてて……」


「あ、甘草君、大丈夫？」


　壁かべに手をついて立ち上がろうとした所で、後ろから声がかかる。


「柔風……」


　駆かけ寄ってきた柔風は、俺の傍かたわらにしゃがみこんだ。


「もしかして、あの人達にやられたの？」


「ああ、そうだけど……」


「なんなんだろう、あの人達。私に男の子が話しかけてくると、いつもどこかに連れて行っちゃうんだけど……こんな事するなんてひどいよねっ」


　珍めずらしく、怒おこったような表情を見せる柔風。ほっぺを膨ふくらませるその様子は、これっぽっちも怖こわくなく、むしろ、ひたすらにかわいらしかった。


　しかし親衛隊の人達、ここまでしてるのに、柔風に存在すら認にん識しきしてもらってない上に、不興まで買ってしまうとは、哀あわれすぎる。


「柔風、あの人らの事、あんまり悪く思わないでやってほしいんだ」


「え、で、でも、甘草君、こんなにひどい事されてるのに……」


「いや、俺の方にも原因はあるし」


　まあ自分が好きな女の子に、変態と称しようされる野や郎ろうが『パンツ見せて』とかいったり、無む理り矢や理り『好きだ』って言わせようとしてたら、怒らない方がおかしいよな。


「うん……甘草君がいいならそうするけど……」


　柔風はそこで一いつ旦たん言葉を区切った後、意を決したように、口を開いた。


「あ、あのね、甘草君。私、甘草君の事……好きだよ」


「は？」


　唐とう突とつ過ぎて、一いつ瞬しゆん、何を言われたか理解できなかった。


　きょとん、としている俺に対して、柔風は顔を真っ赤にしてぶんぶんと手を振る。


「あ、あの、違うよっ、その、男の子と女の子の話じゃなくて、人間的にって意味でっ……その、毎日辛いって言ってたし、今だって暴力振るわれてかわいそうだし……いや、かわいそうっていうのもなんか偉えらそうだよね……じ、自分でも何言ってるのか、よく分かんないんだけど、こんな事くらいで甘草君が元気になるならって思って……」


　……なんだろうか、このいじらしい生き物は。


「あ、あの、その……さよならっ！」


　柔風は、両頰ほおを手でおさえながら、走り去って行ってしまった。


「マジで天然記念物級だな……」


　その純粋さに感かん嘆たんの声を漏もらした所で、ポケットの携けい帯たいが振しん動どうする。すぐさま取り出して、『神』からのメールを確認。


《柔風小凪　クリア》


　よし……ミッションの通知から数日にして、すでに半分の三人をクリアというのは、相当にいいペースだ。


　気分よく歩きだそうとした所で、肩かたにものすごい力がかかった。


　……ある種の確信と共に、おそるおそる振り向く。


「よう、今日はよく会うな、甘草クン」


　なぜか、満面の笑えみを浮うかべた藤堂先輩が。


「これから自分が何をされるか……わかるな？」


「……ええ、とてもよく」





　　　　２




「うう……くそ」


　足を引きずりながら廊ろう下かを歩く。マジだった。今回の制裁はマジだった。


　恋れん愛あい的な意味でないにしろ、俺が柔風に『好き』だと言われた事がよっぽどショックだったらしい。暴行を加えながら、ちょっと涙なみだぐんでるメンバーまでいたし。


　痛い……もう正直、今日は何もする気が起きなかったんだけど、麗華堂の所属する十組の前あたりまできた所で、ふと足を止める。


　三人クリアって事で、さっきは喜んだけど、落ち着いて考えてみれば、『遊王子、ゆらぎ、柔風』と『雪平、麗華堂、黒白院会長』とでは、難易度に差がありすぎる。人数的には半分でも、実質的な達成率はまだ二、三割ってところだろう。


　ここは、柔風成功の波に乗ったまま、攻せめの姿勢でいくか。


　十組のドアを開け、窓まど際ぎわの席に座っていた、麗華堂の所まで歩いて行く。


「あら、誰だれかと思えば昨日の、幸さちが薄うすそうな屑くずじゃない」


　麗華堂は、近づいた俺を一目見るなり、いきなりすごい毒を吐はいてきた。


　……これは、普ふ段だんから相当人を罵ののしり慣れてるな。特にドＭ属性というわけじゃない俺にとっては、あんまり好ましい性格じゃない。


　しかし、そんな事がどうでもよくなる位におっぱいがでかい……いや、だって振り向いただけで、たゆんたゆんに揺ゆれてんだもん。


「たしか甘草奏だったかしら。私に一体何の用？」


　髪かみをかきあげながら、俺を見上げる。その仕草は、どことなく昭和のドラマなんかに出てくる、コテコテのお嬢じよう様キャラを髣ほう髴ふつとさせた。


「ああ、実は昨日の件なんだけど……」


「却きやつ下かするわ」


　……バッサリと切って捨てられてた。


「そもそもあなた、あんなはしたない宣言して、一体何がしたいのかしら」


　そんなのは俺が知りたい……ここは柔風の時と同じく、情に訴うつたえかけるしかないな。


「いや、実は俺、変な行動が多いから、クラスの女子から白い目で見られたり──」


　しかし、話を聞き終わった麗華堂の反応は、冷ややかだった。


「馬ば鹿かじゃないの。あなたが変態的な行動をやめれば、全すべてが丸く収まる話じゃない」


　……はい、ごもっともです。


「ま、それができないから『お断り５』なんて言われてるんでしょうけど」


「く……」


　なんてムカつく言い方だ。でも、事実なんで何も言い返せない。歯は嚙がみする俺の様子を見た麗華堂は、何かを思いついたかのように、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。


「そうだ、土下座しなさい」


「は？」


「あなたが今この場で、土下座してお願いすれば言ってあげてもいいわよ」


　こいつ……できもしない無理難題をふっかけて、反応を楽しもうって腹だな。


　……ならば。


「お願いしますっ」


　俺は躊躇ためらいなく床ゆかに額をこすりつけた。


「ちょっ……あ、あなた、プライドってものがないのっ」


「ないっ」


「なっ……」


　いや、正確には、人間の誇ほこりとか尊厳はこの程度じゃ損そこなわれない事を知っている、と言うべきか。
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『上じよう半はん身しん裸はだかで叫さけべ』とか、『教きよう卓たくの上でリンチを受けている豚ぶたの鳴き真似まねしろ』とかに比べれば、土下座なんて正直、屁へみたいなもんだ。


　ありがとう絶対選せん択たく肢し、ここまで心が強くなったのも、君のおかげだよ！……言ってて自分でむなしくなった。


「さあ、俺は約束を守ったぞ。言ってくれっ」


　気をとり直し、身を起こして、麗華堂ににじり寄る。


「い、嫌いやよ」


　俺の勢いに押され、後ずさる麗華堂。


「嫌って……お前がやれって言ったんじゃないか」


「だ、だって……まさか本当にするなんて思わないじゃない」


「いやいや、やることやったんだから、約束はちゃんと守ってくれ」


「……撤てつ回かいよ、撤回するわっ」


「そんなん今いま更さら認められるかっ！」


「ふん、低てい俗ぞくなゴミ人間との口約束なんて、守るに値あたいしないわ」


　こ、こいつ……開きなおりやがった。


「おい、何やってんだ、あの二人」「『お断り５』の甘草が、麗華堂に土下座させられて興奮してるみたいだな……」「マジで？　変態に加えて、ドＭなんてサイテーね」「わかる、わかるぞ甘草。絢あや女め様に虐しいたげられるのは癖くせになるからな」


　ギャラリーからツッコミどころ満まん載さいの声が飛んでくるが、構ってる場合じゃない。


　しかしどうする？　この性格のねじ曲がった奴やつから、どうやって好──





【選べ　①麗華堂の秘密（実は胸にシリコンが入ってる）をばらす、と脅おどしをかける　②甘草・Ａアナタガ、スキダカラ！・奏に改名する】





「なんだとっ!?」


　急にはり上げた俺の声に、麗華堂がびくっ、と体をのけ反らせる。


「な、なによ、いきなり大声あげて」


「馬鹿な……これが……シリコンだと」


「っ!?」


　麗華堂の顔から血の気が引いた。


（あ、あなた、一体どこでそれをっ）


　極限までにじり寄って、小声で俺を問い詰つめる麗華堂。この反応からするに、どうやら本当らしい。


（ど、どこって言われてもだな……）


（いいから早く白状しなさい虫ケラッ！）


　ここにきて、麗華堂の性格の悪さが幸いした。相手が普ふ通つうの女の子だったら、申し訳なくて躊躇う所だけど、こいつに対してなら、罪悪感が大分軽減される。


（……ばらされたくなかったら、さっきの約束を守れ）


（い、嫌よ……あなたみたいな下げ劣れつな虫ケラに、たとえ口だけといえども、好意を示すなんて、お断りよ）


　……なるほど、そっちがあくまでそういう態度をとるなら、こっちも然しかるべき手段に訴えるだけだ。


「聞いてくれ、二年十組のみんなっ、実は麗華堂の胸はシリ──」


「ぎゃあああっ！」


　奇き声せいをあげながら、俺の口をおさえる麗華堂。クラス中の視線が、一気に向けられる。


「な、なんでもないわっ……そ、そうよ、私の胸はお尻しりなのよっ」


　テンパった麗華堂は、意味不明な言い訳を口走っていた。


（一体何を言わせるのよっ！）


（お前が勝手に言ったんだろうがっ！）


（く……本当に、あの言葉を言えば、私の胸の事は、ばらさないんでしょうね）


（ああ、絶対に口外しないと誓ちかう）


　俺の宣せん誓せいを受けた麗華堂は、しばらくの間、唇くちびるを嚙かんで、下を向いていた。


（………………………………………………………………………………………………好き）


　消え入りそうな声で呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ポケットの携帯が振動した。すぐさま『神』からのメールを確かく認にんする。


《麗華堂絢女　クリア》


　よし、これで四人目だ。拳こぶしを握にぎりしめる俺を、麗華堂が恨うらめしげに睨にらみ付けていた。


「まったく下らない……あなた、一体なんでこんな意味の無い事をしてるの？」


「いや、それはだな、うまく説明できないっていうか……たとえば麗華堂だって、なんで他ほかの奴にそんなにきつくあたるのか、って言われても、言葉にできないだろ？」


　我ながら、かなり無む理り矢や理りな話題転てん換かんだと思ったが、麗華堂はなぜか、少し顔を赤らめてモジモジしだした。


「わ、私は、隣となりに住んでる幼おさな馴な染じみがツンツンしてるのが好きだっていうから、それに応こたえられるように努力を……って、一体何を言わせるのよっ！」


「お前が勝手に言ったんだろうがっ！」





　　　　３




　さて、残るは雪平と黒白院会長だ。


　午後の気だるい雰ふん囲い気きの中、強敵二人に対する今後の方針について、思考を巡めぐらせるが、


「すぴー」


「くかー」


　俺の後ろと隣で爆ばく睡すいする遊王子とショコラのせいで、全く集中できない。


　意識を別の所に向けようと、教室の真ん中あたりの雪平の席に目をやる。一見して、真面まじ目めに板書の内容を書き写しているように見えたが、そうじゃなかった。


　なんだか、ノートじゃない紙に、何かを書き込んでるみたいだったけど、この位置からじゃよく見えない。


「すぴいー」


「くかあー」


　……うるさいな。


　まあ、雪平が授業中に何をしてようと関係ないな。問題は、雪平にどうやって『好き』と言ってもらうか、だ。金で云うん々ぬんはさすがに冗じよう談だんだろうし、かと言って、正せい攻こう法ほうが通じる相手じゃないし…………駄だ目めだ、何も思いつかない。


「すぴぴいー」


「くかああー」


「うるせえええっ！」


　思わず、大声が出てしまった。こいつら、人が悩なやんでる時に、グースカいびきかきやがって。


「甘草、うるさい」


　教師の冷ややかな視線が飛んでくる。


「……すみません、でも、この二人が爆睡してて、うるさくて」


「そいつらは、起きてると余計に騒さわがしいから、寝ねかせとけ」


　……それは教師としてどうなんだろうか。


　まあたしかに、こいつら二人が起きてると、無む駄だに挙手して、ふざけた答え言って、なんか小学校の授業みたいだしな……


「それと、ショコラ君は甘草の学業補助ペットなんだから、お前がきっちり面めん倒どうみろよ」


　……何かが根本的に間ま違ちがってる気がした。





　その後、子供と犬は、六限目も爆睡し、俺の思考を妨さまたげまくった。


　そして結局何も考えつかないまま、ホームルームも終しゆう了りようし、雪平も教室を出て行ってしまった。まあ今日だけで二人分クリアできたし、期限の五月三十一日までは、まだ二週間あるんだけども、相手が相手だけに、対策は早めに講じておきたい。


「さて……どうしたもんかね」


　何気なく雪平の机に近づいた所で、その中から何かがするり、と落ちてきた。


「ん？　なんだ？」


　拾ってみると、なにやらイベント告知のビラらしかった。中央には、何かふわふわもこもこしたキャラクターが描えがかれている。


「おー、これって『しろぶた君』じゃん」


　不意に、後ろから遊王子の声がかかる。


「しろぶた君？」


「あれ、甘っち、知らないの？　これね、『ＵＯＧ玩がん具ぐ』がプッシュしてるキャラクターで、今、子供に大人気なんだよっ」


　そう言われてもう一度ビラを見てみる。かなりデフォルメされたそのビジュアルは、とてもかわいらしく、子供に好かれているというのも納なつ得とくだったけど、なんでよりにもよってモチーフが白豚なんだろうか……


　ビラに書かれている文言は、『親子でしろぶた君と遊ぼう！』だった。どう考えても、子供向けのイベントみたいなんだけど、なんで雪平がこんなの持ってるんだろう。


「あれ、そのビラ、裏になんか書いてあるよ」


　遊王子に言われ、裏面を確認する。


「なんだ……これ？」


　そこには、ものっすごいヘタクソなイラストが描かれており、その横に、『しろぶた君かわいすぎるよお、大好きっ』と、これまた小学生みたいな文字が書かれていた。その文字によって初めて、描かれていたイラストが、しろぶた君なんだと認識できた。そのぐらい、壊かい滅めつ的にヘタクソだった。


　待てよ……もしかして、雪平が授業中に描いてたのって、これなのか？


　その時、ぽん、と肩かたに手が置かれた。


「ん……って、雪平？」


　あれ？　さっき、教室を出て行かなかったっけか？


「甘草君……あなたが手にしているものは……一体何かしら」


　淡たん々たんとした語り口なのにもかかわらず、なぜか雪平の体は、小刻みに震ふるえていた。


「？　いや、お前の机からなんか落ちてきたから拾ってごええええっ！」


　喉のど！　いきなり手刀で喉を突つかれた！


「えほげほげほっ！」


「うう……なんでこんな事になっちゃうのおおおっ」


　チラシを胸に抱かかえて、小ちっちゃく何かを口走りながら、ダッシュしていったが、自らのせき込む音にかき消されて、全然聞こえなかった。


「げほっ、な……なんだったんだ……」


「奏さん、これはひゃんふですよっ」


「うおっ！」


　ショコラがいきなり目の前に現れた。その口には、特大の最も中なかが咥くわえられている。こんな渋しぶいもん、一体誰だれが学校に持ってきてるんだよ。


「チャンス？」


「そーでふ、ふらのさんは、しろぶた君の事がだいすきですから、あのいべんとに行く気ですよ」
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「いや……あの雪平だぞ」


「奏さんは、おんなごころが分かっていません。かわいいものとホモが嫌きらいなじょしなんていませんっ」


　……そんなものが女心なら、一生分かりたくない。


「まあ、仮に雪平がそのイベントに行くとして、それが何のチャンスなんだ？」


「奏さんも、このいべんとに参加しましょう。かわいいものを見て、心がゆるんでいるふらのさんなら、お願いをきいてくれるかもしれません」


「いや……そんなに都合よくはいかないだろ」


「はいはい、ちょっと質問っ」


　遊王子がいきなり手を挙げて割り込んでくる。


「よくわかんないけど、甘っちはとにかく、生徒会室にいたみんなに、『好き』って言ってもらいたいんだよね？」


「まあ……そうだな」


「ふむふむ。こないだの小凪たんの時と、同じ臭においがしますな。『好き』になってもらいたいんじゃなくて、ただ『好き』って言ってもらえればオッケーなのかなっ？」


　野性の勘かんなのかなんなのか、相変わらずめちゃくちゃ鋭するどい……でも、迂う闊かつに頷うなずいたりはできないよな。これ以上突っ込んだ事聞かれたら、頭痛によるブロックが入るだろうし。


　でも遊王子は、俺の表情を見て肯こう定ていと確信したようだった。


「そうなんだ……うん、今日はもやもやしないっ」


　俯うつむいて小声で何事かを呟いてから、ぱっと顔を上げた。


「むふふ、あたしにいい案がありますぜいっ」


「いい案？」


「さっきのショコラっちの案って、いい線いってると思うんだよね。でもイベント行くだけじゃちょっと弱いから、中に入っちゃおうよ」


「は？」


「うん、だからね、甘っちが、しろぶた君の中の人をやっちゃえば、ふらのっちに、絶対好きって言ってもらえるよっ」


　事もなげに言う遊王子。


「いや、中の人って……こういうのは普ふ通つう、専門の人が入るんじゃないのか？」


「んー、普通はそうなんだけどね。しろぶた君は、過去のトラウマによって、複数の人格を抱えてるって設定だから、あえて、毎回毎回中に入る人を変えてるんだって」


　子供向けのキャラクターに、なんでそんなヘビーな設定つけてんだよ……


「キャラクターのイメージを固定したくないから、入るのって毎回バイトの人なんだって。なんか、今回の中の人も、前日に適当に街頭でスカウトするとか言ってたから、甘っちが入れるように、イベント責任者の人に頼たのんであげるよ」


「いや、俺は別に……」


「はい、けってーっ！」


「遊王子……なんかお前、面おも白しろがってないか？」


「そのとーりっ！」


　……ものっすごいキラキラした目で肯定されて、何も言えなくなってしまった。





　で、翌々日の日曜日。


　指定された駅から、徒歩二、三分くらいにある広場に行くと、既すでに簡易のイベント会場と、ステージみたいなものが設営されていた。椅い子すも、二百を軽く超こすくらいの数が用意されている。もっと適当な感じを想像してたんだけど、意外に本格的なイベントらしい。


　ここからどうすればいいのか、きょろきょろしていた所、三十代後半位の男性が、声をかけてきた。


「あ、君が甘草奏君かな？　イベントの運営を取り仕切ってる遠えん藤どうです。謳おう歌かちゃんから話は聞いてるよ。今日はよろしくね」


「あ、こちらこそよろしくお願いします。急に変なお願いしちゃってすみません」


「いやいや、しろぶた君は、ほんとに素人しろうとさんの方がいいんだよ」


　遠藤と名乗ったその人は、随ずい分ぶんととっつきやすい感じの人だった。


　司会のお姉さんやスタッフの人達とも挨あい拶さつをした後、ステージの裏の空間で、実際にしろぶた君を試着してみる事になった。


　元々体型は寸ずん胴どうなんだけど、実際身に着けてみると、予想よりも随分と空くう洞どう部分が大きい。中に誰が入っても、固定された外見を保てるように、っていう事なんだろう。


　その割に結構な重量があって、お世辞にも動きやすいとは言えなかったけど、目にあたる部分には細かい穴が無数に開いていて、かなり広い視界が確保されているのは幸いだった。


　その後、一回着ぐるみを脱ぬいで、司会のお姉さんと段取りの打ち合わせをする。


　といっても、ヒーローショーみたいにストーリーや殺陣たてがある訳じゃなくて、お姉さんの誘ゆう導どうに従って子供達とふれあうだけ、との事だ。まあ、それなら何とかこなせそうだな。


「そういえば、遊王子ってまだ来てませんか？」


　あれだけ面白がっていたのに、全然姿が見当たらないんで、遠藤さんに聞いてみた。


「ああ、謳歌ちゃんね。なんだか、今日のイベントを異様に楽しみにしてて、興奮しすぎて昨日の夜眠ねむれなかったらしくてね。今現在、ものすごい勢いで寝てるから来られないって、家の方から連れん絡らくがあったよ」


　……遠足前の小学生かよ。ちなみに、ショコラもついてくる予定だったんだけど、起こそうとしたら、またしょうこりもなく、俺がホモに襲おそわれる夢を見てやがったんで、鼻に洗せん濯たくバサミをはさんで、放置してきた。


　これでもし雪平が来なかったら、何しに来たんだか分かんないな、俺……





　そして、不安を抱えたまま、開演時間。


《みんなーこんにちはーっ》


「「「こんにちはーっ！」」」


　お姉さんのマイクを通したハイテンションな声に負けないくらいの、子供達の声。ずっとステージ裏にいたから分からなかったけど、この感じだとおそらく、ほぼ満席になってるだろう。


　数分にわたるお姉さんのオープニングトークの後、お呼びがかかる。


《それでは、いよいよしろぶた君の登場ですっ》


　掛かけ声に合わせて、よたよたとステージに登っていく。


「しろぶた君だーっ！」


　一様に目を輝かがやかせる子供達。おいおい、しろぶた君ってこんなに人気があるのか……


　それを裏付けるように、お姉さんに誘導されて、ちょっとした仕草をするだけで、その度たびに歓かん声せいがあがった。それをしばらく繰くり返した後、


《さあ、ここからはしろぶた君とのふれあいタイムでーすっ》


　お姉さんに先導されて、ステージから降りる。


「わああっ」「かわいーっ」「もふもふしてるっ」


　子供達は、ものすごい勢いで群がってきた。


《はーい、しろぶた君は逃にげないから、みんな慌あわてないでねっ》


　そんな言葉が興奮した子供達に通じるはずもなく。囲まれた俺は、手を振ふったり、頭を撫なでたりで、てんやわんやだった。


　そんな状態がしばらく続き、少し慣れて余よ裕ゆうが出てきた所で、今日の目的となる人物が来ていないか、辺りを見回す。言うまでもなく雪平だ。


　でも、いくらキャラが好きだからと言って、こんな子供向けのイベントに本当に来るんだろうか。子供達の相手をする合間に、周囲を確かく認にんしていく。


　……いた。


　特設会場の最後方からさらに離はなれた所、建物の陰かげから半分だけ体を出して、こっちを覗のぞき込んでいる少女が。


　白い輝きを放つショートカット。赤みを帯びた瞳ひとみ。完かん璧ぺきなまでの無表情。どこからどう見ても雪平だった。まさか、本当に来ているとは。


　その雪平は、俺（しろぶた君）が自分を見ている事に気が付いた瞬しゆん間かん、何事もなかったかのように、すっと視線を逸そらした。


　その後も、子供達の相手をしつつ、何回か雪平の様子を確認する。無表情ではあるが、こっちをじーっと凝ぎよう視ししていたり、手にしたデジカメで写真を撮とったりしているくせに、こっちが見ている事に気付くと、すぐに動作を止めて、そっぽを向いてしまう。


　しろぶた君に興味があるのは明らかだったけど、いくら待っても雪平がこっちに近づいてくる事はなかった。





《みんなー、まったねー》


「「「さよーならー」」」


　そうこうしている内に、瞬またたく間に時間が過ぎ、イベントは終しゆう了りようしてしまった。子供達はみんな満足そうに、親おや御ごさんと帰っていった。


　視線に気が付かれないように、着ぐるみの顔はそっぽを向かせたまま、目の穴から雪平の様子をうかがう。相変わらず建物の陰からは一歩も動かずに、じっとこっちを見つめていた……一体何がしたいんだ、あいつ。


　これを着たまま勝手には動き回れないし、どうしたもんか、と思っていた所で、雪平に動きがあった。


　躊躇ためらいがちに最初の一歩を踏ふみ出し、ゆっくりと時間をかけて、俺の目の前までやってきた。


「……こんにちは、しろぶた君」


　俺と対たい峙じして、淡たん々たんと言い放つ。


　俺は、しろぶた君として、しゅた、と片手をあげて挨拶を返す。


　その瞬間、雪平の小鼻がぴくり、と動いた。


「ちょっと、この場で一回転してもらってもいいかしら」


　言われた通りに、くるり、と回る。


「……ありがとう」


　そのセリフの後、体が小刻みに震ふるえだした……なんだ？


「……ちょっと、触さわらせてもらってもいいかしら」


　様子がおかしい雪平を不ふ審しんに思いながらも、頷く。


　雪平は、少し遠えん慮りよがちに、しろぶた君の体をもふもふする。


「もう……駄だ目めだわ」


　駄目？　一体何が駄目なんだ？


　俺の疑問をよそに、雪平は、せわしない感じで、辺りの様子を確認しだした。


「知り合いは……いないわね」


　呟つぶやいた後、念を押すようにもう一度周囲を確認。こっちに向き直り、また呟く。


「もう……我が慢まんできないわ」


　次の瞬間、


「はうう……」


　は？


「しろぶた君……やっと……やっと傍そばに来られたよっ」


　無表情だった雪平の顔が、一いつ瞬しゆんにしてふにゃり、と弛し緩かんする。


　は？……は？


　何が起こっているか分からずに、棒立ちになる俺。


　そしてそのまま、思いっきり抱だきつかれた。


「か、かわいいよおっ」


　…………………………………………………………………………………誰だれですか、これ？





　　　　４




「うう、かわいすぎるよお……」


　その雪平らしき生き物は、俺に抱きついたまま、なかなか離はなれようとしなかった。


　少なくとも一分はそうしていただろう後、ようやく俺を解放する。


「し、写真撮ってもいいかなっ？」


　ほとんど頭が回っていない俺は、半ば無意識に頷うなずく。


「やったあ」


　雪平（？）は、胸の前で手を組んで、大げさに喜んでみせた後、少し離れた場所で椅子を撤てつ去きよしているスタッフの人の所まで、駆かけ寄っていった。


　未いまだに何が起こっているのか理解できない俺は、その様を呆ぼう然ぜんと見つめるしかない。


「あの……その……お仕事中に申し訳ないんですけど……」


　なにやらもじもじと言い淀よどんでいる。普ふ段だんの雪平からは、考えられない調子だった。


「どうしたの？」


　雪平（？）は軽く俯うつむきながら、ぼそりと声を発する。


「しろぶた君と……写真を撮りたいんですけど、あの、ちょっとだけ……お手伝いしてもらえませんか」


「あ、なんだ、そんな事。君、すっごい緊きん張ちようした顔してるから、もっととんでもない事頼たのまれるかと思っちゃったよ」


　スタッフの人は、快く引き受けてくれた。


「あ、ありがとうございますっ」


　デジカメを手て渡わたした雪平（？）は、いそいそと俺の傍まで寄ってきた。


「な、なでなでしながら撮っていいかな？」


　おずおずと質問してきた雪平（？）は、俺が何の反応も返していない内に、勝手に抱きついてきて、後頭部あたりをひたすらに撫で回していた。


「はいチーズッ」


　写真を撮り終えたスタッフの人は、雪平（？）にデジカメを手渡して、自分の仕事に帰っていった。


「えへへ」


　雪平（？）はデジカメを胸に抱いて、満面の笑え顔がおを浮うかべていた……マジで誰だお前。


「しろぶた君とのツーショットが撮れるなんて……どうしようかと思ってたけど、来て本当によかったよお」


　改めて表情を綻ほころばせた後、急激にトーンを落として、消え入りそうな声を出す。


「知ってる人もいなかったし……本当の私がこんなだってばれたら、学校いけないよ」


　なんだ、本当の私って？　まさか……これが雪平の素す？


　いやいやいやいや、ありえないだろ。だって、雪平だぞ。口を開けば暴言か下ネタしか飛び出さない、あの雪平だぞ。


　あのめちゃくちゃな性格が演技だっていうのか？　それならまだ双ふた子ごの妹とか言われた方が百倍納なつ得とくできる。思わず、雪平の顔をまじまじと見つめてしまう。


「あー、やっぱりかわいすぎるよおっ」


　三度抱きついてこようとする雪平（？）。そのあまりの勢いに、思わず一歩引いてしまった。


　雪平（？）は、はっと我に返ったように動きを止める。


「あ、ご、ごめんなさいっ。調子に乗っちゃってごめんなさいっ」


　顔を真っ赤に染めて、急にしゅんとする雪平（？）。


「あの……その……私も高校生なんで、もちろん中に人が入ってるのは分かってるんですけど、あの……その……私、かわいいものに目が無くて……普段はこんなにはしゃいだりしないっていうか、むしろ人と上手うまく話せないんですけど……しろぶた君がかわいすぎて、我慢できなかったというか、暴走しちゃったというか……」


　その様子があまりにいじらしくて、俺は反射的に、手をぶんぶんと振って、気にするな、というジェスチャーをとっていた。


「あ、ありがとうございます……」


　無意識なのか、次の瞬間には、体の毛をもふもふしまくっていた。どんだけしろぶた君の事好きなんだよ……


　そしてしばらく毛の感かん触しよくを堪たん能のうした後、口を開いた。


「あの……みなさん後片付けしてるみたいだし、迷めい惑わくだからもう帰りますね」


　名残なごり惜おしそうにそう言って、俺に背を向け、歩き出した。


　しかし、数歩進んだ所でぴたりと足を止めて、向き直り、再びこちらに戻もどってくる。


　間近までやってきた雪平（？）は、濡ぬれた感じの上うわ目め遣づかいを向けてきた。


「あの……最後に……もう一回だけ……もう一回だけ抱きついていいですか？」


　……これを拒きよ否ひできる男が、果たしてこの世に何人いるだろうか。


　俺がゆっくりと頷いた直後、雪平（？）はもの凄すごい勢いで抱きついてきた。


「大好きっ」


　あ……


　雪平（？）の口からその言葉が出た瞬間、携けい帯たいが振しん動どうした。


　このタイミングでくるメールと言えば、クリアの通知で間ま違ちがいないだろう。しかし、今はそれを確認しているどころじゃなかった。


「じゃーね、しろぶた君っ」


　俺は、笑顔で走り去っていく雪平（？）の背中を見送りながら、放心状態に陥おちいる。


　すごいものを見た……ものすごいものを見た。


　この五分間の、自分の記き憶おくが全くもって信じられない。ありえない……いくらなんでも、あれはありえないだろう。白昼夢でも見ていたとしか思えない。


「はい、お疲つかれさん」


　いきなり後頭部にぽん、と手が置かれる。


「いやー、いまの子、高校生だよね？　その年とし頃ごろの子でもファンがいないわけじゃないけど、あそこまで熱ねつ烈れつなのは初めてだなあ」


　いつの間にか俺の横に来ていた遠藤さんは、苦にが笑わらいを浮かべていた。


　目もく撃げきしたのは俺だけじゃない……やっぱりさっきのあれは、幻げん覚かくの類たぐいじゃなくて、現実に起こった事なのか……


　呆然とする俺の横で遠藤さんは、ぱん、と手を打った。


「さて、最後の一仕事。僕らが会場を撤去してる間、街の中を一回りして、しろぶた君をアピールしてきてくれるかな」


　俺は、何を依い頼らいされたのかもよく分からないまま、こくりと頷いた。





　着ぐるみを着たまま、街をよたよたと歩く。長時間の着用によって、着ぐるみの中はとんでもない暑さになっていたが、今の俺にとって、そんなのは些さ事じもいいところだった。


　頭の中を占せん拠きよしているのは、雪平（もう本物だと認めるしかないだろう）のとんでもない秘密。


　しかし……百ひやつ歩ぽ譲ゆずって学校でのあのキャラが演技だと認めるにしたって、その理由が全然分からない。あんな変人を演じる必要性が、一体どこにあるんだ？


「あれ……どこだここ？」


　考えがとぎれ、ふと周囲に目をやる。いつの間にか人通りの無い路地裏に入り込んでしまっていた。こんな所を歩いていても、なんのＰＲにもならないだろう。何をやってんだ、俺は。バイト代貰もらうんだから、ちゃんとやらなきゃな。


　振ふり返って、メインストリートに戻ろうとしたその時、


「おわっ」


　何かを踏ふんづけて転んでしまった。


「いって……」


　いくら視界が広めに確保されているといっても、構造上、自分の足元はどうしたって見えない。感触からして、踏んだのは何かの缶かんみたいなもんだろう。


「はあ……」


　ため息を吐つきながら身を起こそうとして、ある致ち命めい的てきな事に気が付いた。


　…………一人では起き上がれない。


　しろぶた君の丸すぎる体型が災わざわいして、寝ね転ころんだ状態では足が浮いてしまって、地面に届かない。


　じたじた……じたじたじた……じたじたじたじたじた。


　いくら手足をじたじたさせてみても、仰あお向むけ状態から、どうにもならなかった。道の進行方向に対して、まっすぐに倒たおれてしまっている為ため、転がって移動する事も出来ない。


　どうしたもんかと、一いつ旦たん動きを止めた所で、不意に誰だれかの声がかかった。


「あれ……しろぶた君？」


　ん？　この声はまさか……


「しろぶた君だよね？」


　……間違いない、雪平だ。


「なんでこんな所に？」


　完全にこっちのセリフだった。お前、なんでよりによってこんな所に、こんなタイミングで来るんだよ……


　しろぶた君大好きの雪平が、この状じよう況きようをそのまま放置してくれるはずもなく。こっちへ駆け寄ってくる足音がした。


「あの……もしもし？」


　おずおずと話しかけてくる雪平……答えられるわけがない。


「もしかして……誰も入ってないのかな？」


　一いつ瞬しゆん、声を出す事なく、中にいる俺の正体を隠かくしたまま、起こすのだけを手伝ってもらえばいいんじゃないか、と思ったがすぐに思い留とどまる。


　ここの着ぐるみは意外に重量がある。それに俺の体重がプラスされるんだから、雪平だけでは、起こすのが難しいだろう。


　つまり必然的に、うつ伏ぶせに転がしてから、背中のファスナーを開ける展開になる……それは完全にアウトだ。やはりここは、ただひたすら黙だまってやり過ごすしかない。


「でもなんで、こんなところに？」


　更さらに近づいてくる気配が。


「もしもーし。わあ、動いてなくてもやっぱり可愛かわいいよおっ」


　ひたすらに毛を撫なでまくる雪平。いや、お前がしろぶた君を好きなのはもう分かったから、早く誰かを呼びに行ってくれ……


「よく見ると、表面がけっこう汚よごれてるなあ……ちょっと向こうはゴミ捨て場だし、ひょっとして、廃はい棄きされちゃったのかな？」


　普ふ通つうのゴミ捨て場に、着ぐるみを捨てる奴やつはいないと思うけど、中に誰もいないと勘かん違ちがいしてくれるんなら、理由はなんでもよかった。


「そうだ、ここなら人通りも無いし……たまには屋上じゃない場所で反省会してみようかな。しろぶた君もいる事だし」


　ちょっと声のトーンを下げた雪平は、俺を背もたれにしてしゃがみこんだみたいだった。


　おいおいおい、勘かん弁べんしてくれ。反省会って何の事だか分かんないけど、この場に居座られたら──


「ねえ……聞いてくれる？」


「っ!?」


　唐とう突とつな問いかけに、思わず声が漏もれそうになる……ばれたか？


「あのね……」


　……どうやら、しろぶた君を話し相手に見立てての一人語りだったらしい。音を立てないように、安あん堵どのため息を吐く。


　そういえば、対たい抗こう戦せんの顔合わせの時に、ぬいぐるみに話しかけるのがチャームポイントだとかなんとか言ってたような気がする。


　完全にネタだと思ってたけど、まさか本当だったとは……


「私ね、ちっちゃい頃ころからこういう引っ込み思案な性格で、人と喋しやべろうとすると、いっつもしどろもどろになっちゃうから、中学校までほとんど友達いなかったんだ……去年からお父さんの転勤の都合で、この町に引っ越こしてくる事になって……せっかく私を知っている人が一人もいないんだから、今までの駄だ目めな自分を卒業して、頑がん張ばろうって思ったの」


　なるほど、いわゆる高校デビューってやつか。


「でもね……駄目だったの。素の自分を隠して、積極的にお話ししようとすると、なんでか、すっごく変な子になっちゃって……何回も何回も直そうとしたんだけど……あのキャラクター以外だと、まともに他ほかの人と喋れないんだよお」


　……やっぱりあの学校での雪平は、作られたものだったのか。


「ほ、ほんとはやめたいんだよ。でも一旦口を開くと、どうしても止まらなくて、毒吐いちゃったり、その……えっちな事ばっかり言ったりして……毎日家に帰ってから、恥はずかしくて死にそうになるし……」


　そりゃあ、本来の自分の意思じゃなく、パイオツだの亀きつ甲こう縛しばりだの言ってるんだったら、死にたくもなるわな……俺も似たような経験してるから、痛い程ほどよく分かる。


「だからね、毎週一回、学校の屋上で、一人反省会やってるんだ。あそこって、すっごい開放的だから、私のちっちゃい悩なやみなんて吹ふき飛ばしてくれそうな気がして……」


　反省会って、そういう事か……あれ？　この話、完全に初耳のはずなのに、なんだか全然そんな気がしないんだけど……なんでだろう。


「でもね……いくら反省しても、全然駄目なんだ。二年生になってからは、特に歯止めが利きかなくて……甘草君って男の子が、私がどんなに変な事言っても、見捨てないでお話ししてくれるから、調子に乗ってどんどん暴走しちゃって……」


　衝しよう撃げきの事実。雪平があんななのって、俺にも責任の一いつ端たんがあったのか……


　そこで、雪平の声のトーンが更に沈しずんだものになる。


「……それでね、おとといね、その甘草君に、今日のチラシ見られちゃって、あまりにも恥ずかしくて、喉のどを突ついてそのまま逃にげだしてきちゃったんだ……ああー、どうしよう。今いま更さらどうやって謝っていいかわかんないし、明日はもう、何事もなかったかのように振る舞まうしかないよう……うう、ごめんね、甘草君」


　あれ、照れ隠しだったのか……


「これも全部、私が弱いからいけないんだよね。私に、この状態で人と接することができる強さがないから。いつかは……いつかは、本当の私をさらけ出して、自分自身の言葉で、友達と話せるようにならなきゃ。それは……それは分かってるんだけど……でも、でも、今はまだ無理。今、本当の私がこんな風だって、クラスのみんなにばれるのは、耐たえられないよ……」


　それはこっちも同じだった。こんな事実を知ってしまって、明日からどんな態度で雪平に接すればいいんだろうか。


　いくら向こうが知られた事に気がついてないからって、どうしてもこの雪平が脳のう裏りにちらついてしまって、態度が不自然になってしまうだろう。


　そこで、急に雪平が立ち上がる気配がした。


「もう……こんな弱い自分が嫌いやだようっ」


　声を張り上げた雪平は、覆おおいかぶさるような形で飛びついてきた。


　仰向け状態のしろぶた君の目の部分に、雪平の顔が押し付けられ、俺の視界に飛び込んでくる。


　うっ……


　思わず、息を呑のんだ。


　髪かみの毛を乱し、軽く瞳ひとみを潤うるませた、その顔。


　あ、あの雪平が、こんなにも庇ひ護ご欲よくをそそるような表情をするとは……これは正直言って反則──





【選べ　①今すぐ着ぐるみから出してくれと頼たのむ　②雪平ふらのの『素』に関する記き憶おくが、脳内から消去される※ついでに、パソコン内の『哲てつ学がく者しやへの道』フォルダも消去される】





　何だこれは……どっちも……どっちも同等の最低さ加減じゃないか。


　まず①。この状況で俺が外に出たら……具体的な予想はつかないけど、俺も雪平も、とんでもない事になるのだけは間ま違ちがいない。


　次の②。前半部分は、むしろこちらからお願いしたいくらいなんだけど、その後に、凶きよう悪あくな文言が。


　俺が……俺が数年にわたってコツコツ集めた肌はだ色いろ画像が消える？……そんな事、認められるとでも？……いや、認められるはずが無いっ！


「ぐっ……」


　急激な催さい促そくの頭痛に、思わずうめき声が漏れる。


　幸い、雪平には聞かれなかったみたいだけど、もうちょい強いのがきたらアウトだ。


　中に誰かがいる事に気づかれたら、自動的に①を選んだも同然になってしまう。②を選ぶつもりなら、早さつ急きゆうに決断しなくては。


　どうする……どうする？


　…………………………よし。


　少しの逡しゆん巡じゆんの後、答えを出す。


　決め手は、俺自身が雪平との絡からみを楽しんでいた、というのに気がついた事だ。うんざりしたり、もう勘弁してくれとか、そういう事ばっかり思っていたけど、さっき、その関係性が失われるかもしれない、と思った時に、どうしようもない寂さびしさを感じてしまった。


[image: ]


　雪平の思いも、それを後押しする形になった。こんな偶ぐう発はつ的なアクシデントで知ってしまうんじゃなくて、彼女が、自分の意思で本当の姿をさらけ出せるようになるまでは、この雪平は、誰も知らない方がいいんじゃないかと思った。


　と、いう事で。


　さよなら……俺の……俺の肌色パラダイスッ！


　②を選び取った瞬しゆん間かん、選せん択たく肢しが脳内から消え去っていった。


「ふう……ちょっとすっきりしたな……たまには屋上以外での反省会もいいかも」


　雪平が立ち上がるのと同時に、頭に靄もやがかかったような感覚が拡ひろがっていく。


「でもこのしろぶた君、どうしよう。捨ててあるにしても、ここじゃまずいよね。私一人じゃ運べないから、誰か──」


　雪平の言葉の途と中ちゆうで、俺の意識はいきなり断たち切られた。





「──い……おいっ！」


　誰かが必死に呼ぶ声で、俺の意識は覚かく醒せいした。


「え？」


「よかった……無事か、甘草君」


　誰？……そして俺はこんな所で一体何をやってるんだ？


　俺を見下ろしているその男の人は、ほっとしたような笑え顔がおを見せた。


「僕が分かるかい。遠藤だ」


　遠藤さん？……あ、そうだ、俺は、着ぐるみのバイトに来たんだっけ。そして、建物の陰かげに、雪平の姿を発見して……あれ、それからどうしたんだっけか？


「おそらくは脱だつ水すい症しよう状じようだね。すまない、君は初めてなんだから、もっと休きゆう憩けいや給水を考こう慮りよすべきだった」


　遠藤さんは申し訳なさそうにそう言って、立ち上がるのに、手を貸してくれた。脱水症状？　それにしては別に喉も渇かわいてないし、衰すい弱じやくしてるって感じでもないんだよな。


　記憶がなくなっている事を考えても、原因は脱水症状じゃないような気がするけど……


「でも本当によかった……あの女の子が教えてくれなかったら、もっと大変な事になっていたかもしれない」


「女の子？」


「そうだよ、しろぶた君の熱ねつ烈れつなファンのあの子だ。彼女は、中に君が入ってる事に気付かずに、着ぐるみだけが捨てられてる、と思ってたみたいだけどね」


　状じよう況きようからして、それって雪平の事だよな……駄目だ、全然思い出せない。


　それから、遠藤さんは病院への送そう迎げいを申し出てくれたんだけど、本当に体調は全然悪くないし、むしろ迷めい惑わくをかけてしまったのはこっちなので、丁てい重ちようにお断りした。





「ん？」


　帰り道で、不意に携けい帯たいが振しん動どうした。それ自体はただのメールマガジンだったけど、その下にもう一つ、覚えのないメールが存在していた。


「なんだこれ？」


　疑問に思い、『神』からのそのメールを開かい封ふうする。


《雪平ふらの　クリア》


　……なんで？





　　　　５




　雪平がクリア済みになっている訳は、いくら考えても分からなかった。イベント中の記憶が無い以上、その時に雪平から『好き』という言げん質ちをとったのは間違いないんだと思うけど、一体どうやったんだ、俺？


　まあ、選せん択たく肢し絡がらみで何かあったんだろうけど、考えても分からないものは分からないよな。ここは、素す直なおにラッキーだったと受け取るべきだろう。


「あ、おかえりなさいっ」


　玄げん関かんを開けるなり、ショコラが駆かけ寄ってくる。


　しかし、俺が帰ってくるだけで、よくもまあ毎回飽あきもせず、嬉うれしそうにしてるな。


「奏さん、なんかいい事あったような顔してますけど、どーしました？」


　しっぽ毛をぴょこぴょこさせながら、覗のぞき込んでくる。


「あー、なんかよく分かんないんだけど……」


　いつの間にか、雪平がクリアになっていた事を告げる。


「おお、それはよかったですねっ。それじゃあのこりは会長さんですか。ふふふ、ではでは、存分にこれをつかってください」


　そこで、ショコラが後ろ手に何かを持っている事に気が付いた。このパターンはひょっとして……


「じゃーん、これですっ！」


『女の子から《好き》という言葉を引き出す十の方法～これで君もウハウハキングだ～』


　……やっぱり。


「ショコラ、このシリーズ、今まで役に立った事ないからな……というか、いくつシリーズあるんだよ。こんなの買う奴やついないだろうに……」


「え？　でも、本屋さんで、『全米ナンバーワン大ヒット』ってぽっぷがついてましたよ」


「うさんくさっ！」


　映画かよ……内容だけじゃなく、宣伝の仕方までひどすぎるな……


「まあまあ、やくに立たなくてもいいですから、とりあえずよんでみましょう」


「本末転てん倒とうすぎるだろ……」


　ぼやきながらも受け取る。それにしても相変わらず、なんでこんなに分厚いのか、全く理解できない。前の二回と同じように、要約されたページに目を通す。


《①　女の子の家族を人ひと質じちにとって『好き』と言え、と脅おどす》


　最初からクライマックスすぎるだろ！


《解説　おそらくそこまでしないと、あなたには無理でしょう》


　いきなりなにケンカ売ってんだ！


《②　『好き』って十回言って、とゲーム風に持ちかけ、言うだけ言わして、逃にげる》


　小学生か！


《解説　その後には、虚むなしさしか残らないでしょう》


　金返せ！　払はらってないけど金返せ！


《③　『俺とボロ雑ぞう巾きん、どっちが好き？』って聞いてみる》


　……人間にはプライドってもんがあると思うんですが。


《解説　あなたが、ボロ雑巾より好かれている事を、切に願います》


　なめすぎだろ！


《④　『嫌いやよ嫌よも好きのうち』という言葉があります》


　あるけど、それが一体どうしたんだ。


《解説　その実態は『嫌って言ってんだから嫌にきまってんでしょこのクサレ○○○！』です。※実体験なので、間ま違ちがいありません》


　なんでお前がフラれた話に一枠わく使ってんだ！


《⑤　神龍シエンロンに頼たのむ》


　……ほんとにやりたい放題だな、こいつ。


《解説　あなたに対してのその願いは、サイヤ人を倒たおすのより難しいので、おそらく却きやつ下かされるでしょう》


　さっきからお前どんだけ購こう買ばい者しやの事馬ば鹿かにしてんだ！


《⑥　整形する》


　なんか、身も蓋ふたもないな……


《解説　まあ顔がよくなった途と端たんによってくる女なんて、ろくなもんじゃないですけどね》


　一体何がさせてえんだお前！


《⑦　生まれ変わる》


　実現可能な方法を提示しろ！


《解説　あなたは現世では、女性以外の楽しみを見つけた方がいいでしょう》


　もうケンカ売ってるってレベルじゃねーぞ！


《⑧　初はつ音ねミクさんに、ひたすら『大好き』って連呼してもらう》


　……せつなすぎるだろ、それは。


《解説　リピートが一万回を超こえたあたりから、悟さとりの領域に突とつ入にゆうします》


　お前やったのかよ！


《⑨　『好き』という字は、バラバラにすると女子になります》


　だからなんだよ！


《解説　だからなんだよって話ですが（笑）》


　こいつ殴なぐりてえええ！


《⑩　もう思い切って『俺の事好き？』ってストレートに聞いてみる》


　いやいや、それでいい答えが返ってきそうだったら、こんな本に頼たよらないだろ。


《解説　断られたら、その子の家族を人質にとりましょう》


　それ最初のやつじゃねえか！


《ところで、この本売れると思いますか？》


「売れるか！」


　思わず床ゆかに叩たたきつけていた。


　いくら最初から期待してなくても、ここまでひどいと、やっぱり腹が立つ。


「まあまあ奏さん、これでもたべて気分をおちつけましょう」


　ショコラはキッチンの引き出しから、包装された箱を取り出してきた。


「お前これ……」


　その中身を見て、思わず息を飲む。それは、最近テレビで話題になっている、有名店の超ちよう高こう級きゆうチョコレートの詰つめ合わせだった。


　腐くされニートのショコラさんだが、金は豊富に持っている。なんでも必要経費として、いくらでも転送されて来るらしく、無防備にも胸の谷間に札束を入れて、携帯している。


　生活の為ための費用として受け取ってくれ、と提案されたが、ロンダリングとか、不ふ穏おんな単語が飛びだしているので、怖こわくて未いまだに受け取れないでいる。


　でも、このチョコレートは、テレビで放映されて、都心で行列に並ぶしか手に入れる方法がない、超レア物だ。ただ金を持っていれば買えるってもんじゃない。


「これをてに入れるまでには、そうだいなすぺくたくるがあったのです」


　話したくてしょうがない、という顔をしてるんで、しょうがなく耳を傾かたむける。


「まずですね、しょうてんがいの和わ菓が子しやさんで、あまりにもおいしそうなおまんじゅうがあったので、ずっと覗いていたら、おばあちゃんがそれをくれました」


　ついに売り物まで……食べ物を恵めぐんでもらう事に関しては、ほんと神がかってるな。


「わたしがよろこんでそれを食べようとしている所に、すっごくおなかをすかせたかんじのこどもが現れました」


「ふんふん」


「わたしはそのこどもの前で、おまんじゅうを一口でたいらげました」


「お前ひでえな！　そこは饅まん頭じゆうやれよ！」


「？　箱の中の残りは全部あげましたよ？」


「箱でもらってたのか！　どんだけあつかましいんだ！」


　和菓子屋って、銘めい練れん堂どうのばあちゃんだろうな。後で何かお返しをしなくては……


「おまんじゅうを食べきって、まんぷくになったらしいこどもは、おれいとしてポケットの中から、キラキラした石みたいなものをとりだして、わたしにくれました」


　……なんだ、そのわらしべ長者みたいな展開は。


「飼っているねこがくわえてきたというそれは、なんとダイヤモンドでした」


「すっとばしすぎだろ！」


　声を張り上げる俺とは対照的に、ショコラはマイペースに話を続けた。


「こうばんにとどけようとしたんですけど、場所がよくわからなくてうろうろしていたら、黒いスーツにサングラスをかけた男のひとに、肩かたをたたかれました」


　おいおい、なんだか非常にキナ臭くさい話になってきたぞ。


「そのまま、人どおりのないろじ裏につれこまれて、あたまにけんじゅうをつきつけられました」


「超展開キタコレ！」


　いやいや、どう考えても日本で起こる出来事じゃないだろ。


「あんまり好意てきなふんいきじゃなかったんで、けんじゅうをけりとばし、本人をなげ飛ばしたうえ、パロスペシャルをおみまいしました」


「すげえなお前！」


　いや、力とかものすごいのは知ってたけど、そんな芸当もできたのか……しかも、なんで技わざのチョイスがパロスペシャルなんだよ……


「事情ちょうしゅしたところ、そのひとは、遊王子さんちの謳おう真ま君となのりました」


「遊王子の親父おやじじゃねえか！」


　いやそれ、ＵＯＧの社長だぞ……銃じゆう刀とう法ほう違い反はんとか、洒落しやれにならないだろ。


「なんでも、しょうどう買いしたダイヤを落としてしまって、せっかくだから、ふんいきを出すために、スパイっぽい服装でそうさくしていたそうです」


「中二か！」


　聞いてみれば、銃はレプリカだという話だった。変人とは聞いてたけど、そういうキャラなのか……普ふ通つうなら、日本有数の企き業ぎようの社長がそんな馬鹿な、って疑う所だけど、なんだか妙みように納なつ得とくしてしまった……だって娘むすめがアレだもんな。


　そういえば、母親の響きよう歌かさんは真性のドＭだって言ってたよな……どんな家族だよ。


「それで、おわびに、という事で、このチョコレートをくれました」


　なるほど、あの有名菓か子し店も、ＵＯＧの系列だったのか。


「まあ、経けい緯いはどうあれ、せっかくもらったんだから、ありがたくいただくか……ん？」


　手を伸のばそうとしたが……なぜか箱の中が空だった。


「……ショコラさん？」


　顔を上げてみれば、ショコラの口の周りに、茶色い物体がべっとりとこびりついていた。


「まさかお前……話をしてる合間に全部食ったのか？」


「はいっ」


「……なんで？」


「おいしかったです！」


「日本語通じてねえだろ！」





　そんなこんなで、テンションがだだ下がりした夜。


「ぎゃあああああああああああっ！」


　自分のものとは思えない絶ぜつ叫きようが、喉のどを突ついて出た。


「俺の……俺の『哲てつ学がく者しやへの道』が……全部なくなってる……なんでだ……なんでだああああああっ！」


　理由も分からずただ一人、男泣きした。





　　　　６




　さて、どうするか。


　昼休みの二年一組。今、俺の手には一枚の紙が握にぎられている。それは、対たい抗こう戦せんにおける、表ランキング側のオーダーだった。さっき、二年生の生徒会メンバーがわざわざ届けてくれたものだ。


　前年の勝者側に与あたえられるアドバンテージとして、敗者側が先に、オーダーを公開する仕組みになっているらしい。


　渡わたされたオーダー表に、改めて視線を落とす。





先せん鋒ぽう　獅し子し守もり想そう牙が


次鋒　柔風小凪


中ちゆう堅けん　麗華堂絢女


副将　吉よし原わら桃とう夜や


大将　黒白院清せい羅ら





　会長の大将はまあ妥だ当とうだとして、獅子守先せん輩ぱいが先鋒というのはちょっと意外だった。


　いや、別におかしくもないか。あの人、なんか、特とつ攻こう隊たい長ちよう的な勢いで、しょっぱなに行く、とか言い出しそうだもんな。


　一年生ながらに、副将に位置している吉原の存在も不気味だった。


　まあ、一人で考えててもしょうがないな。顔を上げて、意見を求める。


「さて、俺らはどうする？」


「はいはい、小こ凪なぎ大たい帝ていはあたしが倒たおすよっ」


「私が叩き潰つぶすパイオツは、一万年と二千年前から決定づけられているわ」


　即そく座ざに反応する遊王子と雪平。


　まあ、例の顔合わせの時の感じからしても、そのマッチングは妥当な気がするけど……どっちの勝負も、ろくでもない事になりそうな予感がしてならない。


　二人は、オーダー表の次鋒、中堅の欄らんにそれぞれ名前を書き込んでいく。


　この為にわざわざ一年の教室から出張ってきたゆらぎにも、意見を求める。


「ゆらぎ、お前はどうする？」


「うん、私は、想牙お兄ちゃんの相手をしたいなー」


　ああ、なんか、妹がたくさんいるとかで、絡からんでたっけな。


「あ、でも、勘かん違ちがいしないでね。私の生なまのお兄ちゃんは、奏お兄ちゃんだけだからっ」


「だから生ってなんだよ……」


　押し寄せる不安はともかくとして、とりあえず前半戦の三人は固まった。


　残るは俺と夢ゆめ島しま先輩なんだけど、この段階になっても、一向に姿を見せる気配がない。


　コンタクトをとる手段がない以上、こっちで決めてしまうしかないわけだけど、学年的な序列からいっても、夢島先輩に大将をやってもらい、俺が副将というのが妥当な所だろう。というか、黒白院会長と戦いたくない、というのが一番なんだけども。


「んじゃ、俺が副将ってこと──ん？」


　いきなり肩に手が置かれて、振ふり返る。


「うおわっ！」


　思わず素すっ頓とん狂きような声が漏もれてしまった。


　俺の視線の先にいたのは……その顔面を包帯でぐるぐる巻きにした男。


　包帯の表面には、筆で書かれたと思われる『烏からす』の表記。というかこの人、今まで気配のかけらすら感じさせなかったのに、いつの間に教室に入ってきたんだ？


　俺のリアクションで、その人物の存在に気付いたクラスメイト達も、ざわつき始めた。


「ひょっとして……夢島先輩ですか？」


　その包帯男は、顔に巻ききれずに余った包帯を、スカーフみたいにたなびかせながら、腕うで組ぐみをしてこくり、と頷うなずいた。


「おお、凄すごいっ、全然気配が分かんなかったよ」「なるほど、こういうボケ方も意外にアリね」「これは……新しいタイプのお兄ちゃんだっ」


　三者三様の反応を見せる女子達。


「あの……なんで顔に包帯してるんですか？」


　夢島先輩はその問いには直接答えずに、首をふるふると横に振った。なんだ？　もしかして、喋しやべれないのかこの人……いや、それは無いな。夢島先輩に関する噂うわさで、そんなのは聞いたことがない。そもそも、顔を包帯で覆おおっているなんていうのも初耳だ。


　更さらに疑問が一つ。なんでこの人学ラン着てるんだ？　いくらうちの校風が緩ゆるいからって、ブレザーを完全に無視して学ランはないだろう。


　まあ、深く言げん及きゆうするのはやめとこう。変人の考えを理解しようとしても無む駄だだという事は、うちの女子達とのつきあいで、十分身に染しみてるしな。


「今、オーダー決めてるんですけど、夢島先輩、大将やってもらっていいですか？」


　俺の言葉を受けた夢島先輩は、相変わらずの無言のまま、学ランの内ポケットから、何かをとりだした。なんだ？　どうやらマンガみたいだけど……


　夢島先輩はあるページを開いて、俺の前に突き付けた。


『だが断る』


　包帯の下のドヤ顔が目に浮うかぶようだった……この人、アホだ。


　続いて先輩は、反対側の内ポケットから筆ペンを取り出して、副将の欄に『夢島カラス』と、やたらに達筆に書き込んだ。


「ちょっと勝手に書かないでくださ──え？」


　その瞬しゆん間かん、俺の視界から夢島先輩が、突とつ如じよとして消え失うせた。


「って、なんでもうドアの外にっ!?」


　いつの間にか廊ろう下かに出ていた先輩は、親指をびっ、と立てるやいなや、全速力で駆かけて行ってしまった。


「な、なんだったんだ、あの人……」


「おおー、動きが忍にん者じやっぽくてかっちょいー」「とも○ちと被かぶっているけど、大だい丈じよう夫ぶなのかしら」「あれは……布のお兄ちゃんかなっ」


　それぞれの反応を見せる女子達の横で、俺は仕方なく、大将の欄に甘草奏と記入した。





先鋒　獅子守想牙　ＶＳ　箱はこ庭にわゆらぎ


次鋒　柔風小凪　　ＶＳ　遊王子謳歌


中堅　麗華堂絢女　ＶＳ　雪平ふらの


副将　吉原桃夜　　ＶＳ　夢島カラス


大将　黒白院清羅　ＶＳ　甘草奏





　なし崩くずし的に大将になってしまったが、黒白院会長とは戦いたくないし、仮に二勝二敗なんて一番盛り上がる場面で、最低な選せん択たく肢しでも出現したら、たまったもんじゃない。


　ぶっちゃけた話をすれば、チームの勝ち負けはどうでもよかった。俺の今回の目的は、いかに目立つ事なく、平へい穏おん無事に対抗戦を終えるか、だ。


　その為ための理想的な展開は、俺の出番までに勝敗が決している事だ。つまりは、副将までの四人で三勝、もしくは三敗。


　まあさすがに、わざと負けてくれなんてのは言えないから、勝ちの方向で頑がん張ばってもらうしかない。


「みんな、ちょっと聞いてくれ」


　ちゃんと言っておかないと、こいつら、ふざけて勝負をめちゃめちゃにしそうだからな。


「今回は真しん剣けん勝負だ。ふざけないで、勝つ事に集中するって約束してくれ」


「あら失礼ね。私の人生はいつだって、勝利を追い求める真剣勝負よ」


　なんか雪平が言うと、異様に白々しい。


「どのくらい勝ちに貪どん欲よくかというと、今日の朝、登校中の小学生二人がかけっこをしてたから、全力疾しつ走そうで追い抜ぬいて、『どんぐりの背比べって言葉、知ってる？』ってドヤ顔で言ってやったわ」


「大人おとな気げねえな！」


「まあ噓うそだけど」


　瞬間的に、しれっとした顔に戻もどる。


「本当は、追いつけなくて諦あきらめたわ」


「だせえええ！」


　やろうとはしたのかよ……こいつは、どこまで本気なんだかわからない。


「だいじょーぶだよ甘っち。あたしは小凪大帝を、コテンパンのけちょんけちょんのぐちょんぐちょんにするつもりだからっ」


　……そんなキラキラした目で親友に向けるセリフではないと思うけど、遊王子の万ばん能のうスペックは、どんな勝負方法であっても頼たのもしい所ではある。


「安心してよお兄ちゃん。私は、生のお兄ちゃんの為に、全力で牙きばのお兄ちゃんを倒すから。そして、観客の多種多様なお兄ちゃん達に、私の存在をアピールするんだっ」


　……こいつに至っては、もうなにがなんだか分からないから、勝手にしてくれとしか言いようがない。


「ねえねえ、ここにチーム名って欄があるよ」


　そこで遊王子がオーダー表の端はしの方を指さす。ああ、そういえばさっき渡される時、チームの名前も考えてくれって、言われたっけな。


「あら、それは面おも白しろそうね」


「こういうのを兄妹きようだいみんなで考えるのは、楽しいよねっ」


　雪平とゆらぎは好意的な反応だったが、俺はあんまり気乗りがしなかった。


「あれ、甘っち、微び妙みような顔してどしたの？」


「いや、どうせお前らがふざけ倒して、グダグダになるの、目に見えてるからさ……」


　いちいちツッコむのも疲つかれるんだよな……じゃあ反応しなければいいだろ、という話だけど、こればっかりは条件反射みたいなもんで、どうしようもない。


「あら、『雪平ふらのと、卑ひ猥わいな仲間達』のどこがふざけているっていうの？」


「おふざけ全開じゃねえか！　もっと爽さわやかなのにしろよ！」


「はいはいっ、じゃあ青春っぽい感じで、『渡り廊ろう下か盗ぬすんだバイクで走り隊』ってのは？」


「警察沙ざ汰たじゃねえか！　もうちょっと穏おだやかなのにしろよ！」


「じゃあ、『おにいちゃんといっしょ』にしようよ」


「幼児番組のタイトルみたいじゃねえか！　ちゃんとチーム名を考えろよ！」


「なら『雪平ふらのと、小こ奇ぎ麗れいなオカマ達』はどうかしら？」


「濃のう厚こうすぎるわ！　もうちょっと夢がある名前にしてくれよ！」


「はいはいっ、じゃあね『渡わたり廊下メロスと一いつ緒しよに走り隊』ってのは？」


「それは夢物語だな！　もうちょっと身近な題材で考えろよ！」


「じゃあ『おにいちゃんといっしょ……えいえんに』にしようよ」


「ヤンデレっぽくしただけじゃねえか！　お前のは身近すぎるわ！」


「『雪平ふらのと、どこの誰だれかもわからないお前達』」


「ただの他人じゃねえか！　今度は遠すぎるわ！　なんで中ぐらいにできねえんだ！」


「はいはいっ、じゃあね『渡り廊下、端はじっこじゃなくて真ん中を渡り隊』」


「一休さんか！　中ぐらいってそういう意味じゃねえよ！　適度にやれ、適度に！」


「じゃあ『おにいちゃんといっしょ……生かさず殺さず生殺しに』は？」


「なんかもう監かん禁きんしてんじゃねえか！」


「なら、『雪平ふらのと──


「もういいわ！」


「なら、『雪平ふらのと、ふぞろいなインコ達』というのはどうかしら」


「人が流れ切ったのに、なんでもう一回言ったんですかね！　お前どんだけふざけてえんだよ！」


「ほら、最近世の中に暗い話題が多いから、せめて私達くらいは、笑って過ごしたいじゃない」


「今そういう話じゃねえだろ！」


「そういう甘草君は、なにか案があるのかしら？」


「いやまあ、そう言われると特に無いけど……」


　その時、いきなり教室前方のドアが開いて、ショコラが入ってきた。


「ふぁなでふぁん、ふぉんはにはくさんほはひをほらひました」


「いや、なに言ってんのか、ひとっかけらも分からないからな……」


　口に咥くわえているのはチョココロネ、そして両手には、キャンディー、ミニドーナツ、マシュマロなど、抱かかえきれない程ほどのお菓か子しが溢あふれている。もうなんか、普ふ通つうの光景になりつつあるな……


「あ、みなさんもどーぞっ」


　そう言って、俺の机の上にどかりとお菓子を並べる。


　雪平、遊王子、ゆらぎがそれぞれ手を伸のばす。いくら変人集団といえども、女子は女子、やっぱり甘いものは好きらしい。


「あ、チーム名これでいいんじゃないかなっ」


　遊王子が、馬ば鹿かでかい渦うず巻まきのペロペロキャンディーを舐なめながら──その姿が異様に似合う──セリフを発した。


「これって？」


「スイーツ」


　……目の前のものを、そのまま口にしただけだった。相変わらず、小学生みたいな思考回路だな。


「だってさ、大将の甘っちの苗みよう字じともかかってるし、～ツって、よくチーム名であるじゃん」


「謳歌お姉ちゃん、頭に『ザ』とか付けた方が、よりチーム名っぽくなるんじゃないかな」


「おー、いいねいいねっ」


『ザ・スイーツ』か……まあ決してよくはないけど、この面子メンツで辿たどりついた結論としては、比ひ較かく的てき悪くない部類じゃないだろうか。少なくとも、さっきまでの仲間達だの、なんとか渡り隊だの、おにいちゃんだのよりは、よっぽどマシだ。


　これ以上、ろくでもない案が出る前に決めてしまった方がよさそうだな。


「じゃ、それで」


　俺は、チーム名の欄らんに、『ザ・スイーツ』と書き込んだ。しかし、


「さっきも言ったけど、やっぱり笑う事って大事だと思うの」


　雪平が、淡たん々たんとした調子でつぶやきながら、新たな文字を勝手に書き加えた。


『ザ・スイーツ（笑）』


「なんか違ちがう意味になってますけど！」


　雪平が油性ペンで書きこんでしまった為、もう消す事ができない。


　まあ黒く塗ぬりつぶせば、どうにでも出来るけど……雪平の表情を見て、やめた。あれは、消したらまた新しくボケるだけ、という顔だ。


「……もういいや、これで提出してくる」


「ちょっと待って、甘草君。この場合、果物はスイーツに含ふくまれるっていう認にん識しきでいいのかしら？」


　いきなりわけのわからない質問。


「いや、まあ……いいんじゃないのか（どっちでも）」


「そう、ならチーム名の下に～ただしトマト、てめーは駄だ目めだ～って入れましょう」


「入れねえよ！」


「フルーツトマトはグレーゾーンなんで、後で徹てつ底てい的に議論が必要ね」


「どっちでもいいわ！」
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　対たい抗こう戦せんの前に一つ、やらなければならない事が残っている。


　それは勿もち論ろん、ミッションの最後の一人、黒白院会長から『好き』との言げん質ちをとる事だ。


　完成したオーダー表を手に一人、三年三組へと向かう。


　黒白院会長を捜さがして覗のぞき込んでいたら、何人かの上級生が俺に気付いた様子だった。


「おいあれ、二年の甘草って奴やつじゃねえか？」「ああ、『お断り５』の」「あんな綺き麗れいな顔してるのに、変態なんだ……」


　やっぱり、三年生にまで俺の噂うわさは広がってるのか。まあ、分かってた事ではあるけど、実際に目まの当たりにするとヘコむな……


　うなだれていた所に、超ちよう絶ぜつに長い髪かみをなびかせながら、黒白院会長が歩み寄ってきた。


「あら～、甘草さんじゃないですか。どうしちゃいましたか」


「会長、とりあえずオーダー表が完成したので、持って来ました」


「あらあら、それはそれは、わざわざご苦労さま～」


　会長は、頰ほおに手をあてながらオーダー表に目を落とす。


「あら～、素す敵てきです。私と甘草さんの対戦ですね」


　にっこりと笑え顔がおを向けてくるが、そこは今はどうでもいい。


「……黒白院会長、いきなりつかぬ事を聞きますが」


「はい、なんでしょうか～」


「俺の事、人として好きですか」


　会長は、特に不思議がった様子もなく、頷うなずいた。


「はい、嫌きらいじゃないですよ～」


「それは……裏返せば、好きって事ですか」


　今度は首を横に振ふる。


「いいえ～、その言葉は、特別な男性にしか、使っちゃいけないと思ってます。とか言ってみちゃったり」


　その表情からは、感情が全く読みとれない。本気で言っているような気もするし、『お前はこうすると困るんだろう？』という意図が込められているようにも見える。


「会長……もしかして何か知ってます？」


「何かってなんですか～？」


　人差し指を顎あごに当てて、首を傾かしげる黒白院会長。


「いや……なんでもないです」


　駄目だ、腹の探さぐり合いでは勝てる気がしない。会長は、俺の困こん惑わくした顔を覗きながら、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


「甘草さん、それじゃあ、条件を付けて勝負しましょうか～」


「条件？」


「はい、対抗戦で『お断り５』側が勝ったら、私は、甘草さんが望んでいるその言葉を言ってあげます」


　この強調の仕方……やっぱり会長は、絶対選せん択たく肢しやミッションの事を認識してるのか？


「そのかわり、甘草さんが負けたら──」


　一いつ旦たん、言葉を溜ためた会長は、突とつ如じよとして目を見開いた。





「新しい呪のろいの一つでも受けてもらいましょうか」





「っ!?」


　背筋が、凍こおりついた。


　呪い……その単語が出た以上、疑いようがない。


　会長は、こっちの事情を全すべて把は握あくしている。


　疑問が、反射的に口をついて出た。


「黒白院会長……あなた、人間ですか？」


　会長は、今まで見た中で一番の笑顔を浮うかべた。


「それは、神のみぞ知るところです～」












　幕間　ある可能性の話３







「全く、最近の親は何を考えてるんだ……」


　人事部長は、学生が退室したのを確認し、大きなため息を吐ついた。


　中なか田た悲恋ロミオ。それが、たった今彼が面接を行った学生の名前だった。


　人事に携たずさわるようになって二十数年、時代の変へん遷せんと共に、学生達の性格や態度の変化を目の当たりにしてきたが、ここ数年、それが、名前にまで及およぶようになってきていた。


　今年の例だけ挙げても、飯いい田だ飯ごはん、加か藤とう加か糖とう、石いし川かわ豚ぶた木ぼく、と、本当に人の名前かと疑いたくなるようなものばかりだった。


　頭では、人格と名前に何の関連性もない事を理解していても、本当に入社させても大だい丈じよう夫ぶか？　との思いが頭をよぎってしまう。


　正直、もう嫌いや気けがさしてしまって、手元の書類で、次の学生の名前を確認する気にもならなかった。


「いかんいかん」


　そう、人だ。自分の仕事は、人を見る事だ。変わっている名前の人間を弾はじく事ではない。


　頰を叩たたき、気持ちを切り替かえる。


「次の方、お入り下さい」


「はい、失礼しますっ」


　快活な声と共に入ってきたのは、綺麗な顔立ちをした青年だった。こちらへ向かってくる歩き方も颯さつ爽そうとしており、第一印象は、悪くない。


「はい、まずはお名前をどうぞ」


「甘草・Ａアナタガ、スキダカラ！・奏です」


「……すみません、もう一度お名前をお願いします」


「甘草・Ａアナタガ、スキダカラ！・奏です」


「……それは、本名ですか」


「はい、私の名前は、甘草・Ａアナタガ、スキダカラ！・奏です」


「……失礼ですが、もう一度だけ、お名前をお願いします」


「甘草・Ａアナタガ、スキダカラ！・奏です」


「お帰りください」












　第四章　ハーレムの予感??
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　晴光学園には、全校生徒を一度に収容できる建物が二棟むね存在する。


　一つは大講堂。その名の通り非常にだだっ広い建物で、始業、終業式、入学、卒業式といった、比ひ較かく的てき堅かたい行事を行う際に利用される。まあ一言で表すなら、でかい体育館だ。


　通常の体育館では全校生徒が入りきらない、マンモス校ならではの施し設せつだった。


　もう一つがイベントホール。


　中央に設置されたステージを、四方から観客席が取り囲む構造で、相撲すもうやボクシングなんかの会場に近いイメージだ。


　こちらは、今回みたいな新入生歓かん迎げい会かいや、学園祭のステージ発表など、くだけた感じの行事に利用される。音おん響きようや照明の設備も完備されている、相当に本格的な施設だ。


　で、俺の現在位置はというと、そのイベントホールのステージ上。


　正方形のステージの一辺に五つの椅い子すが並べられ、『お断り５』の参加メンバーが腰こしを降ろしている。反対側には表ランキングのメンバーがいるはずだけど、演出によりステージ全体の照明が落とされてるんで、そちらの様子はうかがえない。


　そこで、ステージの一番脇わきに設置された、放送席にスポットライトがあたった。


《さあ皆みなさん、今年もやってまいりました。新入生歓迎会のトリを飾かざるイベント、対たい抗こう戦せんっ！　司会兼けん実じつ況きようは私、放送部部長の宮みや澄すみ太た一いちが務めさせていただきますっ》


　その滑なめらかな語り口に、盛大なる拍はく手しゆが巻き起こる。うちの生徒はみんなノリがいいから、司会もやりやすいだろうな。


《さて本日は解説として、二年一組の担任、道どう楽らく宴うたげ先生にきていただきましたっ！》


　ハイテンションな司会の横の席で、宴先生が、気だるそうにふんぞり返っていた。


《ういっす》


《さて道楽先生、今回は先生のクラスから、三人ものメンバーがこの対抗戦に参加しています。ぜひとも頑がん張ばってほしい所ですね》


《まあ三人つっても、全員残念な方だけどな。つーかここ、人多すぎで暑くねえか？　なんでほぼ全員集まってんだよ。普ふ通つうサボんだろ、こういうイベントは》


　……いるか？　この解説者、いるか？


《そ、それでは早さつ速そく、対戦する十人の紹しよう介かいに参りましょうっ》


　それ以上宴先生と絡からむ事を放ほう棄きしたらしい司会者。賢けん明めいな判断だ。


《まずは表ランキング先せん鋒ぽう、生徒会副会長にして堂々の男子ランキング一位、獅し子し守もり想そう牙がっ！》


　そのアナウンスと共に、獅子守先せん輩ぱいが立ち上がる。そこにスポットライトがあたった瞬しゆん間かん──


「きゃあああっ！」「想牙さまあああっ！」「うきゃああああっ！」


　女子からの、熱ねつ狂きよう的とも言える声が飛び交かう。だが、獅子守先輩は、浴びせられる黄色い声を歯し牙がにもかけずに、胸むな元もとのピンマイクに向かって、鬱うつ陶とうしそうな声を出した。


《うるせえから、あんまり囀さえずるんじゃねえ》


　ともすれば、中二的になりかねないセリフだが、この人が言うと、異様に様になっている。しかも、罵ののしられた事によって、ファンの女の子達はなぜだか更さらに興奮していた。


　獅子守先輩はうんざりしたような表情で、席に着いた。


《さあ続きまして、『お断り５』の先鋒、転入したての助すけっ人と一年生。プロフィールには、『全人類の妹』と記述されていますが、全く意味が分かりません、箱はこ庭にわゆらぎっ！》


　ゆらぎが立ち上がり、そこにスポットライトがあたる。転入して間もないという事もあって、ほとんどの人間はゆらぎの事なんて知らないだろう……と思っていたんだけど。


「ゆ、ゆゆゆ、ゆらぎーっ！」「お前のお兄ちゃんは俺だけだっ」「ぶひいいいいいいっ」


　……既すでに、結構な数のお兄ちゃん達を虜とりこにしていた。


　満面の笑えみを浮かべたゆらぎは、ピンマイクの電源をオンにして、ピースサインを自らの額に貼はりつけた。


《みなさーん、あなたの心の妹の、箱庭ゆらぎでーっす。よろしくねっ》


「なんだ、あの子？」「なんか、話しただけで自動的に妹になってくれるらしいぞ」「やべえ、俺、なんかに目覚めそうだ……」「いや、あれはないだろ」「まあ、『お断り５』の助っ人だしな……」


　会場に、賛否入り混じったざわめきが拡ひろがっていく。


《続いて表ランキング次鋒、嫁よめにしたい部門では断トツのナンバーワン、反則との呼び声も高い超ちよう絶ぜつドジッ娘こ、柔やわ風かぜ小こ凪なぎっ！》


「「「こ・な・ぎ！　こ・な・ぎ！」」」


　さっきまでのバラバラなものと違ちがい、柔風親衛隊による、完全に統とう率そつされた声せい援えんが飛んでくる。女子からも好意的な視線が多いように見えるのは、柔風の人ひと柄がらがなせる業わざだろう。


《あ、あのあの、私、こういうのほんとに苦手なんですけど、頑張りばっ！》


　壮そう絶ぜつな嚙かみっぷりに、会場に軽い笑いが沸わき起こり、男子の頰ほおが皆一様に緩ゆるんだ。


《続いて『お断り５』の次鋒、ご存じＵＯＧの社長令れい嬢じよう、やりたい放題のフリーダム暴走少女、遊ゆう王おう子じ謳おう歌かっ》


《いやっほー！》


　遊王子は自分にスポットライトが当たるや否いなや、そのままステージ中央までダッシュしていった。


　その動きをライトが慌あわてたように追う中、疾しつ走そうしながら反転し、そのまま三連続のバク転をしてみせた。


《いよいしょっとお！》


　加えて最後はバク宙。見事な着地とＶサインが決まった瞬間、会場からは割れんばかりの拍手が巻き起こる。


《さて次は表ランキングの中ちゆう堅けん、この人に至っては言葉での説明は不要、括かつ目もくせよ男子諸君っ！　麗れい華か堂どう絢あや女めっ！》


　麗華堂の姿が照らし出された瞬間、ほぼ全部の男子生徒の目が、ある一点に向けられた。いうまでもなく、乳だ。


　麗華堂は集中する視線に全く照れる様子もなく、むしろ得意気に髪かみをかきあげた。


《ふふん、いくらでも見るがいいわ、最低のゲス男子達》


「ドＳセリフキター！」「絢女様ーっ！」「もっと罵ってくれ！」


　異様に興奮した様子を見せる、一部の変態共。


「なんか言い方が腹立つけど、あの乳ならしょうがないよな……」「うん、まあ、あの乳だしな……」


　麗華堂信者以外の男子達も、訳の分からない理由で納なつ得とくしてしまっていた。おっぱい恐るべし……あの何割かは、シリコンなんだけども。


《さて、紹介も折り返しを過ぎまして後半戦、『お断り５』の中堅、無表情から放たれる毒と下ネタは一部には大ウケ……なのか？　雪ゆき平ひらふらのっ》


　アナウンスにあわせて、音も無くすっ、と立ち上がる雪平。


「あの人、なんかかっこよくない？」「クールビューティーって感じだよね」「この前の校内放送、あの人が喋しやべってたなんて、信じられない」


　なにも知らない一年生女子が、雪平に羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていた。まあ黙だまってれば、たしかにそういう印象を受けるよな。


《こんにちは。パイとオツの伝道師、雪平ふらの。略して『パイオツふらの』です》


　……黙ってれば、の話ですけど。


　新入生達は、啞あ然ぜんとした表情を浮うかべていた。まあ、幻げん想そうなんてのはブチ壊こわされる為ためにある訳で。右手の人も毎回やってるし、間ま違ちがいない。


《さ、さあどんどんまいりましょう。表ランキングの副将、入学二か月足らずにして、桃もも色いろの噂うわさが絶えず、次期ランキング入りを有望視される助っ人、吉よし原わら桃とう夜やっ》


「キャー！」「桃夜くーんっ！」「桃もも様ーっ！」


　我先にと飛び交う、黄色い声援。このリア充じゆうっぷり……爆ばく発はつしてしまえばいいのに。


　立ち上がった吉原は、女の子達の声援に、笑顔で手を振ふって応こたえる。


「僕は来る者拒こばまずなんで、上級生のお姉さん方もお待ちしてます」


　そのセリフとウインクだけで、それまで吉原を知らなかったであろう、二、三年の女子達の中にも顔を赤らめている人がちらほら……塵ちりになって消しよう滅めつしてしまえばいいのに。


《さてさてお次は『お断り５』の副将、三年生なのにもかかわらず、情報がほとんど手に入らない謎なぞの男、夢ゆめ島しまカラスッ！》


　スポットライトがあたった瞬間、その顔面包帯のビジュアルに、どよめきが走る。無理もない話だ。完全に不ふ審しん者しやだもんな、これ。


　注目を一身に浴びた夢島先輩は足を曲げて、屈くつ伸しん運動をはじめた。なんだ？　と思っている間に、ステージの中央に向かって勢いよく駆かけだしていった。まさか、遊王子に対抗して、バク宙でもしようっていうんだろうか。


　マックススピードに達した夢島先輩は反転、力の限り跳ちよう躍やくし、そして……


《ぐえっ》


　できねえのかよ！


　思いっきり背中から落ちていた。


　会場からは、どっと笑いが起こる。


　夢島先輩は背中と腰をさすりながら、すごすごと俺の隣となりの席に戻もどってきた。やばいこの人、最高にかっこ悪い。


《さあみなさんお待ちかね、生徒会長にして、女子ランキング一位、晴光で知らぬものはいない驚きよう異いのカリスマ、表ランキング大将、黒こく白びやく院いん清せい羅らっ！》


《みなさん、こんにちは～》


　会長が立ち上がり、その言葉を発した瞬間、


「うおおおおおおおおおっ！」「会長おおおおおおおおおおおっ！」「きゃあああああおおおおおっ！」「清羅様ああああああああああああっ！」


　それまでのものとは一線を画す、ホールが震ふるえるような声援。人気が凄すごいのは知ってたけど、ここまでだったとは……


《ありがとうございま～す》


　会長は、にこやかに手を振りながら、席に着いた。


《さあいよいよ大トリです。突とつ発ぱつ的に繰くり出される奇き行こうは数知れず、浴びせられた女子からの悲鳴は晴光一、男子からはそのビジュアルだけ俺によこせとの声多数、驚異の顔面詐さ欺ぎ『お断り５』大将、甘あま草くさ奏かなでっ！》


　……なんか俺の紹介だけ、悪意に満ちまくっている感じがするのは、気のせいだろうか。


「がんばれ甘草（笑）！」「がんばれイケメン（笑）！」「がんばれ二年一組の星（笑）！」


　男子連中からの、心のこもった温かい声援に涙なみだが出そうになった……やめる、もう絶対に友達やめる。


　すでに心が折れたんで、そのまま座ってしまいたかったんだけど、流れからして一言くらいは言わないとまずいだろう。


《えっと、甘草奏です。あの、誤解してる人が多いみたいなんでちょっと言いたい──》





【選べ　①とんでもなくつまらないダジャレを言う　②何があっても詰つまらないと評判の、排はい水すい溝こうになる】





　……まあ、タイミング自重しろ、とか、人外になるシリーズいい加減にしろ、とか、ツッコミ所は多々ある訳ですが、まず言いたいのは────お前この選せん択たく肢し自体がつまらないダジャレじゃねーか！


　……まあ何をどう喚わめいたって、結局やるしかないわけですが。


《……ワニがいるから……ナイル川には入りたくナイル》





　会場が、静まり返った。





　……いや、だってつまらないって指定なんだもの。いや、俺が本気出したら爆ばく笑しようですよ、爆笑。いや、マジで。いや、強がりじゃないよ。いや、だって面おも白しろかったら駄だ目めなんだもの。いや、俺のダジャレセンスとかハンパないからマジで。いや、わざとつまんない事言うのって大変なんですよ……………………………………嫌いやになってきたからやめます。


　俺の葛かつ藤とうが終わったタイミングで、司会がはっ、としたようにマイクを持ち直した。


《ど、道楽先生、今のとんでもなくつまらないダジャレは一体どういう事なんでしょう》


《まあ、いつも通りの甘草だな》


《な、なるほど、さすがは『お断り５』といった所でしょうか》


《まあ今のはかわいいもんだが、今日は何かやらかしたら、もみ消しがきかねえからな。甘草が退学するかどうかも、見どころの一つだな》


　……教師って、一体なんなんでしょうね。


《さて、紹しよう介かいが終わった所で、ルールの説明に入りましょうか。みなさん、こちらのパネルにご注目っ！》


　放送席の脇わきに置かれた、馬ば鹿かでかいパネルにライトが当たる。


《さて、ご覧の通り二十五分ぶん割かつされているこのパネル、それぞれの裏側には異なる対戦方法が書かれています。十名の選手にはそれに従って、対戦してもらいます！》


《おいおい、電動じゃねーかこれ。どんだけ金かけてんだ、こんな所に使うぐらいなら、あたしによこせよ》


　最も早はや解説でもなんでもない、ただの要望だった。そして、発想が雪平と同レベルだった。


《え、えーっと、最初の勝負は、道楽先生に選んでいただきます。さて先生、何番にしましょうか？》


《じゃあ、縊くびり殺しの九》


　……宴さん、フリーダムがすぎますよ。


《は、はい、それでは九番ドンッ！》


　司会が手元のボタンを押すと、ランプが点灯し、パネルが自動で裏返った。いやほんとに金かかってんな、これ。


　その裏に書かれていたのは『演技力対決』。


《はい、きました！　今から、獅子守、箱庭の両選手にはお題に沿ったキャラクターを、即そつ興きようで演じて、ちょっとした劇をしてもらいます》


《判定はどうすんだ？》


《はい、実は既すでに、審しん査さ員いんとしてランダムに選出された、会場内の生徒百人に、スイッチを渡わたしてあります。結果はパネルの端はしの電光掲けい示じ板ばんに表示されますので、それによって勝敗が決定されます》


《だからそんな金があんだったら、あたしら職員に、ヤニの一箱でも支給しろよ》


　……もう帰れよ、あんた。


《そ、それでは先生、何かお題をお願いします。不公平にならないように、それぞれのキャラクターを逸いつ脱だつしないような感じでお願いします》


《そうだな……じゃあ最近帰りが遅おそくなってきたヤンキー気味の兄貴と、それを心配する妹って設定にするか》


　ぴったりすぎるな、それは。


《それでは両者、ステージ中央にどうぞ》


　その声に従って歩いていき、対たい峙じする先せん鋒ぽうの二人。獅子守先せん輩ぱいは、こういう感じの対決は嫌がるかと思ったが、『やってやんぜ』みたいな気合の漲みなぎった表情をしている。さすがは元ヤン、重要なのは勝負の内容云うん々ぬんよりも、勝ち負けらしい。


　だが、負けられないという思いは、この中の誰だれよりも俺が強い。なんせ、『お断り５』側の勝利が、ミッションの達成に直結しているんだから。


　頼たのむぞ……祈いのるような思いで、ゆらぎを見つめる。


《それでは先鋒戦、開始っ！》


　司会の宣言と共に、いきなり獅子守先輩の目の前まで寄っていくゆらぎ。


《お兄ちゃんっ、もう十二時近いよ、こんな時間まで何やってたのっ》


　……普ふ通つうに上手うまい。というか、いつものゆらぎそのままだった。


《っせえな、どこで何しようが、俺の勝手だろうが》


　う……こっちはこっちで、はまり役だ。というかこれも、ただの素すの獅子守先輩だよな。


《あー、その言い方、かわいくないっ》


《ウゼえんだよ、お前には関係ねえだろ》


《関係なくないよ、お兄ちゃんの事心配だもんっ》


　ごく自然な感じで会話を交かわす両者。このままこんな感じで演技が続いたら、明確な優ゆう劣れつをつけるのは難しいんじゃないんだろうか。


《うるせえよ、どけ》


　その場を去ろうとする獅子守先輩の前に、不敵な笑え顔がおで立ちふさがるゆらぎ。


《ふふ、私は知ってるよ。お兄ちゃん、口ではそんなつれない事言ってても、ほんとは私が心配してるの、嬉うれしいくせ──》


　そこで唐とう突とつに、ゆらぎの動きが、ぴたり、と止まった。


　そして、雰ふん囲い気きが一変する。


《─らない──がする》


《あ？》


《私の知らない匂においがする》


《お前、何言ってんだ？》


《女だね》


《なんだいきな──》


《女なんだね、お兄ちゃん》


　獅子守先輩のセリフを遮さえぎって、ずい、と一歩を踏ふみ出す。


《ちょっと待て……お前、目がなんかヤバい事になってんぞ》


《アハハ、当たり前だよ、お兄ちゃんに害虫ゴミがたかってるのに、瞳どう孔こうの一つも開かないなんて、そんなの妹じゃないよ》


《おいこれ、演技……なんだよな》


　後ずさる獅子守先輩。


《そんなのは今、どうだっていいんだよ、お兄ちゃん》


　迫せまるゆらぎ。


《もしも……もしもゆらぎ以外のものになるんだったら、そんなお兄ちゃんは──》


　ゆらぎの手が、獅子守先輩の首に伸のびる。


《イラナイ》


《ぐが……あっ！》


《ス、ストーップ！　ストップストップ！》


　司会がたまらず放送席から飛び出し、両者の間に割って入った。


《あれ？　なんで止めるの？》


　瞬しゆん間かん的に元の調子に戻もどるゆらぎ。


《いやだって、あなた、首を絞しめて……》


　獅子守先輩の方に向き直る司会だったが、当の先輩はせき込むでもなく、狐きつねにつままれたような表情をしていた。


《いや、俺もマジで絞められた気がしたんだが……》


《だって絞めてないもん。お兄ちゃんに、そう錯さつ覚かくさせるように演じただけだよ？》


　なんという……なんという無む駄だな演技力か。


　放送席で、宴先生が失望したような声をあげる。


《いいとこで止めんなよな。絞めがモノホンかどうかなんて、見りゃわかんだろうが》


　……それはあんただけだよ。


《し、失礼しました。それでは続きを──え？　終わり？》


　耳に着けたインカムをおさえる司会。どうやらなんらかの連れん絡らくが入ったらしい。


《えー、実行委員の方から、これ以上は絵え面づら的にアウトとのダメ出しが入りましたので、ここまでの内容で勝敗を決めさせてもらいます》


　まあ賢けん明めいな判断だろう。真に迫りすぎてて、引くレベルだったもんな……


　司会がスイッチによる集計を開始する。


　結果は当然、八十票以上獲かく得とくしてゆらぎの圧勝。


「す、すげえけど、ちょっと引くな……」「ねえ、『お断り５』ってみんなこういう人達なの？」「私の想牙様に、なんて事するのかしら」「ヤ、ヤンデレ神が降臨なさったーっ！」


　興奮してるのは、一部の特とく殊しゆ性せい癖へきの持ち主だけで、それ以外の一いつ般ぱん生徒は戸と惑まどいを隠かくせないようだった。


　まあ、それでも勝ちは勝ち。よしよし、これでミッション達成に大きく一歩近づいた。


《さ、さあ気をとり直して次鋒戦に参りましょう。遊王子、柔風両選手、前へっ！》


　放送席に戻った司会が、ゆらぎのせいで淀よどんでしまった空気を払ふつ拭しよくせんとばかりに、声を張り上げる。


《はいはーいっ！》


　勢いよく飛び出していく遊王子。対照的に、柔風はおずおずと中央まで歩いていく。


　頼むぞ……ここで遊王子が勝ってくれれば、圧あつ倒とう的優位に立てる。


《ふっふっふ、ついにこの時が来た……小こ凪なぎ大たい帝ていを倒たおすこの時がっ！》


《お、謳歌ちゃん、そんな事言わないで仲良く──》


　遊王子は、柔風のセリフを遮って、観客席へ向かって拳こぶしを突つき上げた。


《みんなー、小凪たんが半泣きになって悶もだえてるとこ、見たいよねっ》


　数秒の沈ちん黙もくがあった後、


「み、みてええええっ！」


　空気を震ふるわす叫さけびが返ってきた。


《むふふ、聞いたかね小凪大帝、チミが悶える姿を全国民が望んでいるのだよ》


《そ、そんなあ》


　軽く涙なみだ目めになる柔風。


《さて、それでは注目の対戦方法ですが、次鋒戦からは、前の勝負で負けた方に選んでもらう事になっています。という事で、柔風さんどうぞ！》


《え？　私ですか……それじゃあ、二十五番でお願いします》


《はい了りよう解かいしました、二十五番ドンッ！　おーっとこれは、出ましたっ『オイルレスリング』です！》


《おー、面おも白しろそうなのきたっ！》


《レ、レスリングなんて私、やった事ないよ……》


　よし！　オイルってのが気になるけど、運動系の対決なら、圧倒的に遊王子が有利だ。


《えー、これには特別なリングを使用しますので、準備に少し時間をいただきます。実行委員の方々、お願いします。その間、選手の二人には、こちらで用意した体操服に着き替がえてもらいます》


　テキパキとした司会の進行に従って、一度、ステージから降りていく遊王子と柔風。





　そして、数分後、ステージ中央には、床ゆかを、たっぷりのオイルで満たされたリングが設置された。まあ、ロープも申し訳程度のものが二本しか張られていないし、リングというよりは、家庭用のゴムプールの巨きよ大だい版、といった方が分かりやすいだろう。


《いえーいっ！》


《う……うう》


　体操服に着替えた両者が、ステージ上に戻ってきた。顔を真っ赤にした柔風が、おずおずと手をあげる。


《あの……なんでブルマなんですか？》


　普ふ段だん、うちの体育はハーフパンツで行われているので、その疑問はもっともだった。


《そういうルールだからです》


《あの、普通の体操服に着替えてきちゃ、駄だ目めですか》


《駄目です》


　それまでにない厳しさを伴ともなった声で、柔風の訴うつたえを撥はねつける司会。


　会場からは、「いいぞ！」「いよっ、名司会！」などの、声せい援えんが向けられていた。


《ほらほら、もういくよーっ》


《え？　え？》


　痺しびれを切らした様子の遊王子が、柔風をお姫ひめ様さま抱だっこスタイルで、持ち上げた。そのまま、リングの縁ふちまで駆かけ寄っていき、柔風を思いっきり投げ入れる。


《うひゃあああああっ》


　油まみれになりながらリング上を滑すべっていく柔風。


《いやっほーいっ！》


　後を追い、自らもリングに飛び込んでいく。


　そこからの展開は一方的だった。


《うりゃ、投げっぱなしジャーマンッ！》


《ひゃあああああっ》


《コブラツイストッ！》


《痛い痛い痛いっ！》


《必殺ライダーキックゥ！》


《謳歌ちゃんもうやめてえええっ》


　嬉き々きとして技わざをかけまくる遊王子と、なすがままにされる柔風。


　油まみれになって絡からみあう、ブルマ姿の二人の美少女。なんという……なんという眼福か。会場中の男子が口を半開きにして、リング上の光景に見入っていた。


　しかし、あれだけ技をかけられまくっていて、その時は痛がっているのに、柔風がどこかを怪け我がしたりした様子は全くない。遊王子がうまく調整しているんだろう。


　そして、しばらく一方的な攻こう撃げきが続いた後、


《むふふ、最後はスペシャルラリアットで決めちゃおうかなっ》


　遊王子は、楽しそうにリングの奥へと滑って移動していった。


《う……うう》


　こっち側を背にして、よろよろと立ち上がる柔風。よし、ちょっと可哀かわい想そうだが、もう遊王子の勝ちは確定的だな。


《小凪大帝、こいつは派手なだけで痛くないから、下手へたに動かない方が身の為ためだぜえ》


　悪役然としたセリフを吐はき、体操服を、肩かた口ぐちまでたくし上げる。


《いやっほおおおおおおっ》


　そして、嬉々としてこちらへの滑かつ走そうを開始した。


《ひっ》
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　その勢いに、柔風が観念したように身を縮こまらせた瞬間、


《うひゃああっ！》


　こけた。思いっきりこけた。


《およっ？》


　結果、遊王子のラリアットは思いっきり空ぶる。


《お？　お？　うわわわわわっ》


　勢い余った遊王子は、二本しか張られていないロープを突き抜ぬけて、そのままリングの外へ飛び出した。


　油まみれになった遊王子の勢いは、着地しても全く衰おとろえず、ステージの床を、一直線にこっちへ向かって滑ってきた……え？……こっち？


「マ、マジかっ」


《あ、甘っち、危ないからどいてどいてーっ！》


　反射的に立ち上がるも、時既すでに遅おそし。


「うおおおおおっ！」


　思いっきり突っ込んできた遊王子に、椅い子すごとなぎ倒された。


「いてて……」


「いやー、あたしとした事がミスっちゃった。ごめんね、甘っち、だいじょぶ？」


　先に立ち上がった遊王子が、マイクの電源をオフにしながら、手を差し伸べてくる。


「ああ、特に怪我とかは──って、おまっ!?」


　俺の視線は、ある一点に釘くぎ付づけになった。


「甘っち、なんでそんなブルマなんか見て…………へ？」


　油まみれになった遊王子のブルマは、俺との接せつ触しよくで、完全にずり下がっていた。


　つまり……


　パンツさん、こんにちは。





「……………………きゃああああああああああああああああああああああああああっ！」





　つんざくような悲鳴が、会場に響ひびき渡わたった。


《な、何が起こったんですか？　ライト、ライトをお願いしますっ》


　その声に反応した司会が、慌あわてて指示を飛ばす。


「あぶねえええっ！」


　スポットライトが当たる直前、俺は遊王子のブルマを慌てて引き上げた。


　間かん一いつ髪ぱつ間に合って、その身をわなわなと震わせる遊王子の姿が、照らし出される。


《い、一体遊王子選手に何があったんでしょうか？》


「よ、よかったな遊王子。みんなには見られなくて済ん──」


「また……また見られたああああああああああああああああああああああああああっ！」


　弾はじかれたように駆けだす遊王子。


「お、おい、待て遊王子いてっ！」


　追おうとしたが、床に撒まき散らされた油で滑って、転んでしまった。


《じ、状じよう況きようは把は握あくできませんが、遊王子選手を追ってくださいっ！》


　司会の声に、何人かの実行委員が反応した頃ころには、驚きよう異い的なスピードで疾しつ走そうした遊王子は既に、イベントホールから飛び出していた。





　数分後、インカムから情報を受け取った司会が、口を開く。


《ゆ、遊王子選手は、校庭のど真ん中で、体育座りをしている所を無事保護されたとのことです。しかし、なぜか顔面の発熱が尋じん常じようではなく、勝負の再開は困難と判断されました。よって遊王子選手は途と中ちゆう棄き権けんとみなし、次鋒戦は、柔風選手の勝利としますっ》


　……なんなんだよ、このオチは。





　更さらに数分後。


　実行委員によってリングは撤てつ去きよされ、司会が声を張り上げる。


《原因不明のアクシデントはあったものの、一勝一敗と面白い展開になってきましたっ！　続いては中ちゆう堅けん戦、雪平、麗華堂両選手、前へっ！》


　司会のコールに従い、ステージ中央で対たい峙じする両者。


　一勝一敗か……ここを落とすと、後がなくなってしまう。対たい抗こう戦せん開始前、雪平には特に念入りに勝利に集中してくれ、と頼たのんどいたんだけど……不安しか湧わいてこない。


《雪平ふらの……今日は絶対にこの前の雪せつ辱じよくを果たすわっ》


《雪平と雪辱をかけて、うまい事言ったつもりだろうけど、その程度でいい気にならない事ね》


《そんなオヤジ臭くさい事考えてないわよっ！》


　睨にらみ合う雪平と麗華堂。


《おっと、これはなにやら因いん縁ねんがありそうな二人ですっ！　それでは雪平選手、番号コールをどうぞっ！》


《そうね、それではパイオツの八をお願いしようかしら》


《は、はい、八番ですね》


　司会者が戸と惑まどい気味にボタンを押し、パネルが回転する。その裏に記されていたのは、『渾あだ名な対決』。


《説明しましょう。この対決は、対戦者が交こう互ごに渾名を付け合い、時間内に、より相手にマッチした渾名を考え出せた方が勝ちとなりますっ！　判定は、先さき程ほどと同じように、会場からの集計で決まります》


　なんだか、ろくでもない事になりそうな予感がぷんぷんするんだが……


《それでは早さつ速そく始めたいと思います、制限時間は十分、雪平選手からどうぞっ！》


　雪平は、麗華堂の胸部をじっと見つめて、無表情のまま言い放った。


《『意外に硬かたそう』》


《な、なんの話をしてるのよっ！》


《あなたのパイオツの渾名だけど？》


《硬くないわよっ！》


《じゃあ、『ダルンダルン』》


《違ちがうわよっ！　大体交互にって話なのに、なんであなただけ二個も言ってるのよ！》


《ごめんなさい。じゃあ、『硬そうだけど、触さわるとダルンダルン』》


《最低じゃないのっ！》


　最初からアクセル全開の雪平。まあもうふざけるのはしょうがないとして、精神的に優位に立ってはいるので、悪い展開ではない。


　しかしこれでは勝負が全然進まない。司会も見かねたようで、口を挟はさんだ。


《あの……時間もありますし、麗華堂選手、渾名をお願いします》


《く……わ、わかったわよ。じゃあ……『無表情女』っ！》


《『年取ったら垂れそう』》


《絶対垂れないわよっ！》


《可能性に溢あふれた未来の事象に対して、矮わい小しような人間如ごときが絶対なんて言葉を使うのは、おこがましいと思うわ》


《なんでちょっとかっこよく言ってるのよっ！》


　いちいち反応しなけりゃいいのにな……まあ、ツッコミに関しては、俺も人の事言える立場じゃないけども。


《れ、『冷血女』っ！》


《『すっごい頭悪そう』》


《今時そんな迷めい信しんを信じてる人いないわよっ！》


《でも実際の成績は？》


《し、下から数えた方が早いけど……って、何を言わせるのよっ！》


　……こんな調子で、数すう巡じゆんのやりとりが展開され、会場に『もうお腹なか一いつ杯ぱい』ムードが漂ただよいかけたその時、雪平のセリフによって、変化が訪おとずれた。


《『シリコン入ってる』》


　……あ。


《なっ……ななな、は、ははは入ってる訳ないでしょ、そ、そそそ、そんなもんっ！》


　まったくの偶ぐう然ぜんによる事実の指し摘てきに、狼ろう狽ばいしまくる麗華堂。


《あら、反応としては、『イン○ル入ってる、みたいに言ってるんじゃないわよっ！』というのを期待していたんだけど……なにか怪あやしいわね》


　雪平が疑念の表情を向ける。


《まさかとは思うけど……これは、パイオツ改めが必要ね》


　雪平は未知の言葉を創造しながら、麗華堂の眼前まで歩いていく。


《ち、ちょっとあなた、なにを……ちょっとやめっ……あ……あんっ》


　卑ひ猥わいな手つきで、麗華堂の溢れんばかりの乳を揉もみしだく雪平。


　これは……エロい。


　そこに存在する全すべての男（教師含ふくむ）が、その様子を固かた唾ずを呑のんで見守っていた。


《なるほど……答えはこの手だけが知っているわ》


　数秒後、判定を終えたらしい雪平が、その右手を高々と掲かかげた。


《や……やめ……》


　ちょっと涙なみだ目めになって、言葉を詰つまらせる麗華堂。ここで『やめて』なんて言ってしまえば、シリコンを認める事になっちゃうしな。


　さすがにこれはちょっとかわいそうな気がしたが、雪平は、無情にも口を開く。


《残念ながら、天然のパイオツね》


　……え？


　俺と同じく、きょとんとした表情を浮うかべる麗華堂。


　なんだ？　触っただけじゃ分からなかったのか？　それともまさか……情けをかけた？


　その裁定に、会場の男子からは安あん堵どのため息が、一部の女子からは舌打ちが漏もれる。


《まあ、なかなかの揉み心地ごこちだったわ》


　雪平のその言葉に、麗華堂の顔が、見る間に真っ赤に染まっていく。両手で胸をおさえて、声を張り上げる。


「こ、この『乳揉み変態おんなあああああっ！』」


　ブーーーーーーーーーーーーーッ！


《おっとここで、試合終しゆう了りようのブザーですっ》


　ま、マジか……タイミングが最悪すぎるっ。


　今、観客の脳のう裏りには、乳を揉む雪平の様子しか残っていない。


《百人の審しん査さ員いんの皆みなさん、今まで出た渾名に番号をふりますので、投票してください》


　司会の声にあわせて、①『硬そうだけど、触るとダルンダルン』②『無表情女』といった具合に、渾名が電光掲けい示じ板ばんに表示されていく。


　そして、投票の結果、


《ベスト渾名に選ばれたのは……麗華堂選手命名の『乳揉み変態女』ですっ！》


　……そりゃあそうなるよな。


　しかし、戻もどってきた雪平の態度は、まるで勝者のそれだった。


「まあ、実質的には私が勝ったようなものね」


「実質的？」


「彼女は、私に大きな借りができたのよ」


　借り？　やっぱり雪平は、シリコンの件に気が付いて、あえて黙だまっていたって事か？


「……だって、おっぱいを大きく見せたいっていう悩なやみは、よくわかるもん」


　なんだ？　何かを言ったみたいだけど、小さくて全く聞き取れない。


　いやいや、今はそんな事を気にしてる場合じゃないな！　雪平の負けによって、現状一勝二敗。まずい……まずすぎるぞ、これは！　完全に後がなくなってしまった。ここはなんとしても、夢島先せん輩ぱいに頑がん張ばってもらうしかない。


《さてさて、現在表ランキング側が二勝となって、リーチをかけていますっ！　続いては副将戦、夢島、吉原両選手、前へどうぞっ》


　すっと立ち上がって、黄色い声せい援えんを浴びながら中央まで歩いていく吉原。


　しかし、俺の横に座っている夢島先輩は、一向に動き出す気配がない。


「先輩？」


　不ふ審しんに思い、隣となりの人ひと影かげの肩かたに、手をかけた。


「ん？」


　感じたのは、妙みようにふにょっとした感かん触しよく。


「こ、これは……」


　そこにあったのは、顔面にへのへのもへじが書かれた、カカシだった。


　つ、ついさっきまで間ま違ちがいなく隣にいたのに……一体いつの間にいなくなったんだ？


　その胴どう体たい部分には、張り紙がしてあった。


　──さっきのバク宙失敗で、背中と腰こしと心が痛くて耐たえられないので帰ります──


　ふざけてんのか！


　そのタイミングで司会も、夢島先輩の不在に気がつく。


《おっと、夢島選手、ここでまさかのバックレか！》


　おいおい、ちょっと待てよ。一勝二敗のこの状じよう況きようで、副将戦が不戦敗なんて事になったら……洒落しやれにならないぞこれ！


《さて、このままでは『お断り５』側の負けという事になってしまいますが……》


　それはまずい！　捜さがしにいく時間をもらえるように、声をあげようとした矢先、ステージ中央の吉原から声があがった。


《あ、そういう事でしたら、僕から一つ、提案があるんですけど、いいですか？》


《吉原選手、なんでしょうか？》


《このまま不戦勝では盛り上がらないでしょうから、僕が夢島先輩の代わりを指定して、対決を続ける、というのはどうでしょう》


　随ずい分ぶんと変わった提案だった。司会も戸惑った様子で、宴先生に意見を求める。


《代わりの対戦者ですか？　それはいままでに前例がないですが……道楽先生、どうしましょうか？》


《ま、いいんじゃねーの》


　……適当すぎる。まあ、こっちとしても、既すでに校内にいないかもしれない夢島先輩を捜しにいくってよりは、ありがたい話だけど。


《お許しがでましたので、吉原選手、指名をどうぞっ！》


《ありがとうございます。じゃあ、二年一組のショコラさん》


　……は？


　一いつ瞬しゆん、吉原が何を言ったのか、理解できなかった。


《ショコラさん……ですか。はて、この学校に留学生なんていましたっ──》


　そのタイミングで連れん絡らくが入ったらしく、耳のインカムをおさえる司会。


《えーっと、確かく認にんがとれました。なんでも今指名されたショコラさん、二年一組に所属してはいますが、正確には生徒ではなく、『お断り５』大将の甘草奏さんの、学業補助ペットだそうですが……道楽先生、これは一体どういう事でしょうか？》


《知らん》


《……えっと、先生、担任ですよね？》


《担任なんて、飾かざりだ》


《……なるほど》


　……すんごいツッコミたいけど、そんな場合じゃない。吉原が何を思って指名したのかは分からないが、ショコラが全校生徒の前に出てくるというこの状況……危険すぎる。


《そ、それでは二年一組のショコラさん、ステージにあがって来てください》


「はーいっ」


　観客席で立ちあがり、ててて、とステージ上に走ってくるショコラ。実行委員が駆かけ寄っていき、ピンマイクを手て渡わたした。


《ショコラさん、吉原さんからのご指名ですが、対たい抗こう戦せんに参加してもらえますか？》


《はい、奏さんの為ためにがんばりますっ》


　く……普ふ通つうなら絶対にやめさせる所なんだけど、不戦敗必至のこの状況ではそういうわけにもいかない。


「なんだあの子、めっちゃかわいくね？」「犬みたいで超ちようラブリーなんですけどっ！」「あ、教室に来てた子だよね。なんかお菓か子しあげたくなっちゃうんだよなー」


　にこにこと愛あい想そをふりまくショコラは、好意的な目で受け入れられていた。


「でも、甘草の学業補助ペットってマジでなんなんだ？」「なんでも、一いつ緒しよに住んでるらしいぞ」「女の子をペット扱あつかいって……不潔」


　対して、俺に向けられるのは非難の視線ばかりだった……とばっちりすぎる。


《それではショコラさん、よろしくお願いします》


《おねがいしますっ》


　にこやかに握あく手しゆを交かわす吉原とショコラ……果てしなく不安だ。


《それでは対戦方法を決めましょうか。ショコラ選手、番号を選んでください》


《じゃあですね、なな番をおねがいしますっ》


《はいそれでは七番ドンッ！》


　司会の声に合わせて、パネルが回転する。


《おっと出ました、『罵ば倒とう対決』！》


　……なんだよそれ。


《この勝負方法は、その名の通り、各自三分の持ち時間の中で相手を罵倒しまくって、先に心を折った方が勝ちとなりますっ！》


　いや、バラエティならともかく、学生の行事でやる内容じゃないだろ……というか、さっきの雪平対麗華堂もほとんど、罵倒対決だった気がするんだが。


《先攻は、先さき程ほど負けてしまった『お断り５』からです。それではショコラさん、どうぞっ！》


《はーいっ》


　元気よく手を挙げたショコラだったが、なぜか吉原ではなく司会の方に向き直り、小首を傾かしげた。


《あのー、ところでばとうって、どうすればいいんですか？》


　……マジかよ。


　頭を抱かかえる俺をよそに、会場にはどよめきが拡ひろがっていった。


「な、なんだ、このかわいすぎる生き物は……」「ショコラちゃんマジ天使」「は、はううー、お、お持ち帰りしたいっ！」


　表面上の姿に騙だまされる人間、多数。愚おろか者共め、ショコラの駄だ目めっぷりを知らないからそんな事が言えるんだ。


《そうですね。自分が言われて嫌いやな事を言えばいいんじゃないでしょうか》


《なるほど、分かりましたっ！》


　司会からのアドバイスを受けたショコラは吉原に向き直り、悲しそうな表情を作って、言葉を放った。


《おまえ、きょう、ばんめし抜ぬきな》


　……いやいや、それは俺に言われたセリフだろ。


《そのだいふく食べたら、いえからたたきだすからな》
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　俺が楽しみにしていた、十個入りの大福を、一人で九個食べた時のやつだな。


《おまえはいっしょうはらぺこでいろ》


　これは、冷蔵庫の中身を食い尽つくしてまだなお、お腹なかすいた、とかのたまいやがった時のセリフだ。


　罵ののしられている（？）吉原はショコラを見つめて、嬉うれしそうにしているのみで、全くダメージを受けている様子はない。


　当たり前だ、こんなのいきなり言われても、訳がわからなすぎるだろう。


　司会も口を挟はさんで、軌き道どう修正を図はかる。


《シ、ショコラさん。それは罵倒とはちょっと違ちがいますね》


《？　奏さんにいわれて悲しかったんですけど、これはばとうにはいりませんか？》


　俺の名前を出すなよ！


「おい、甘草って奴やつ、ショコラちゃんに食べ物あげてないのか？」「あんなにちっちゃくて細い子なんて、すぐ満腹になるだろうに、どんだけ鬼おになんだよ」「そんな人に預けとくなら、やっぱり私がお持ち帰りするよお～」


　俺に非難の視線が集中しているのをさすがに察したのか、ショコラは、観客席に向かって、声を張り上げた。


《あ、ちがいますよー、みなさんごかいです。わたしは奏さんに、たっぷりとかわいがってもらってるので、とてもしあわせですっ》


「か、かわいがるって……どういう事だ？」「ショコラちゃん、本気で嬉しそうに言ってるし……まさか、そういう風に『調教』してるの？」「甘草……ぶん殴なぐりてえ」


　……ショコラさん、あなたが喋しやべれば喋る程、僕の立場が悪くなっていくんですが。


《はい、ここでショコラ選手の一回目の持ち時間は、終しゆう了りようとなりますっ》


　時計を確認した司会が、ターンの終了を宣言する……駄目だ、こんなのを何回繰くり返したって勝てるわけがない。まずい……まずいぞこれは！


《続いて吉原選手、どうぞっ》


　司会に促うながされた吉原は、ショコラににっこりと微笑ほほえみかけ、口を開いた。


《参りました》


　……は？


《僕は、女の子を罵るなんて真似まねは、死んでも出来ません。この勝負方法になってしまった時点で、僕の負けです》


　……おいおい、なんだそれ。いくらなんでもかっこつけすぎだろ。


《応おう援えんしてくれてた僕のハニー達……申し訳ありません》


　うお、ちょっと鳥とり肌はだ立ったぞ。こんな歯の浮うくようなセリフ、いくらファンでも受け入れられな──


「かっこよすぎるううっ！」「桃夜君マジ紳しん士し！」「私は罵られてもおっけええええ！」


　……そうでもなかった。


《おーっと、吉原選手のまさかのギブアップにより、副将戦は『お断り５』側の勝利となりましたっ》


　吉原のモテっぷりは気に入らないけど、助かった……マジでこの展開は助かった。


《さてさて、勝負は二勝二敗にもつれこみ、結果は大将戦に委ゆだねられる事になりましたっ！》


　途と中ちゆう、ヤバい場面がいくつかあったけど、なんとか……なんとかここまで辿たどりついた。


《それではトリを飾る両選手、前へっ！》


「うおおおおおおおおおおっ！」「待ってましたああああああああっ！」「清羅様あああああああああっ！」


　選手紹しよう介かいの時と同じく、会場を震ふるわせるような凄すさまじい声せい援えんが会長に向けられる。


　対して、俺のはというと、


「それいけ甘草（笑）！」「負けるな（笑）！」「僕らの甘草（笑）！」


　……あまりに厚い友情に、目め頭がしらが熱くなった。


　いや、こんなんでテンション下げてる場合じゃない。目の前の勝負に集中しなくては！


《それでは黒白院選手、対戦方法を決めますので、番号選せん択たくをどうぞっ！》


　司会にふられた会長は、にこやかに宣言する。


《それじゃあ、一番をお願いしま～す》


《はい、一番ドンッ！》


　司会の声の下、裏返ったパネルに書かれていたのは……


《じ、じゃんけん対決？》


　司会の戸と惑まどいも致いたし方ないような、地味～な対決だった。誰だれがパネルを準備したんだかは知らないが、一体なんでこんなのを入れたんだろうか。


《あらあら。はい、それじゃ、いきますよ～。じゃ～んけ～ん》


　会長は、続く司会の言葉も待たずに、唐とう突とつに勝負を始めてしまった。


《え、ちょ、ちょっと、待って、そんなにいきなり──》


　慌あわてて待ったをかけたが、会長はコールを止めなかった。


《ぽいっ》


　や、ヤバいっ！　あまりにもいきなりだったんで、焦あせって先出ししてしまった。このタイミングなら会長は、俺のを見てから出す事が出来る。マジでやばいぞこれっ！


　しかし。


　先走って俺が出したのはグー。そこから遅おくれて、適正なタイミングで出した会長の手が形作っていたのは……ハサミだった。


《え？　か、勝った？》


《あらら、負けちゃいました～》


《あ、甘草選手の勝ち……です》


　司会も、拍ひよう子し抜ぬけしたような感じだった。対決方法が決定してからの所要時間、僅わずか数秒足らず。あまりにもあっさりした幕切れだった。


　観客席からも「マジかよ……」「おいおい、あっけねーな」「これで終わりなの？」との、落らく胆たんの声が飛んでいた。


　しかし、今の俺にとっては、そんな事はどうでもよかった。


　重要なのは、会長に勝ったというその事実。ピンマイクをオフにして、会長に話しかける。


「か、会長、俺、勝ちましたよ。だから──」


　会長の負けに、作さく為いめいたものを感じないでもなかったが、興奮しきった俺に、そこに込められた真意を推おし量る余よ裕ゆうはなかった。


「ええ、約束は守りますよ～。今すぐに」


「え？」


　なんでそこを強調したのか理解できない俺を尻しり目めに、会長は、満面の笑えみを浮かべてピンマイクのスイッチをオンにした。


《すいませ～ん。突とつ然ぜんですが、みなさんに、ここで一つ、重要なお知らせがあります～》


　会長の言葉に、不満を漏もらしていた生徒達が、一いつ瞬しゆんにして静まり返った。


《対たい抗こう戦せんは、最後がちょっと地味な感じになっちゃいましたので、代わりといってはなんなんですけど、刺し激げき的な告白をしちゃいたいと思いま～す》


　告白？　なんだろう、ものっすごく、嫌な予感が……


《実はですね～私、黒白院清羅は～》


　おい……まさか……





《ここにいる、甘草奏さんの事が『好き』です》





　会場が、固まった。


《こ、黒白院選手……今、何て？》


　司会が、裏返ったような声で聞き直す。


　ポケットで携けい帯たいが振しん動どうしたが、確かく認にんなんてしてる場合じゃなかった。


《あら～。聞こえなかったですか。じゃあもう一度、大きい声で言いますね～。私、黒白院清羅は、ここにいる甘草奏さんの事を、男性として好ましく思っています》


「……………………………………」


　その場にいた全員が絶句し、一瞬の間があいた後──





「「「「「な、なんだとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」」」





　イベントホールが崩ほう壊かいするかと思うような、絶ぜつ叫きよう。


　しかし……しかし、悪夢はそれで終わらなかった。


《え～いっ》


「なっ!?」


　ナンカコノヒト、抱だきツイテキテルンデスケド？


[image: ]


「ひいいいいいいいいいっ！」「俺の清羅さんがああああああああっ！」「清羅様になにさせてんのよおおおおおおおっ！」「終わりだ！　この世の終わりだああああああああああああっ！」「甘草てめえええええええええええええっ！」


　飛び交かう怒ど声せい、悲鳴。その様は、正に狂きよう乱らん。


　そ、その気持ちは分かる。大いに分かるけど……一番泣き叫さけびたいのは俺だ！


「か、会長、何やってんですかっ！　放してくださいっ！」


「嫌いやで～す」


　マジで……マジで何考えてんだこの人！　無む理り矢や理り外そうにも、力強すぎてどうにもなんないし！


《み、皆みなさん落ち着いて下さいっ！　一いつ旦たん締しめますので落ち着いて下さいっ！》


　司会がこの混乱を収束させる為ため、締めようとした瞬しゆん間かん、俺に抱きついたままの会長が、耳元で、そっと囁ささやいた。


「甘草さん、いいんですか～？　対抗戦、終わっちゃいますよ」


「お、終わっちゃうって、今それどころじゃないでしょうがっ！　大体ミッションはクリアしたんだから別に……ん？」


　その瞬間、頭の中を嫌な予感がよぎる。


　慌てて携帯を取り出し、『神』からのメールを確認する。


《黒白院清羅　クリア》


　おかしい……最後の一人である黒白院会長から『好き』という言げん質ちをとったのに、なんで個別クリアのメールしか来ていない？


　今までの二回にあった『ミッションコンプリート』のメールが、なぜ来ていない？


　一から順番に思い出していく。遊王子、ゆらぎ、柔風、麗華堂、雪平。そして今さっきの黒白院会長。間ま違ちがいない。全員からたしかに『好き』との言質をとっている。


　雪平の件は記き憶おくが全くないんだけど、『神』からクリアのメールが来てるんだから、疑いようがない。


　もう一度、ミッションの内容を頭の中で確認する。《対抗戦に参加する女子全員から『好き』と言われる事》だよな……


「あっ……」


「ふふ、分かっちゃいました～？」


　あいつか……たしかに、それまでは何回もあったけども、ミッションのメールを受け取ってから後は、直接『好き』とは言われてないかもしれない。


　俺がうだうだと考えている内に、司会が今にも暴れ出しそうな生徒達をなだめすかして、締めようとしていた。


《お、落ち着いて下さいっ！　一いつ旦たん終わりにしますので──》


《ち、ちょっと待ったああああっ！》


　慌てて出した俺の大だい音おん声じように、会場の騒さわぎがぴたりとおさまってしまった。


　く……どさくさに紛まぎれてやろうと思ってたのに。


　会長は、相変わらずの馬ば鹿か力ぢからで俺に抱きついていて、放してくれないし……このまま言うしかない。


《シ、ショコラッ！》


　夢島先せん輩ぱいの代わりに副将の席に座っているショコラの方へ、なんとか首を回す。


　……まさか、飛び入り参加のこいつまで、対象に含ふくまれるとは思ってなかった。


《奏さん、なんですかー？》


《ちょっとこっちにぐああっ！》


　近くに呼び寄せようとした瞬間、会長が、背骨を破は壊かいするような、もの凄すごい鯖さば折りをかましてきた。


「そんなの駄だ目めで～す。男の子の告白は大声で、ですよ～」


　耳元で囁かれたのは、相変わらず蕩とろけるような緩ゆるい声だったが、全く以もつて逆らえる気がしなかった。


　駄目だ……言うしかない。


《お前……………………………………………………………………俺の事どう思ってる？》


　最大限にためらいながら、百パーセント答えの決まりきった質問を発した。


　それを受けたショコラは、満面の笑顔で言い切った。





《だいすきですっ！》





　…………はい、整理しよう。今の俺の状じよう況きようを客観的に整理しよう。


　学園で一番人気のある女の子に『好きです』と告白され、さらにはその子に抱きつかれたまま、今日、大人気となった女の子にわざわざ声をかけて、『大好き』と言わせた。


　そんな野や郎ろうが辿たどるべき末路は──


「はい、よくできました～」


　黒白院会長がすっ、と俺の体から離はなれた瞬間。





「「「「「「「し、死ねええええええええええええええええええええええええええっ！」」」」」」」





　ですよねええええええええっ！


《ス、ステージにものを投げないでくださいっ！　危ないからものを投げないでくださいっ！　は、早く照明落としてっ！　甘草選手も早く降り──あ》


《ぐえっ！》


　誰だれかがもの凄い勢いで投げた上うわ履ばきが、俺のこめかみにピンポイントで直ちよく撃げきした。





　薄うすれゆく意識の中、最後に確認できたのは、ポケットの携帯が振動する感かん触しよくだった。












　幕間　ある可能性の話４







──え、秘ひ訣けつ？　いやいや、そんな大層なもの、無いですよ。


──違ちがいます違います、別に隠かくしてるわけじゃないですって。いつも自然体を心がけてるだけで、特別な事は何もしてません。


──まあでも……強しいて言うなら、『愛』ですかね。


──いや、他ほかの奴やつの話を聞くと、やれ髪かみの毛が厄やつ介かいだの、生ゴミは臭におうだの、文句ばっかりで、全く『愛』が無いんですよ。何がこようとも、『ご苦労さま』『よく頑がん張ばったね』っていう『愛』を向ければ、気持ちよく流れていってくれるんです。そうすればヌメりや詰つまりなんて発生しません。


──実はその心構えの件で、昔、派手な口論になった事がありまして。そいつとの間には未いまだに深い溝があるんですよ……ほら、俺達排水溝だけに。


──ええ、ダジャレですけど、何か？












　エピローグ







　土日の休みを挟はさんでの月曜日。


　俺は、人生初の抜ぬき足差し足、というのを経験していた。


　朝のこの時間帯に、いくら人目を忍しのんでも無む駄だなのは分かりきってるんだけど、あんな事があった後で、堂々と階段を登れる度胸は、俺にはなかった。


「ふう……」


　やっと辿りついた教室の前、大きくため息を吐ついて、ドアを開けた瞬間──


「「「やあ、我らが親友の甘あま草くさ君」」」


　待っていたのは、満面の笑え顔がおの友人諸君。


「み、みなさん、なんか顔が怖こわいですよ？」


「やだなあ、俺達こんなに、にこやかじゃないか」


　佐さ藤とうが肩かたに手を乗せてくるが、そこに込められた力が尋じん常じようじゃない。


「そうだぞ、何を変な事言ってんだ、甘草」


　一歩踏ふみ出した高たか橋はしのその上履きは、完全に俺の足を踏んでいた。


「俺らの友情は、何があっても崩くずれないに決まってるだろ」


　伊い藤とうの目には、見た事も無いようなギラギラした光が宿っている。


「えっと……怒おこってる……よな？」


　おそるおそる問いかけた、その直後──


「当たり前だコラァ！」「お前会長と何しくさってんだ！」「ショコラちゃんだけでも羨うらやましいのに、一いつ遍ぺん死んでこいやあっ！」


「いや、お前らちょっと落ち着いぎゃああああっ！」


　鳩尾みぞおち！　なんか鳩尾にパンチ入ったんですけど！　ヤバい、こいつらなんか口調とかキャラとか変わってる！　これヤバい！　柔やわ風かぜ親衛隊よりヤバいぞ！





「うう……あいつら……」


　数十秒後、俺はボロ雑ぞう巾きんみたいになって、教室の隅すみに打ち捨てられた。


　そこに歩み寄ってくる影かげが一つ。


「雪ゆき平ひら……」


　軋きしむ体をおさえながら、起き上がった。


「おはよう、○×▼□●」


　なんだか、とんでもない言葉が飛び出したような気がしたんだが……


「雪平、お前今……なんて言った？」


「○×▼□●だけど」


「アウトアウトアウトォッ！」


　完全に放送禁止用語だった。


「今の私の、甘草君に対する素す直なおな気持ちなんだけど、お気に召めさなかったかしら」


「召すわけないだろっ！」


「ほんのジョークよ」


「いや、ジョークってレベルじゃないからな……」


　呆あきれる俺に対して、雪平はいつも通りの無表情で口を開いた。


「で、黒こく白びやく院いん会長とのアレはどういう事なのかしら？」


「うっ……」


　いや、客観的に考えて、誰もがそれを聞きたがってるのは分かるんだけど、まさか雪平からそんな質問が飛んでくるとは……


「甘草君が、会長のアレをナニしたという話はどうなのかしら？」


「なんか卑ひ猥わいな感じになってんじゃねえか！」


「ふざけてる場合じゃないわ。私は真しん剣けんに聞いてるの」


「ふざけてんの明らかにあんたですよね!?」


「だって、こうでもしなきゃ……怖くて聞けないもん」


「……雪平？」


　何か言ったみたいだけど、声が小さすぎて全く聞き取れない。


「……やっぱりもういいわ」


「お、おい、雪平……」


　雪平はそのまま踵きびすを返して、自分の席の方へと歩いて行ってしまった……なんか様子がおかしいな。


　そんな事を考えていた時、背後から誰かが声をかけてきた。


「あ、甘っち……」


「遊ゆう王おう子じ……」


　金曜日は、遊王子がそのまま早退してしまったんで、パンツを見てしまって以来、初めて顔を合わせた事になる。


　アクシデントとはいえ、悪い事をしてしまったのは間ま違ちがいない。とりあえず謝ろうとしたけど、遊王子が口を開く方が早かった。


「あ、あのね、あたし今、スパッツはいてるから平気だよ。だ、だからね、だいじょーぶなんだよっ」


　何が大だい丈じよう夫ぶなのかは分からないけど、少なくとも遊王子の様子は、全然大丈夫じゃなかった。


　顔は赤く染まり、俺と目線を合わせようとせず、足をもじもじさせている。


　こいつ……パンツに関してだけ、なんでこんなに羞しゆう恥ちのセンサーが敏びん感かんなんだよ。こんな風にされたら、俺まで恥はずかしく──


　その時、急に何者かが俺の肩を叩たたいた。


「今ちょっと──ってうええええっ!?」


　振ふり返ったその先にいたのは、黒白院清せい羅ら、その人だった。


「い、いつの間に……」


　教室中の視線を一身に浴びた会長は、にっこりと微笑ほほえんだ。


「会いたくなって来ちゃいました～奏さん」


「なっ……」


　クラス中が騒そう然ぜんとなる。


「ち、ちょっと会長、何言っちゃってんですかっ!?」


「あら～そんなつれない言い方しないで、いつも通り清羅って呼んじゃってください」


　コノヒト……ナニイッテルノ？


「みなさんの前では恥ずかしいですか～？　だったら二人っきりになれるところ──」


「だあああっ！　ストップストップ！　ちょっとこっち来てっ！」


　俺は反射的に会長の手を引いて、教室を飛び出した。





「な、何を考えてんだあんたはっ！」


　人気のない場所まで会長を引っ張ってきた俺は、敬語も忘れて、叫さけび声をあげていた。


「ふふ、色々と考えてますよ～」


　相変わらずの、のらりくらりとした口調だった。


　く……駄だ目めだ、このままじゃ、埒らちが明あかない。


「会長、もういいでしょう。これだけされれば、あんたが『神』に関係してるってのは馬ば鹿かでも分かる。いい加減、煙けむに巻くようなやり方は止やめて、何が目的なのか話してもらえませんか」


　会長は、相変わらずののんびりとした口調で、そうですねえ、と人差し指を唇くちびるに当てた。


「甘草さん。あなた、人を好きになった事ありますか～？」


　その口から飛び出したのは、全く関係ない言葉だった。


「会長、俺の質問にちゃんと答え──」


「人を好きになった事、ありますか～？」


　会長のその言葉には、反論を許さない妙みような迫はく力りよくが込められていた。


　不満を抱いだきつつも、仕方なく答える。


「人を好きになった事って……そんなのあるに決まってるでしょう。今でこそ絶対選せん択たく肢しのせいで、女子から避さけられてますけど、中学時代は結構モテたし、告白された事だって何回か──」


　……………………………………あれ？


　俺のその様子を見て、会長は満足そうに微笑んだ。


「ふふ、あなたが絶対選択肢と呼んでいる呪のろいは、あなたみたいな人間に課せられるものです」


「俺みたいなって……どういう事ですか？」


「ふふ、さっきあなたが思い至った事ですよ～」


　会長の目は、それ以上は教えない、と暗に語っていた。


「……それについてはまあいいです。じゃあせめて、なんで俺に気があるような素そ振ぶりをするのかだけでも教えて下さい」


「じれったいからです～」


「は？」


　あっさりと答える会長。


「この役割は本来なら、あの子が果たす筈はずなんですけど、いまいち上手うまく機能してないみたいなんで、私が直々に介かい入にゆうしちゃいました～」


　あの子って……まさか、ショコラの事か？


「まあここまでやれば、もう十分かもしれませんね～」


「あ、ちょっと会長っ……」


「それでは～」


　黒白院会長は、言うだけ言って、ふわりとした足取りで、どこかへ消え去ってしまった。


「……な、なんなんだよ、一体」





　もやもやした気分のまま教室前まで戻もどったところで、ショコラの姿を発見した。


「あ……奏かなでさん」


「お、間に合ったか」


　いくら揺ゆさぶっても爆ばく睡すいしたままだったんで放っておいたんだけど、なんとか自分で起きてきたらしい。


「ん？」


　なんだか、ショコラの様子がおかしかった。いつもの能天気な笑え顔がおはなりを潜ひそめ、しっぽ毛も枯かれた植物みたいにへたっている。


「ショコラ？」


「奏さん……おなかがへりません」


「は？」


　何を言っているのか、すぐには理解できなかった。


　腹が減らない？　この食欲お化けに限って、そんな事があるはずが……ん？　よくよく見れば、なんだか顔が赤いな。もしかして熱でもあるのか？


「とりあえず中に入るぞ。座ってゆっくり話を──う……」


　ショコラの手を取って、ドアを開けた瞬しゆん間かん、クラス中の視線が俺に集まった。


　しまった……そういえばヤバい状じよう況きようで抜ぬけ出したんだった。


　どうする？　どうやって切り抜け──





【選べ　①ショコラに抱きつく　②雪平ふらのに抱きつく　③遊王子謳おう歌かに抱きつく】





　馬鹿な……三択だと？







【①つづく　②To Be Continued...】













　あとがき







　一巻のあとがきで、略りやく称しようを考えてさんざんふざけ倒たおした結果、どれも採用されず、正式略称が『のうコメ』に決定したみたいです。


　悔くやしいんで、逆に略称が『のうコメ』になるようなタイトルを考えて、遊んでみたいと思います。





『のうコメ』


　　　↑


『能のう子こ、めげないもん！』


　ちょっと変わった名前の女の子が、逆境に立ち向かう感動話。





『ＮＯノー子、めげないもん！』


　かなり変わった名前の女の子が、否定され続ける人生を強く生きる感動話。





『悩のう子こ、めげないもん！』


　相当変わった名前の女の子が、悩なやみすぎて結局めげてしまう、救いの無い話。





『俺の後ろにコメがある』


　米作りに命を懸かけた、熱き男達の物語。





『俺の鵜うが、こんなにめんどくさいとは思わなかった』


　新米鵜飼いが一人前になるまでを描えがいた、一大巨きよ編へん。





『……ノーコメントで。だから、ノーコメントで！　ノーコメントって言ってんだろ！』


　やってるな、こいつ絶対浮うわ気きしてるな。





『能と狂きよう言げんの違ちがいについてコメントせよ』


　分からないんで、ググろうと思います。





『濃のう厚こうな目』


　西川きよ○師し匠しようの自伝。





『ノーコン・メジャー』


　制球に難があるピッチャーの苦悩を描いた、アメリカのドキュメンタリー。





『のろい牛の行動を模した面めん倒どうな策』


　いわゆる牛歩戦術というやつです。





『悩殺！コメ娘むすめ』


　『侵しん略りやく！イ○娘』みたいなノリで。





『海苔のりがうまい具合に巻き付けられている、拳こぶし大の飯』


　おにぎりですな。





『脳×米』


　ウホッ！





『農業をすると米ができます』


　そうですね。





『俺の好物は、コンブとめざしだ！』


　家計にやさしいですね。





『笑顔の裏で──殺し屋メルルンの苦悩──』


　表向きはパン屋の看板娘。しかし、その実態は……





『ノスタルジー・ウイスキー・コンテンポラリー・メランコリー』


　何か意味があると思ったら大間違いだぜ。





『農林・運賃・渾こん身しん・面談』


　何か意味があると思ったら大間違（ｒｙ





『納豆』


　失礼、これはのうマメです。





『納めよう、米！』


　幕府が作った、年ねん貢ぐを効率よく納める為ための指南本。





『さあ、俺の産んだ米だ。遠えん慮りよせずに食ってくれ！』


　生産した事の比ひ喩ゆなのか、マジで肛こう門もんから産んだのかによって、回答が異なる。





『俺の寝ね首くびをかこうなんざ、百年早えんだよこの小娘が！』


　一度言ってみたいセリフ、五百九十位くらい。





『俺の○内選せん択たく肢しが、学園ラブ○○を全力で邪じや魔ましている』


　のうコメ成分が見あたらないぜ。





『○○脳○○○○○、○○○○コメ○○○○○○○○○○』


　のうコメ成分しか見あたらないぜ。





『苦悩する脳が混こん迷めいしながらも天命を全うする話』


　つまり、どういう話だってばよ？





『空の上から、コートを着て目め隠かくしした半はん裸らのおっさんが降ってくる』


　おまわりさん、こっちです。





『空の上から、コートを着て目隠しした半裸の美少女が降ってくる』


　おまわりさん、あっちいってて。





『空の上から、コートを着て目隠しした半裸の警官が降ってくる』


　おまわりさん、おまわりさんです。





『濃密な、金こん剛ごう力士像のメモリー』


　意味分かんないけど、なんか響ひびきがステキ。





『能面のような湖面』


　想像力をかき立てられますが、間違っても売れないでしょう。





『能無しコメンテーター』


　具体例は、危険すぎて挙げられません。





『私の脳内選択肢がエロすぎて、ラブコメでは描びよう写しやできない領域に達している』


　買うんで、誰だれか書いてください。





『俺の脳内選択肢がホモすぎて、ラブコメでは描写できない領域に達している』


　買わないんで、誰も書かないでください。





『俺のウコンメーター』


　意味が分かりません。





『儂わしのウコンメーター』


　なんとなくリアリティは増した気がしますが、意味は分かりません。





『俺のウ○コメーター』


　ああ、これなら意味が分か……ねーよ。





　こんにちは、春日部タケルです。


　遊んでいたら、いつの間にか結構な紙の無む駄だ遣づかいをしていたので、謝罪、謝辞に入りたいと思います。





　謝罪①　本作一巻において、登場人物の一人、『遊ゆう王おう子じ謳おう歌か』の名前が『遊王寺謳歌』と誤表記されている箇か所しよがありました。


　それも一箇所や二箇所のお話ではなく、数十箇所に及およぶという、ありえないミスです。


　彼女の名前は、『遊王子謳歌』です。


　混乱させてしまいました読者の皆みな様さま及び、修正にあたって多大なご迷めい惑わくをおかけした全すべての方々に、深くお詫わび申し上げます。


　※初版における話であり、二版以降は全て修正されております。





　謝罪②　一巻の次回予告において、二巻は春にはきっと出ます、などと言っていたのにもかかわらず、本書の発売日は六月一日……だって出せると思ったんだもん。


　三巻はきっと秋には出ま（ｒｙ





　ここからは謝辞等です。


　担当Ｙ女史。ページ数の調整能力の無い作家で申し訳ありません。


　本書の初しよ稿こうにおいて、『ぎょう虫』に関するネタを延々と十ページも書き連ねて、ごっそりボツになった事は、いい思い出です。


　その後、数回の改稿作業を経て、このあとがきは十ページ……あれ、ぎょう虫ネタ、全部入ったんじゃね？


　イラストを担当してくださっているユキヲさん。水着回です。誰が何と言おうと、三巻は水着回です。なぜならユキヲさんの描いた水着姿を見たいから。


　同期受賞組であり、『丘おかルトロジック』作者の耳に目め口ぐち司つかさ君。社会人として巣立つのをきっかけに、しばらくの間筆を断つとの事。


　個人的には少し寂さびしいですが、新たなステージでの活かつ躍やくを祈いのっています。


　とはいえ、『丘ルトロジック』四巻のあとがきにて、いつか帰ってくるかもフラグを立てている彼の事、また一いつ緒しよに本を出せる日を楽しみに待っています。


　そして、本書の出版・流通の過程においてご尽じん力りよくいただいた全ての方々に、心より感謝を申し上げます。


　最後に、本書を手にしてくださっている読者の皆みな様さまに、一番の感謝を。様々な方法で皆様からいただける感想が、物語を書く上での一番の活力源です。


　様々な、と言いましたが、作者に声を届けるのに手っ取り早い方法の一つとして、インターネットが挙げられます。


　一巻の発売後に、春日部タケル名義で某ぼうつぶやきツールを始めました。直接感想を送ってもらえたりすると小こ躍おどりして喜びますので、是ぜ非ひともよろしくお願いします。





　それではまた、三巻でお会いしましょう。




二〇一二年四月　春日部タケル　　
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